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甲府市遺跡調査会は、市域において急速に増大している、大規模開発事業に伴 う埋蔵

文化財の発掘調査を円滑に推進することを目的に、平成 6年 1月 24日 に設立されました。

雨来、受託 した山梨英和短期大学移転予定地内遺跡群・亥の兎遺跡・大坪遺跡・甲府城

関係遺跡の調査をほぼ計画通 りに進め、遺跡の記録保存に多大な成果を上げることがで

きましたことは、喜ばしい限りでございます◇

この度報告書発刊の運びとなりました大坪遺跡の発掘調査につきましては、他の大規

模発掘調査 と併行 して実施することが困難な状況であつたことから、財団法人山梨文化

≧手を書写彗]三肯[ぞ吾号こと祐弓≧をみを二:;を二争そ尋骨屠こ:v13二
「

夫代

何分、大坪遺跡につきましては、古代に土師器の生産を行ったことで著名な、甲府市

を代表する遺跡の一つであることから、極めて精度の高い発掘調査が望まれていたとこ

ろでございますが、水準の高い学術調査の実施で知 られる財団法人山梨文化財研究所の

スタンフに発掘調査から遺物整理、報告書の執筆・編集までの一連の作業を行っていた

だくことができ、感謝の念にたえません。

また、社会福祉法人緑樹会 (中 島真人理事長)におかれましては、埋蔵文化財の発掘

調査に深いご理解を示され、一方ならぬご支援 とご協力をいただきました。深甚なる謝

意を表します とともに、本書が地域史の解明や文化財保護行政の推進などに広く活用さ

れますよう、祈念申し上げる次第でございます。

平成 8年 3月 31日

甲府市遺跡調査会

会長 金  丸 晃



大坪遺跡が所在する甲府市東部地域は、洪水による災害が多い甲府盆地のなかにあっ

て、その影響を唯一逃れた地域であります。そのため、後背低地や湿地が広範にひろが

る安定 した土地条件をもつた当該地域は、市内でも古代の遺跡が数多く存在する地域で、

人々の生活の歴史を探るうえでも大変重要な地域であります。

さて、大坪遺跡は、山梨県教育委員会 と甲府市教育委員会によって、過去 2回にわたつ

て発掘調査が行われ、古代、 とりわけ平安時代の上師器製作遺跡 として知 られてきまし

た。今回の調査の成果は、後で詳 しく述べてお りますが、そのなかでも注 目されるのは、

土師器製作に関わつたと思われる竪穴建物跡や土師器焼成遺構が検出されたこと、そし

てそれ らの遺構から郭や皿を中心 とした土師器が非常に多く出土 したことであります。

こうした遺構や遺物が検出されたことから、当該地域に土師器作 りのムラが存在 したこ

とが、よリー層確かなものになったと考えられます。

しかしながら古代甲斐国における土師器生産の実態については、未だ解明されていな

い問題が数多く残つてお ります。今回の調査で得 られた成果が、古代における土師器生

産の立体的な復元に向けての一資料 として、有意義に活用されることを切に願 うもので

あります。

おわりに、真夏必猛暑、そして豪雨による冠水など、劣悪な諸条件のなか、黙々と調

査に従事 していただいた調査関係者の皆様、ならびに甲府市遺跡調査会、甲府市教育委

員会、社会福祉法人緑樹会、その他関係各位の御指導、御協力に対 し深 く感謝申し上げ

る次第であります。

平成 8年 3月 31日

大坪遺跡調査団

代 表 谷 口



例

1,本書は山梨県甲府市桜井町字角田610番地所在の大坪遺跡の発掘調査報告書である。

2.本発掘調査は甲府市遺跡調査会が社会福祉法人緑樹会の委託を受けて、大坪遺跡調査団が実施 した。調査体制

については第Ⅱ章に記してある。

3.本発掘調査報告書作成の作業分担は以下のとおりである。

◇遺物復原       矢房静江、名取もと子

◇遺物実測 。拓本    矢房静江、名取もと子

◇遺構 トレース     平野 修

◇遺物 トレース     平野 修、矢房静江

◇遺構写真       平野 修、森原智恵子

◇遺物写真       栗田かず子

◇挿図 。写真図版作成  平野 修、矢房静江

◇観察表作成      平野 修、矢房静江

4.本書の作成および編集 。執筆は、甲府市遺跡調査会と大坪遺跡調査団の責任のもと、平野 修が行つた (第Ⅵ

章は除く)。

5.発掘調査および整理作業において次の調査・業務を以下の機関 。各位に委託 した。

◇航空写真測量・基準点設置  爛シン技術コンサル

◇テフラ分析         側山梨文化財研究所 河西 学氏

◇花粉、プラント・オパール分析  爛パレオ・ラボ 鈴木 茂氏

◇金属製品保存処理      側山梨文化財研究所

6.石器の石質鑑定では、側山梨文化財研究所地質火山灰研究室長の河西 学氏のお手を煩わせた。記して感謝申

し上げたい。

7.本書にかかる出土品および記録図面、写真等の諸記録は、甲府市教育委員会にて保管 している。

8.発掘調査から報告書作成に際しては、以下の諸氏、諸機関から多大なる御助言・御配慮を賜った。御芳名を記

し心より感謝申し上げたい (順不同・敬称略)。

高橋 学、外山秀一、萩原三雄、河西 学、畑 大介、宮澤公雄、櫛原功一、中山千恵、伊東千代美、

若木美和、末木 健、猪股喜彦、瀬田正明、森原明廣、社会福祉法人 緑樹会、テクノシステムい、

側山梨文化財研究所

凡   例

1.遺構および遺物の挿図中の縮尺は各挿図中において示してある。

2.写真図版の遺物の縮尺は特に決まっておらず、統一もとれていない。

3.遺物挿図中の上器断面が黒 く塗 りつぶしてあるものは須恵器、 ドットのスクリーントーンは灰釉陶器、器体部

内外面の ドットの粗いスクリーントーンは黒色土器、細かいスクリーントーンは赤彩土器を示している。器体部

の薄く黒く塗つてある範囲は黒変を示している。

4.本書の土色表示は農林水産省水産技術会議事務局監修『新版 標準土色帖』1991年 度版を用いて行つている。

5,挿図第 1図には国土地理院発行の1/25,000甲 府、甲府北部、石和・塩山を使用 している。
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第 I章 位置と歴史的環境

大坪遺跡は、国道140号線 (青梅街道)と 県道甲府青梅線 (旧 甲州街道)に挟まれた甲府市桜井町宇角田610番地

に所在する (第 1図 1)。 当遺跡のす ぐ北側には十郎川が流れ、南側には JR中央線が走つている。当該地域は甲府

盆地の北部、甲府市東部の都市郊外にあた り、葡萄畑を中心としたのどかな田園風景が残っている。

当遺跡の北側には八人山・大蔵経寺山がそびえ、その両山の間には濁川の支流である大山沢川、それに続いて十

郎川が流れ、急勾配な扇状地が展開している。一方、沖積地である濁川流域は、甲府盆地でも最も低平な土地で、

甲府市域においても遺跡の密集地帯である。周知のとお り甲府盆地は、釜無川や笛吹川、御勅使川、荒川等 といつ

た大河川の度重なる洪水によつて複合扇状地を形成 しているが、その中でも濁川流域は諸河川による洪水を逃れた

数少ない地域で、こうした東からの扇状地形 と西からの扇状地形の埋め残 しの部分に甲府市東部地域はあたる。

大坪遺跡周辺は、こうした地域でも特に洪水の影響を受けなかった地域で、旧笛吹川の支流が形成 した扇状地帯

のほぼ末端に位置 し、旧笛吹川によって堰き止められ、湿地化が進んだ土地である。

以上のような地形環境をもつ甲府市東部地域は、歴史的にも優れた環境をもつている。大坪遺跡の所在する周辺

地域の横根、和戸、川田、桜井地域を中心とした遺跡の分布状況を見ると、縄文時代から古代・中世・近世に至る

まで実に多彩な様相を示 している。特に古代の集落跡、古墳、遺物散布地は『甲府市史』によれば数多く確認され

てお り、 6世紀以降における当該土地への人間の働きかけは顕著である。現在では一見平坦に見える土地でも現地

表面を一皮むけば、埋没 した微高地や旧河道が数多く存在することが指摘されてお り、確認されている遺跡群は、

こうした自然堤防状の微高地や埋没 した微高地上に立地 し、その数は50箇所前後を数える。

縄文時代の遺跡は、大蔵経寺山および八人山の山裾に広がる扇状地帯を中心に分布 し、地蔵堂遺跡 (桜井町)等

が知 られる。

弥生時代では、上土器遺跡 (第 1図 4)で後期の土器片の散布が見られる程度であまり顕著ではない。 しかし、

土器片が散布することは周辺に集落跡が存在することも十分予測でき、その可能性 も高いといえるだろう。

古墳時代になると、先述 したとお り遺跡教は格段に増加する。集落跡では、桜井畑遺跡A・ B・ C地区 (第 1図

6・ 7)で、古墳時代の集落跡 と方形低墳墓が検出されている。遺跡の立地 と微地形 との関係をみると、微高地上

が居住域で微高地の縁辺部が墓域 となっている。同遺跡のす ぐ南側に位置する外中代遺跡 (第 1図 8)で も古墳時

代の竪穴住居跡が検出されている。

墳丘墓では、沖積地において前期古墳 と考えられている琵琶塚古墳 (和 戸町 )、 太神 さん古墳 (和 戸町 )、 少 し離

れて藤塚古墳 (上阿原町)が知 られるが、現在では墳丘等は残存 していない。特に琵琶塚古墳は『 甲斐国志』等で

前方後円墳 とされているものの、確実性を欠き積極的な評価は難 しい。

5～ 6世紀を境に積石塚古墳群が横根 。桜井地域に展開する。積石塚古墳群は他に甲府盆地の北縁の山腹にみ ら

れ、横根・桜井地域の西方では、甲府市山宮町羽黒天狗山宮町から武田氏の本拠地、府中防衛の一翼を担つた湯村

山城がある湯村山にかかる地域、東方では、石和町 。春 日居町の大蔵経寺山山麓に広く分布 し、横根・桜井積石塚

古墳群だけでもその総数は140基以上を教える。興味深いことに、同じ地域に存在する横根山田古墳、横根村内 1号

墳等の土盛 りの古墳 と積石塚古墳群 とは、その立地において明確に区別 されることである。これが被葬者の集団出

自の違いを示すものなのかどうかは判明していない。

これに関連 して積石塚古墳群の出現 した背景については諸説があり、周辺山地の地質構造が、鮮新世の水ヶ森火

山岩が分布する地域であることから、地質的な環境にその要因を求める説や、古墳の築造構造の特徴から朝鮮半島

からの渡来人が関わつたとする大陸墓説等があり、被葬者やその性格をめぐっては今後のデータの蓄積に期待がか

かる。

古墳以外に地域勢力を象徴するものとして見逃せないのは、分布図には示すことができなかったが春 日居町に所

在する法起寺式伽藍配置をもつ寺本廃寺 (白鳳期)≧ 、その瓦を供給 したとされる川田瓦窯跡 (第 1図 5)である

う。さらに近年の発掘調査で、自鳳期の小金銅仏像が出土した東畑遺跡 (第 1図 9)は注目される。当該期におい
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1.大坪遺跡 (平成 6年度調査地点)2.大 坪遺跡 (昭和50年度調査地点)3。 大坪遺跡 (昭和57年度調査地点)

4.上土器遺跡 5.川 田瓦窯跡  6.桜 井畑遺跡 (A・ C地区)7.桜 井畑遺跡 (B地 区)8.外 中代遺跡

9.東畑遺跡 B地点 10.横根古墳群 11,12.桜井古墳群 13.大蔵経寺山古墳群 14.春 日居古墳群

15。 川田館跡

※0印は奈良・平安時代、▲印は古墳および古墳時代遺跡を示す。         /

0                      1 : 25,000                      2km

第 1図 遺跡の位置 と周辺遺跡
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て当該地域が、春 日居町地域および春 日居古墳群 と密接な関わ りがあったことは容易に推測でき、また、東畑遺跡

からの小金銅仏像の出土にみ られるように、同遺跡内あるいは近接 して小規模な寺院が存在 した可能性 も強い。

古代、特に奈良 。平安時代においても当該地域は、集落遺跡 と生産遺跡が混在するとい う特異な様相をもつてい

る。遺跡の分布域は古墳時代 とほぼ変わ らず、奈良・平安時代においても古墳時代か ら継続 している遺跡が多い。

発掘調査された集落遺跡の数は少ないが、先の桜井畑遺跡、外中代遺跡、東畑遺跡で当該期の集落の一部が検出さ

れている。桜井畑遺跡では、多量の瓦群や庇付の掘立柱建物跡、「寺」と記された墨書土器等 といった遺構群、遺物

群が検出されてお り、東畑遺跡同様寺院の存在が推測できる。外中代遺跡では、甲斐型土器蓋の内面に暗文で花や

鳥を描いた絵画土器が出土 している。

生産遺跡では、弥生時代の土器散布地でもある上土器遺跡が、発掘調査の成果から甲斐国分寺へ瓦を供給 した生

産跡 とされている。今回報告する大坪遺跡 も、かねてから土器生産に関わる遺跡 とされている他、昭和57(1982)

年度調査地点からは、「甲斐国山梨郡表門」と記 された刻書土器が出土 し、当該地域が『和名類衆抄』記載の山梨郡

表門郷の郷域であることがほぼ判明している。

また、甲府盆地にはいくつかの条里型土地割が分布する。大坪遺跡は、濁川左岸流域を中心に展開する条里型土

地割のほぼ東端部分に辛 うじてかかっている。甲府盆地に展開する条里型土地割の施行年代については諸説がある

ものの、考古学的データについては皆無に等 しい。その詳細については発掘調査の成果を待たねばならないが、条

里型土地割の施行年代、その継承の存否、変遷を探るうえでも当該地域は重要な位置を占めている。

中世の遺跡の分布域も奈良・平安時代の分布 とほとんど変わ りはなく、山裾から沖積地に至るまで広 く分布 して

いる。当該地域で代表的な遺跡 としては、武田氏の瑯燭ヶ崎館の直前の居館 として知 られる川田館跡がある。その

全容は未だ明らかではないが、遺跡 とされている周辺には二宮神社や寿徳院 といった社寺が鎮座 し、「御所曲輪」「御

厩屋敷」「女中屋敷」「舞台」等 といった館に関連 した地名 も残っている。昭和62(1987)年に行われた発掘調査で

は決め手 となるような遺構は検出されなかったが、出土遺物は15～16世紀代が主体 となることから、館跡の存続時

期 とほぼ合致する。

以上、簡単に大坪遺跡周辺の遺跡群について概観 してきたが、当該地域が古代甲斐国の政治・文化 。手工業生産

の歴史、さらに地形や植生 といった自然環境の変化や土地利用の変遷を探るうえでも、極めて重要な地域であるこ

とは言 うまでもない。
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第Ⅱ章 調査に至る経緯と調査の経過

第 1節 調査に至る経緯

大坪遺跡は、昭和50(1975)年 3月 初め、旧国鉄中央線沿いに新設された国道140号線改良工事現場において多量

の上師器が出土 したことによつて発見された遺跡である。当時、県教育委員会ではこうした事態をうけ、早急に対

応策を講 じ、故井出佐重氏を調査団長 とする山梨県遺跡調査団を組織 し、同年 5月 に道路敷内の中央線南・北両地

点 と十郎橋改良工事地点の発掘調査を実施 した。当発掘調査の成果 としては、十郎橋改良工事地点で炉穴状 ピット

が検出され、中央線北および南地点では土師器集積遺構や溝状遺構、性格不明焼土範囲等が検出されている。そし

てそれ らとともに多量の生焼成土師器群が出土 したことか ら、当遺跡は土師器生産遺跡 として注 目をされ るように

なり、また、この発掘調査以降、周辺約10万だに及ぶ広範囲を 「大坪遺跡」 とし、周知の埋蔵文化財包蔵地 として

登録 している。

昭和57(1982)年 10月 には、十郎川河川改修工事を目的 とした中央 自動車教習所改修工事現場 (以下、教習所地

点 とよぶ)において、多量の土師器が出土しているのが、民間の歴史団体「古代の山梨を宍Rる 会」のメンバーによつ

て確認された。この知 らせをうけた山梨県教育委員会 と甲府市教育委員会は、状況を把握するため現地へ直行 し、

その後の対応について協議に入つた。教習所地点の発掘調査は、山梨県教育委員会および甲府市教育委員会の迅速

な対応によつて、同年11月 5日 ～12日 にかけて行われ、さらに教習所地点に近接する濁川河川改修工事現場 (以下、

旧河床地点 とよぶ)で も多量の土師器が散乱していたことか ら、同地点の調査 もあわせて行われた。調査 区の残存

および立地条件等か ら、調査は土層の堆積状況の把握 と遺物の分布状況を記録化する作業を中心に行われ、途中豪

雨による調査区の流失 ≧い うアクシデン トに見舞われながらも、同年12月 6日 に全ての発掘を終了 してい る。

この発掘調査の成果 としては、前回昭和50年度の調査 と同様に、明確な遺構が確認されなかったものの、彩 しい

量にのばる土師器の他に、木製品や動植物遺存体等の日常生活に関わる遺物が多く検出されたことがあげ られる。

なかでも教習所地点より出土 した 「甲斐国山梨郡表門」 とい う国郡郷名が記された土師器皿の刻書土器は、遺称研

究によつて推定されてきた表門郷の郷域が、当遺跡周辺地域であることを裏付ける貴重な資料 となった。

以上が大坪遺跡における既往の発掘調査概略である。

大坪遺跡周辺地域は、近年都市化が進行 し、道路網の整備や公共 。民間諸施設の建設から一般住宅建設にいたる

大小様々な開発の波にさらされている。今回の発掘調査は、大坪遺跡 として登録 されている範囲内の甲府市桜井町

字角田610番地内に、「ケアハウス グレープハウス」の建設計画が示されたことが発端である。当調査区は、農道

を挟んだ南側の土地に老人保健施設 「甲府かわせみ苑」が建設 される際に、甲府市教育委員会によりあわせて試掘

調査が行われている (平成 4〔 1992〕 年 7月 )。 その結果、当調査区では古墳時代から平安時代にわたる土師器片等

の遺物が多数出土 し、竪穴建物跡に伴 うと思われる焼土、溝状遺構 と思われる落ち込みが、数箇所のテス トピット

において確認された。これ らの成果から甲府市教育委員会は、本格的な整備を伴 う駐車場および施設を建設する場

合には、文化財保護法第57条 の 2お よび第98条の 2に基づき、発掘調査を実施するように開発主体者側 に対 し指導

していた。その後、先述 した新たな施設の建設計画が具体的 とな り、本調査を実施する運びとなった。

発掘調査は、平成 6(1994)年 7月 12日 に調査委託者である社会福祉法人緑樹会 と調査受託者である甲府市遺跡

調査会が業務委託契約を締結 し、同年 7月 18日 から現地での調査を開始することとなった。

なお、本遺跡については、遺跡調査会内に大坪遺跡調査団 (代表 谷 ロー夫)を編成 し、発掘調査・遺物整理・

調査報告書編集を行 うこととなった。
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【調査体制】

〔甲府市遺跡調査会組織〕 (平成 6〔 1994〕 年 7月 12日 現在)

会 長 金丸  晃 甲府市教育委員会 教育長

副会長 田中彦次郎 甲府市教育委員会 生涯学習部長

理 事 磯貝 正義 山梨大学名誉教授

斉藤 典男 甲府市文化財調査審議会 会長

保坂 康夫 山梨県教育庁学術文化課副主査文化財主事

小沢 圭四 甲府市建設部管理課長
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河西 益人 甲府市都市整備部管理課長

井上 肝彦 甲府市教育委員会生涯学習部管理課長

山村 昭二 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課長

中島 真人 社会福祉法人 緑樹会 理事長

監 事 種田 源夫 甲府市代表監査委員

岡  國昭 甲府市教育委員会生涯学習部専門主幹

事務局 山村 昭二  (前  出)

数野 雅彦 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課文化財係長

信藤 祐仁 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課文化財主事

伊藤 正幸 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課文化財主事

平塚 洋一 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課文化財主事

兄玉 好美 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課文化財主事

古屋 久昭 甲府市教育委員会生涯学習部管理課庶務係長

上野 英男 甲府市教育委員会生涯学習部管理課庶務係

上田 亜紀 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課

秋山ゆき子 甲府市教育委員会生涯学習部文化芸術課

〔大坪遺跡調査団組織〕

代 表 谷 ロ ー夫 側山梨文化財研究所 所長

調査員 平野  修 側山梨文化財研究所 考古第 3研究室長

森原智恵子 側山梨文化財研究所 研究助手

経 理 工味 芳子 側山梨文化財研究所 事務主任

〔発掘調査参加者〕 0頁不同、敬称略 )

宮川 昌蔵、伊藤  博、三枝袈裟男、小沢菊太郎、秋山 幹夫、笹野 敏夫、

那須 栄樹、奥山 慎二、進藤 英樹、石澤  玲、輿石 智也、北鳴 宏一、

有賀  功、工味 武訓、り「  博美、徳光美保子、山口 昇一、浅利 節子、

石川  誠、綱島 勝利、吉原 恒夫、吉原 裕子、宇野富貴子、深沢 久子、

丸山つぎ子、田口美智子、白沢多恵子、有賀 文子、雨宮 日出子、自須真佐子、

矢房 静江、竜沢みち子

〔整理作業参加者〕 (順不同、敬称略 )

名取もと子、矢房 静江、栗田かず子、雨宮 寛美、樋 口三左生、矢房 さつき、

堀内 博雄、

佐野 淳一、

小宮山博彦、

戸沢千代子、

三枝多恵子、

中村 和雄、

有賀  健、

佐藤 忠夫、

相良三枝子、

斉藤 春美、

広瀬 陽子、藤井多恵子

第 2節 調査の経過

発掘調査は、社会福祉法人緑樹会 と甲府市遺跡調査会 との事前協議によって、施設建設予定敷地内全面の調査は

行わず、基本的に掘削を伴 う建物部分を中心に調査を実施する

こととなった。調査対象面機 ,474ポ のうち、調査実施面積は1,430ポ

となっている。

以下、調査の経過を記す。

平成 6(1994)年

7月 18日 側 器材搬入。表土除去前に調査区内の土層堆積状況

の把握のため、東西・南北方向に計 3本の トレン

チを設定 しバ ックフォーにて掘削。

7月 19日 (州 昨 日夕刻に降った豪雨のため トレンチ内は冠水。
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ポンプにて排水の後、断面精査を行 うが、ぬかる

み状態で困難を極める。

7月 20日 困 バ ックフォーによる表土除去開始。本 日より作業

員を動員 し遺構面の検出を行 うが、粘質土のため

作業は思 うように進捗せず。

7月 21日 困 表土除去作業継続。ピッ ト状の黒色土の落ち込み

を教箇所で確認。激 しい雷雨のため調査の中断を

迫 られる。

7月 22日 ④ 表土除去に伴 う排土の搬出がうまくいかず、作業

が滞る。また重機オペ レーターに対する指示のミ

う。

スで、部分的に平安時代の包含層を掘 りすぎてしま

7月 26日 閃 表土除去作業継続。排上の搬出も順調に行えるようになる。トレンチ内断面精査。地表下約1.6mの深

さにてAT層 を確認。

7月 27日 困 表土除去作業継続。調査区中央部分平面精査。東西にのびる溝状遺構や ピット等を確認。測量委託業

者による基準点測量の実施。

7月 28日 出 表土除去作業継続。調査区東側を中心に平面精査。現代のゴミ穴等、境乱坑が多い。土師器が集積 し

た状態で数力所から出土。何かの遺構に伴 うものかどうかは不明。晴天が続き確認面の乾燥が著 しく

な り、遺構確認が困難。

7月 29日 ③ 本 日にて表土除去作業終了。調査区西側を中心に

平面精査。ピット等数基確認。高橋 学 (立命館

大学)・ 外山秀― (皇學館大学)両氏により、遺跡

内の地形環境等の観察をお願いする(30日 (Jま で)。

8月 2日 山 甲府市で気象庁観測初397℃の最高気温を記録。

作業員を本 日より増員 し調査に臨む。調査区西側

を中心に平面精査。測量委託業者によるグリッド

杭 (10mメ ッシュ)の設定。

8月 3日 困 調査区西側を中心に平面精査。本 日より排土除去の円滑化を図るためベル トコンベアーを導入。各グ

リッドに名称を付す。

8月 9日 山 D-5、 D-6、 E-5、 E-6、 F-6グ リッドを中心に平面精査。土師器片は多量に出土するも

のの、遺構は判然 としない。酷暑のため乾燥がさらにひどくな り、遺構確認はますます困難 となる。

8月 10日 17k D-6、 E-5、 E-6、 F-6、 G-6グ リンドを中心に平面精査。D-6グ リッド内にて土師器

や瓦片等が集中して出土。竪穴建物跡の可能性が高い。また、E-6グ リンド内でも土師器郷が 5～

6枚重なった状態で出土。

8月 11日 困  C-6、 D-5、 D-6、 E-6グ リ

の土師器、瓦片等の集中箇所は長方形の平面プラ

ンが確認できたため、竪穴建物跡 と判断する (1

号竪穴建物跡 と命名 )。

8月 17日 7kl B-5、 B-6グ リンドを中心に平面精査および

東西 トレンチ北壁断面精査。テフラ分析のための

土壌サンプリングの実施。

8月 18日 閃 B-5、 B-6グ リッドを中心に平面精奇および

東西 トレンチ北壁断面精査。土層堆積状態を検討。

8月 22日 偶)E-5グ リッドを中心に平面精査および東西 トレ

ンドを中心に平面精査。昨日のD-6グ リッド内
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8月 23日 (州

8月 29日 偶)

8月 30日 (月

8月 31日 ウ間

9月 5日 (月 )

9月 8日 閃

9月 12日 偶)

9月 16日 (a

9月 19日 桐)

9月 20日 (州

9月 22日 l■l

9月 26日 偶)

9月 29日 困

9月 30日 (a

10月 3日 偶)

10月 12日 (州

10月 13日 17kl

10月 14日 困

ンチ北壁断面精査。同 トレンチ西側部分の写真撮影 と断面図の作成。

E-5グ リンドを中心に平面精査および B-4、 C-4グ リッド内ピット群の調査開始 (以下、グリッ

ド名は省 く)。 東西 トレンチ北壁断面中央部分から東側部分の写真撮影 と断面図の作成。

ピット群および溝状遺構の調査の継続。完掘 したものから平板測量にて実測を開始する。

ピット群および溝状遺構の調査の継続。花粉分析のための土壌サンプリングの実施。

ピット群および溝状遺構の調査の継続。 1号溝状遺構完掘

昨日の雨でまたも調査区内冠水 し、泥沼状態 と化す。

ピット群および溝状遺構の調査の継続。水田状遺構の調査開始。

ピット群および溝状遺構の調査の継続。 1号竪穴

建物跡の調査開始。

ピット群および溝状遺構、竪穴建物跡の調査の継

続。秋雨前線の停滞により、終 日雨が断続的に降

り、思 うように調査が進まない。

ピット群および溝状遺構、竪穴建物跡の調査の継

続。溝状凹地遺構調査開始。

ピット群および溝状遺構、竪穴建物跡、溝状凹地

遺構の調査の継続。 6号溝状遺構完掘。

ピット群および溝状遺構、竪穴建物跡、溝状凹地遺構の調査の継続。B-4、 C-4グ リッド等を中

心とする調査区西側遺構群の清掃 と同部分の全景写真撮影。

水田状遺構全景写真撮影、ピット群および溝状遺構、竪穴建物跡、溝状凹地遺構の調査の継続。

ピット群調査継続。新たに竪穴建物跡を平面確認。 2号竪穴建物跡 と命名。

台風26号 に伴 う大雨で調査区内はまたも冠水。遺構の掘 り下げは行えず、平板測量のみ行 う。

2号竪穴建物跡調査開始。ピット群および溝状凹地遺構の調査継続。

竪穴建物跡およびピット群の調査継続。遺跡内全体清掃。

竪穴建物跡および ピッ ト群の調査継続。写真測量

のためラジコンヘ リコプターによる遺跡全体写真

撮影。

出土遺物 と発掘機材等を撤収。本 日をもつて調査

を全て終了する。
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第Ⅲ章 調査の方法

今回の発掘調査では、調査対象予定地内の建造物の建設箇所のみを限定して調査を行った。調査実施面積は1,430ポ

で、現況は畑である・。調査対象予定地 と調査区をカバーするように国家座標第Ⅷ系を用い10mメ ッシュを基本 とす

るグリッドを設定 し、X軸方向に O・ A・ BoCoDoE・ F・ G、 Y軸方向に O・ 1・ 2・ 3・ 4・ 5。 6・ 7

とし、両者をあわせてグリンドの名称とした (第 3図 )。 X軸方向は真北を指 し、当遺跡の原点の座標はX=-38,320,000、

Y=+10,680,000で ある。水準点は調査区北端にベンチマークを委託設置 した。

発掘調査は、まず最初に遺跡内の基本的な層位の堆積状態を把握するために、東西 。南北方向に断面観察用の ト

レンチを任意に調査予定区内に設定 した。次いで遺構の存在する層位を確認 した後、調査予定区を重機によって表

上の除去作業を行つた。その後、人力でジョレン等によって遺構確認につ とめた。遺構番号やその名称については、

確認および調査にかかった段階で随時遺構番号を付けていつた。

遺構の調査にあたっては、竪穴建物跡 。その他遺構群いずれにおいても、基本的にプラン確認の後、土層および

重複関係、床面、坑底等の確認のため十文字にベル トを設定 し (ピ ットは半裁のみ )、 さらにそれに沿つてサブ トレ

ンチを設定 して掘 り下げ、それ らを確認の後、全体を掘 り下げた。土層観察用ベル トは土層図作成の後、写真撮影

をして取 り除いた。

遺構内の遺物は極力出土 した原位置を保つように掘 り進めたが、やむを得ずその原位置を保てなかった遺物に関

しては、その遺構の一括遺物 として取 り上げた。竃やその他の建物附属施設においても同様な手順で進めた。

原則的に出土 した原位置を保っている遺構内外の遺物の取 り上げに関しては、必要に応 じてスケール 1/10の 出土

微細図や 1/20の遺物分布図を作成 し、記録写真禄影の後、迅速かつ正確を期すため、テクノシステム株式会社開発

の遺跡調査システム 「SITEⅡ 」を使用 し、光波測量機 とハン ドヘル ドコンピュータを用い各遺物の座標および

標高を記録 して取 り上げている。遺構外の遺物に関しても遺構内同様、出土 した原位置を保つているものは先の「S

ITEⅡ 」システムで取 り上げ、その他のものについては各グリッドー括遺物 として取 り上げている。

各遺構の測量は、平板測量を基本 とし、一部先の 「SITEⅡ 」システムを用いて補完測量を行っている。遺跡

全体図 (1/100)の作成については、株式会社シン技術コンサルに委託 し、ラジコンヘ リコプターを使用 した写真

測量も行った。

その他、今回の調査では自然環境や植生の変化を探るために花粉分析 (一部参考程度にプラン ト・オパール分析

も実施)と テフラ分析を下記の諸機関 。諸氏に委託 して実施 した。両分析の土壌サンプルの採取については、層序

確認用の東西 トレンチの断面において行ってお り、その採取場所の選定については、発掘担当者 と各分析者 との協

議のうえで決定 した。

◇花 粉 分 析  脚パ レオ fラ ボ 鈴木 茂氏

◇テフラ分析  側山梨文化財研究所 河西 学氏

以上の分析成果については、後章にて詳述する。

また、微地形 。土地利用の変遷 といつた地形環境の分析は、特に委託調査を実施 していないが、当分野の研究に

詳 しい立命館大学助教授の高橋 学氏と皇學館大学助教授の外山秀一氏には、ご無理をいって現場を視察 していた

だき、その際に数多くのご教示、ご助言をいただいた。
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第Ⅳ章 基本層序

大坪遺跡は、第 I章でも述べたように、旧笛吹川の支流が形成 した扇状地帯の末端に位置する当遺跡の微地形は、

ちようど調査対象区域の中央部分をおよそ20mの幅で埋没旧河道が南北方向に貫いており、その東西両側に埋没微

高地が展開するものと断面観察等から推測できる。

層序に関するここでの説明は、主層位の説明にとどめ、各層位で細分される層相の説明については第 4図の説明

文を参照されたい。

〔第 I層〕現代の盛土および旧耕土から構成される。調査区のいたる所で下位層まで撹乱が及んでいる。昭和初期

に敷設したとされる暗渠も何箇所かで認められる。

〔第Ⅱ層〕平安時代、特に9～ 10世紀代の遺物を含む包含層で、黒褐色砂質シル トを主体とする土壌化層◇調査区

のほぼ全域に認められ、概ね上下 2層から構成されるが、 4層に細分できる。上層は後世において部分的に削平さ

れ、層厚は一定していない。また、土器小片の混入が著しい。下層は上層に比べしまりが良く、色調はやや灰色が

かる土壌化した層である。プラント・オパール分析でもイネの機動細胞が確認されているが、断面観察では明確な

畦畔等の痕跡は確認できていない。

〔第Ⅲ層〕酸化鉄の集積層で、上下 2層 から構成される。調査区のほぼ全域で認められるが、層厚は一定しておら

ず、上層のみ、あるいは上層は存在するものの極めて薄い箇所が認められる。管状の斑鉄が散見される。

〔第Ⅳ層〕旧河道を埋める堆積層である。調査区内で唯―の決水堆積物を含むシル トにより構成される。比較的大

規模な洪水の後、 2～ 3回小規模な洪水に見舞われているようである。⑮⑩⑪層等はほぼ水平方向に展開し、土壌

化がある程度進んでいることから、耕作面として利用されたことも予測されたが、プラント・オパール分析でヨシ

が多量に検出されたことから、滞水状態をいくたびか繰 り返されたものと思われる。旧河道域以外でも古墳時代後

期の遺物が散見されるが、土質等からみて耕地として利用されたとは考えられない。

〔第V層〕黒色腐植土、いわゆる黒泥質土を主体 とする。粘質が非常に強く、植物質に宮み、調査区全域で認めら

れる。②層は色調によつてさらに細分できそうだったが、土質等ほとんど変化がないので分層しなかった。旧河道

の浸食によつて、層の一部が快 りとられている他は、洪水の影響は全く受けておらず、低湿な状態での堆積が読み

とれる。

〔第Ⅵ層〕シル ト質の青灰色極細砂や暗褐色シル ト等を主体として構成される。現表下約1.4～ 1,8mで 、青灰色極

細砂によつてその上下をパックされるかたちで灰白褐色ガラス質火山灰 (AT)層 が認められ、層厚 5～ 8 cmで、

ほぼ水平に堆積している。その直上には灰白色シァレト層が薄く堆積し、ATの二次堆積が認められる◇

以上のように、各層は多少の微起伏をもつが、ほぼ水平に近い状態で堆積しているといえる。特に第Ⅵ層中に認

められるAT層 は均一な層厚で、ほぼ水平に堆積している。こうした状態から、沼や池といつたある程度滞水した

場所へ降灰 したことが推測できる。その

後も大規模な洪水の影響を受けることな

く、湿地の状態が長 く続き植物質に富む

湿地が形成され、次いで黒泥質の湿地が

形成 されたと思われる。 しかし、時期不

明ながら旧河道の浸食をうけるが、その

後も洪水の影響をほとんど受けることな

く低湿な状態が続いたものと思われる。

平安時代に入 り、微起伏の埋積が始まり、

土地の平坦化が進んだ と思われる。
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〔東西トレンチ〕(1個、,200)

火山灰分析土壌サンプリング地点

〔南北トレンチA〕 9180

性_______■洋生______ゞ m

＝
――
工
下

〔東西トレンチ 。南北トレンチ断面上層説明〕

第I層
1息〔載:

第Ⅱ層ほ]3:を急を,彗諄鋪諏ぎ路繁
箱む

第Ⅲ層(B仁ぶ‖憂福Ё電歌|:学骨:チニ藍化歓身貧肇祭霞量をξサ藍‖i獲 :I:|十交各余穣喜と
管`状斑鉄が散見される

第Ⅳ層

⑫鵜色粗砂混じリシルト 10YR4/6 月ヽ際含む
⑬福色粗砂混じリシルト7 5YR4/9 黒色粘土小ブロック 河ヽ際含も

⑬褐色粗砂混じリシルト7うYR4/4 小際含む

〇原黄褐色粗砂混じリシルト ,llYR4/2 月ヽ礫含む

⑬にぶい黄褐色粗砂混じリシルト 10YR4/3 月ヽ礫含む

⑦灰責禍色粗砂混じり中砂 10YRO/2

①灰黄福色粗砂混じり紙砂～中砂 10YR4/2
①灰責福色狙砂混じり細砂 10YR4/2

⑩黄福色粗砂混じリシルト 10YR4/9 灰白色粘土ブロック含む

④灰黄褐色粗砂混じリシルト 10YR4/2 月ヽ礫含む

第V層

1怠 :与

i:i与ζ
I::::ii卓 !′ :を:;:遂 :::土

ブロック含む

翔 層

像 :身:ヨ:与&1子i此 舞
3甘:ζと!ξ

じ｀甍事藍≧監め勇

〔南北トレンチA断面図 遺構埋土土層説明〕
a 黒褐色粘質■ 'OYR3/1 糧砂混じり
b 福灰色粘質■ 10YR4/1 灰黄福色粘質土ブロック合む
C 黒色粘質止 75Y白2/i 酸化鉄含む
d 禍灰色粘質± 10YR4/1 酸化鉄含む

〔断面観察位置略図〕

序

花粉分析土壕サンブリング地点

▼

∠ 今

ノ 徽 勺
/

/ ＼
／

／

／

＼
ひ

誓
舜 媒 /

＼

＼

紗

/
Ч

＼
ハ ノ

第4図 遺 跡 の 層
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第V章 検出された遺構と遺物

第 1節 竪穴建物跡

今回の報告では、前章でも述べてきたとおり、当遺跡が土器生産に関わる遺跡と従来から指摘されてきているこ

とを考慮し、寝食を伴わない工房的な竪穴が存在する可能性があると考えて、「住居」という表現ではなく、「建物」

という表現を使用している。

〔1号堅穴建物跡〕(第 5図 )

1号竪穴建物跡は、D-6グ リッド内において検出されており、その北側部分の一部は、4号溝状遺構によって

切られ、西壁部分も削平等の関係ではっきりしていない。主軸方位はN-1° 一Wである。

当建物跡の規模は、東西推定3.30m、 南北3.82mを測 り、床面積は推定9.20だ 前後を測る。平面形は隅丸長方形

を呈する。床面は部分的に堅固な箇所が散在してみられるが、軟弱な部分も多い。壁の高さは、東壁部分で最大 9

cmを測る。壁溝は、床残存部分で確認されており、幅14～ 20cm、 深さ4～ 7 cmを測る。

ビットは22基検出したが、柱穴と考えられるものはみられない。この中でピットPlは、東 日本で通称 「ロクロ

ピット」とよばれている回転台の軸痕に伴 うピットと考えられる。平面形は楕円形を呈し、規模は長軸0.48m、 短

軸0,40mを測 り、床面からの掘 り込みの深さは最深部で約36cmを測る。断面形は勾配の強い精鉢状を呈する。ただ

不注意なことに土層の観察を怠ったため、断面構造が把握できなかった。そのすぐ南側には、長軸約1.Om、 短軸約

0.5mの範囲にわたつて灰色粘土の堆積がみられる。堆積の厚さは床面上最大約 6 cmを測る。

竃は、北壁のやや北西コーナー寄りで検出されている。掘 り方のみの検出であるため、上部構造については不明

である。長軸0.82m、 短軸0.77mを測 り、床面からの掘 り込みは最深部で17cmを測る。焼土および炭化物は、上層

の灰黄褐色粘質土中において含まれる状態でみられ、それら自体の堆積はみられない。また、電内からの遺物の出

土はなかったが、竃掘 り方上面から遺物が出土していることから、竃を故意に破壊している可能性もある。

遺物は(第 7～ 11図 )、 その量については非常に豊富で、竃上部および竃の前面部から特に集中して出土している他、

ピットP2周辺部分および東壁際直下からも出土している。竃前面部の遺物群は、床面に置かれた状態で、甲斐型の

邦を中心にいくつもの土器が重ねられ、瓦も混在している。他の部分では床面上から浮いた出土状態を示しているも

のの、土器の編年的な時間差はみられない。土器以外では釘状および刀子状鉄製品が各 1点ずつ東壁北東コーナー

寄り壁下の床面等から出上している。

以上のような遺物の出土状態をみると、建物廃絶に伴って何らかの廃絶行為が行われたことが推測できる。また、

土器は多量に出土しているのにもかかわらず、煮炊具である甕形土器等の出土がほとんどないことからすると、一

般的な寝食を伴 う住居ではなく、工房的な性格をもつ建物であることが窺われる。

1～ 48は 甲斐型の杯である。体部外面は斜位の手持ちヘラ削り、底部は回転糸切 りの後、周辺部を手持ちヘラ削

りまたは全面をヘラ削りしている。22か ら40は体部内面に甲斐型土器特有の放射状暗文を施 しているものである。

-15-



二 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

黒褐色粘質± 10YR3/1

焼土粒・炭化物含む

黄褐色粘質± 2.5Y5/4
焼土粒・炭化物・灰色粘土を含む混合土

黒褐色粘質± 10YR2/2

炭化物多く含む、灰・焼土粒含む

暗褐色粘質± 10YR3/3

黄褐色粘質土ブロック・炭化物含む

黒褐色粘質± 10YR3/2

焼土粒少量含む

黒褐色粘質± 10YR3/2

酸化鉄含む

黄褐色粘質± 2.5Yo/4
炭化物少量含む

卜寸  |'

i

P騨 艶
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40はみこみ部にも日音文がみられる。

41と 42は 内面を黒色処理 した甲斐

型の黒色土器の邦で、前者には放

射状暗文がみ られる。43～48は削

り出し高台をもつ高台郭である。

49～ 641ま皿である。体部下半部お

よび底部は回転ヘラケズ リの整形

である。56～64は体部内面に同心

円状の暗文を施 している。65～72

は甲斐型の蓋である。65と 66に は

内面に同心円状の暗文がみられる。

73～75はヘラ書および線亥1土器片

である。76は唯一の甕形土器片で

あるが、甲斐型ではなく、ロクロ

整形の土師器小型甕である。77は

須恵器甕片、78～84は平瓦とその

破片で、凸面には長軸方向の縄 目

叩き、凹面には布 目痕上に粗いヘ

ラケズ リを施 し、側面はヘラケズ

リを施 している。85と 86は金属製

1. 灰 黄 褐 色 粘 質 ± 10YR4/2

焼土・炭化物含む

に心ミい黄褐色粘質± 10YR5/4

酸化鉄含む

褐 灰 色 粘 質 ± 10YR4/1

炭化物少量含む

品で、前者は刀子状の鉄製品と思われ、後者は途中で

屈曲しているが、角釘 と思われる。

当建物跡の所属時期は、出土土器からすると9世紀

半ば頃 と考えられる。

〔2号堅穴建物跡〕(第12図 )

2号竪穴建物跡はB-6グ リッドにおいて検出され

てお り、東側部分の約 1/2以上は、調査区域外に存在

した り、調査開始当初に土層観察用のため掘削したテ

ス トピットによって、破壊 して しまったため欠失 して

いる。主軸方位はN-2° 一Wである。

当建物跡の規模は、東西3.44m、 南北3.03mを測 り、床面積は不明である。平面形は隅丸長方形を呈する。残存

している床面は、比較的全体に堅固で確認が容易であった。壁の高さは北壁部分で最大13cmを測る。壁溝は壁が検

出されている部分においては検出している。幅14～22釦、深さ5～ 7 cmを測る。さらに壁溝内およびその付近には、

径10cm前後、深さ10cm前後を測る小 ピットがみられ、壁を保護するために細板を埋め込んだ痕跡か板壁の痕跡であ

ろうか。

ピットは小 ピットをのぞき 6基検出したが、柱穴らしきピットはみられない。径30～ 40cm、 深さ 8～ 20cmを測 り、

ピントP3か らは扁平な礫が出土している。当建物跡でもロクロピットと考えられるピットが存在するが、断定は

できない。最も可能性のあるものを挙げるならば、ピットPlが 、規模およびその断面形態等からその可能性が考

えられる。

竃は、調査 した範囲内では検出されなかったが、欠失 した部分に存在 した可能性が残つている。

遺物は、 1号竪穴建物跡 とは対照的に極めて乏 しい。ピットP2付近の床面直上から甲斐型の郭形土器片が数点

≧性格不明の石器数点が出土 しただけである。 1号竪穴建物跡 と同様、煮炊具類の土器の出土はみ られない。第13

図 1は玉縁形の口縁形態をもつ甲斐型の杯片で、暗文はみられない。 2。 3は甲斐型の皿、4は内面黒色の甲斐型の

≦
挨
は

0             1 i 30             1m

第 6図  1号堅穴建物跡 鼈 〔可 :30〕

め

Ｏ
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第8図  1号堅穴建物跡出土遺物② 〔1:4〕

~  1~46

-19-



遇 7

｛婚

第 9図

◎

1号堅穴建物跡出土遺物③ 〔1:4、 72・ 73は1:3〕
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0    14    10cm

第10図  1号竪穴建物跡出土遺物④ 〔1:4〕
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0      ,:4      10cm

Cm

第11図  1号竪穴建物跡出土遺物⑤ 〔79～83は1:4、 84・ 85は1:2〕
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第 ¬表 1号竪穴建物跡出土遺物観察表 (土器 )
〔法量は上から口径 底径 器高のI慣   は下1泄Щ不能、 ( )は推定布イ:を 示す〕

番 号 器種・器形 法量 (cm 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

l
土 師 器

不

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良  好 N(}44 45  -―名舌

2
土 師 器

イ

外面:体・底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 Nα72 73  万電車云

3
土 師 器

イ

1体・底都手持ちヘラ削り
:ロ クロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 No53 反転

J
土 師 器

イ

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良  好 No93 ほぼ完形

5
土 師 器

邦

体・底部手持ちヘラ肖けり
ロクロナデ

にぶい橙色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 No69 -括  反転

土 師 器

邦

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白色粒子
やや軟質 No52 -括  反転

7
土 師 器

イ

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 No68 -括

土 師 器
郭

( 体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好 No16 17  万電車云

土 師 器
イ

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好 Nr170 73 78  万乏車云

10
土 師 器

lTh

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良  好 No100  ん廷車云

11
「L 常下 器

郭

手持ちヘラ肖Iり ,底部回転糸切り後手持ちヘラ肖1り

ロクロナデ
にぶいlaX色

密
赤・白色粒子

良  好 Nα66  -―キ吾

土 師 器

郭

(12 0)

(5 6)
体・底部手持ちヘラ削り
ロクロすデ

橙  色
密
赤。白色粒子

良  好 Nα102  涯電車云

土 師 器

邦

牛面:体・底部手持ちヘラ削り

内面:ロ クロサーデ
橙  色

密

赤・白色粒子
良 好 Nα83

土 師 器
イ

外面:手持ちヘラ肖1り ,底都回転糸切り後手持ちヘラ肖|り

内面:ロ クロサーデ
橙  色

密
赤・白色粒子

良 好 No9 反転

土 師 器
イ

(11 6)
(7 0)

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白色粒子
良 好 一 括 反転

土 師 器
イ

(13 0) 体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 No40 42  -一七舌 反 転

土 師 器
イ

簿・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ 橙  色

密

赤・白色粒子
良  好 No97 ほば完形

上 師 器
イ

(118) 体部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良  好 Nl122  涯電車ス

土 師 器

イ

(12 6) 体部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好 Nα32 反転

土 師 器

杯
(48)

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

笹  色
密
赤・白色粒子

良 好 一括 反 転

土 師 器
イ

(56)
体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

軟 質
Nα61  涯電車云
一部表面がもろくなつている

土 師 器

郭
(70)

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良  好 No28  涯電車底

土 師 器

邦

体・底都手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日音文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 反 転

土 師 器

邦

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日音文

明褐色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 Nα92

土 師 器
イ

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ ,日音文

橙  色
密

赤・白色粒子
良  好 Nα72 73  う電車云

土 師 器
イ

(10 6) 手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

橙 色
密
赤・白色粒子

良  好 Nl19 10  憑電車云

土 師 器

必

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,H音 文

橙 色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 No99  涯電車≧

土 師 器
イ

(10 8)
(5 6)

外面:体・底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロサーデ,日音文

明赤褐色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 Nl120  万電車鼠

土 師 器

邦

外面:体・底部手持ちヘラ削り
内面:ロクロナデ,日音文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良  好
Nα100 44

ほば完形

土 師 器
イ

外面1体部手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ尚Iり

内面:ロ クロナデ、暗文
橙 色

密

赤・白・黒色粒子
良  好 No88  ラと刃杉

土 師 器
不

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ肖1り

ロクロナデ,暗文 内面黒変している
橙  色

密
赤・白・黒色粒子

良  好
Nα57 59 64
ほぼ完形

土 師 器

不

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ肖1り

ロクロナデ,H吉 文
橙 色

密
赤・白・黒色粒子

良  好
Nα71 D6 -括
ほぼ完形

土 師 器

邦

外面:手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ肖Jり

内面:ロクロリーデ,日音文
橙  色

密
赤・白・黒色粒子

良  好
No89 90
ほば完形

土 師 器
抹

:体・底部手持ちヘラ削り
:ロクロナデ,暗文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 Nα7 完形

土 師 器

邦

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ肖‖り
ロクロナデ,暗文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 17 反 転

土 師 器
郭

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 一括 反転

土 師 器

不

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

にぶい橙色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 Nα96
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番 号 器種 器形 法量化m) 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

土 師 器

郭

(12 5) 体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日音文

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 No85 反転

土 師 器
イ

(50)
手持ちヘラ削り,底部糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文,内 面摩滅

にがい橙色
密
赤・白色粒子

良 好 No81 反 転

土 師 器

邦
(60)

外面:体・底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ,みこみ部から放射状暗文

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良 好 Nα79 反 転

黒色土器

邦

手持ちヘラ肖1り ,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文,内 面黒色

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 No36  -一市舌

器

杯

師

台

上

高
外面:回転ヘラ削り,底部手持ちヘラ削り,削り出し高台

内騒 :ロクロナデ ,H音 文
橙  色

密

赤・白色粒子,雲母
やや軟質 Nα77 79  -― 坊舌

器

イ

師

台

上

高
体・底部回転ヘラ削り,削り出し高台
ロクロナデ,日音文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好

器

郭

師

台

土

高

(15 6) 体部回転ヘラ削り,底部ヘラ肖Iり ,肖 1り 出し高台
ロクロナデ,日音文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 Nα67  涯電車云

器
邦

師
台

上
高

(15 0) I体部回転ヘラ削り
:ロ クロナデ,暗文

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 No24  う乏車云

器

邦

師

台

上

高
(82)

ロクロナデ,底部手持ちヘラ削り,貼付高台で面取りしている
ロクロナデ,みこみ部に暗文

橙  色
密

赤。白色粒子
良 好 Nα43 反転

器
イ

師
台

土
高

(89)
体・底部回転ヘラ削り,削 り出し高台
ロクロナデ、みこみ部に同心円状暗文

橙  色
密

赤・白色粒子
良 好 No40 82  う電車云

土 師 器
皿

体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,褐灰色に変色

橙  色
密

赤・白色粒子
良 好

９５

形

陥

完

土 師 器

皿

回転ヘラ削り,底部回転糸切り後ヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白・黒色粒子

良  好
No84 86

ほぼ完形

土 師 器

皿

体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良  好 腿
効

土 師 器
皿

体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

やや軟質

土 師 器
皿

外面:回転ヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好
No72 73  源電車云

外面黒変

土 師 器
皿

外面 :ロ クロナデ

内面 :ロ クロナデ
橙  色

密
赤・白・黒色粒子

良 好 No26  ヵ電車云

土 師 器
皿

14 0) ‖面:ロ クロナデ,器面が荒れて、烈l落している。
内面:ロ クロナデ 内外面黒変している

橙  色
密

赤。白・黒色粒子
良 好 反 転

土 師 器

皿

舛面:体・底都回転ヘラ削り
内面:ロクロナデ,同心円状暗文

橙  色
密
赤。白・黒色粒子

良  好
Nl174

ほぼ完形

土 師 器
皿

体・底都手持ちヘラ削り
ロクロナデ,同 心円状暗文

橙  色
密
赤・白色粒子

良  好
Nα62 64

ほぼ完形

土 師 器

皿

体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同 心円状暗文

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良 好

ほぼ完形

器形ゆがむ

土 師 器

皿

回転ヘラ削り,底部回転糸切り後ヘラ削り
ロクロナデ,同心円状暗文

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好
No35

ほぼ完形

土 師 器
皿

体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同心円状暗文

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 Nα21 反転

土 師 器
皿

回転ヘラ削り,底部回転糸切り後ヘラ削り
ロクロナデ,同 心円状暗文

橙  色
密
赤。白・黒色粒子

良 好

土 師 器
皿

体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同心円状暗文

にぶい橙色
密

赤。白・黒色粒子
軟 質

No89  -―石子

ほぼ完形

土 師 器

皿

(14 0) 外面:ヘラ削り
内面:ロ クロナデ,同心円状暗文

橙  色
密
ホ・白・黒■粒子

良 好 反 転

土 師 器

皿
(70)

回転ヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,同心円状暗文

橙  色
密

赤・白色粒子
良 好 No63 反転

土 師 器
姜

一
一
一

休面:ロ クロサーデ

内面 :ロクロナデ.同 心円状暗文
明赤褐色

密
ホ・白呉 亀粒子

良 好 反 転

土 師 器

蓋

外面:回転ヘラ肖けり
内面!回転ナデ,暗文,内面やや黒変している

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 No33 -括 反転

土 師 器
讐

(16 0) 回転ヘラ肖1り,つまみ欠夫,日 縁部黒変している
ロクロナデ

橙  色
密
ホ・白・黒色粒子

良 好 一括 反転

土 師 器

蓋

外面:回転ヘラ肖可り

内面:ロ クロナデ,同 心円状暗文
橙  色

竹

赤・白・黒色粒子
良 好 N硼2 反転

土 師 器
芸

外面:回転ヘラ肖けり

内面 :ロクロナデ
にぶい橙色

密
赤。白色粒子

良 好 反 転

土 師 器

蓋

外面 :ロ クロサ̂デ

内面 :ロ クロナデ
橙  色

密
赤・白色粒子

良 好 カマド 反転

土 師 器
善

ロクロナデ
ロクロナデ

にぶい橙色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 No60 反転

土 師 器
蓋

(23 3) 外面:回転ヘラ削り,ロ クロナデ
内面:ロ クロナデ,内面やや黒色している

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 No60 反 転

土 師 器
皿

ロクロナデ,体言卜線亥∬
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 反転

土 師 器
里れ +哭

一
一
一

底部ヘラ書 (焼成前),黒色

器而剥落している
にぶい橙色

密
白名 貯 子

良 好 底外にヘラ書あり

土 師 器

邦

手持ちヘラ削り,体部線刻
ロクロナデ

橙 色
竹

赤・白・黒色粒子
体外に線刻あり,反転

土 師 器
産

(117) ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
密
ホ・白・黒色粒子

良 好 反 転

須恵 器
甕 舛韓

灰  白
竹

白・黒 色 粒 子
良 好
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番 号 種  別 法量 (cm 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

77 瓦

平 瓦

縄目状タタキ後工具によるナデ、削り
布目の後ナデ、削り

橙  色
やや粗
赤・白・黒色粒子

良  好

瓦

平 瓦

(19 4)

(27 8)
縄目状タタキ後王具によるナデ、削り
布目の後ナデ、削り

にぶい橙色
やや粗

赤・白・黒色粒子、雲母
良  好

瓦

平  瓦

(180)
(13 7)

縄目状タタキ後工具によるナデ
布目の後ナデ

灰  色
やや粗
赤・白・黒色粒子

良 好

瓦

平 瓦

(135)
(14 2)

縄目状タタキ後工具によるナデ、削り
布目の後ナデ、削り

橙  色
やや粗
赤・白・黒色粒子、雲母

良  好

瓦

平 瓦

縄目状タタキ後削り
布目の後ナデ、削り

灰  色 粗 良好

瓦

平 瓦

外面:摩滅,剥離
内面:布 目の後工具によるナデ、削り

橙  色
やや密
赤・白・黒色粒子

良  好

瓦

平 瓦

縄目状タタキの後削り
布目後削り

にぶい橙色
やや密
赤・白・黒色粒子

良 好 No55

第 2表  1号竪穴建物跡出土遺物観察表 (瓦 )
〔法量は _l:力 ち長軸長 狛テ軸長 〕Tさの順  ―は計測不能、 ( )は推定値を示す〕

第 3表 1号竪穴建物跡出土遺物観察表 (金属製品)障位lutnおょびを〕

黒色土器邦片である。 5・ 6は性格不明の石器であるが、5は輝石安山岩製で、一部磨った痕跡が観察でき、磨石か

もしれない。

当建物跡の所属時期は、出土土器が破片資料であるため判然 としないが、10世紀前半から半ばにかけての時期 と

考えられ、建物の性格 も一般的な住居のイメージとい うよりは、工房的なイメージが強い建物跡である。

1 黒褐色粘質± 10YR3/1褐 灰色粘質土小ブロック含む、炭化物少量含む

2 黒褐色粘質± 10YR3/1褐 灰色粘質土ブロック含む、炭化物少量含む

3 にぶい責褐色粘質± 10YR7/2～ 6/2灰黄褐色粘質土・灰白色粘土混じり

4 黒褐色粘質± 10YR3/1灰責褐色粘質土・灰白色粘上混じり

5 褐灰色粘質± 10YR4/1灰黄色粘質土小ブロック・炭化物含む

6 黒褐色粘質± 10YR3/1灰責褐色粘質土小ブロック・炭化物粒含む

⑬

”

◎
獅

⑤

”

番 号 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備 考

器

子

鉄

刀
鉄 10 07 3 71

器
釘

鉄
角

鉄 6 75

@弓艶⑤霙

第12図  2号竪穴建物跡 〔1:60〕
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:3〕

―ら
0        1 3        10Cm

第13図  2号竪穴建物跡出土遺物 〔1～ 4は114、 5。 6は 1

第 4表  2号竪穴建物跡出土遺物観察表 (上器 )
〔法量は上から口径 底径 器高の順 ―は計損」不能、 ( )は推定値を示す〕

第 5表 2号竪穴建物出土遺物観察表 (石器 )
〔単位はcmおょび g〕

番 号 器  種 材   質 長 さ 厚 さ 重 量 備 考

5
器
？石

石
磨

輝石安山岩 60

6
石 器
? 花筒閃緑岩 32 32

第 2節 掘立柱建物跡

当遺跡における掘立柱建物跡は、 1棟確認 されている。これは発掘調査段階で確認 したものではなく、調査終了

後の整理段階で、全体図の図面上においてピットの配列、土層の堆積状態等から掘立柱建物跡ではないかと判断 し

たものである。よつて個別の測量図は作成 してお らず、第 3図の全体図内において示 しているだけである。また、

他にもう1棟、掘立柱建物跡ではないかと思われるピットの配列もあるが、不確定な要素も多々あることから、今

回の報告では取 り扱わなかった。なお、建物を構成する個々の掘 り方については、後に報告するピットの節で図面

等を一部掲載 しているので参照 していただきたい。

〔1号掘立柱建物跡〕

1号掘立柱建物跡は、C-3・ 4グ リッ ド内において検出されてお り、18。 19・ 20。 25。 30・ 32。 38。 42。 128号

ピットの 9基の掘 り方から構成される側柱式の建物跡である。主軸方位はN-1° ―Wである。

建物の規模は、東西 2間 (4.00m)、 南北 3間 (5.60m)を 測 り、柱間の寸法は、東西方向1.80～ 2.00m、 南北方

番 号 器種・器形 去量化m 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

1
土 師 器

イ

(130) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にがい橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好
転

５

反

配

2
土 師 器

皿

(14 0)
(5 4)

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色
檄 密

赤・ 白 色 粒 子

白 ■ 粘 に7F入
良 好

転

４

反

ｈ

3
土 師 器

邦
50)

外面:手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ
にぶい橙色

密
赤・白色粒子

良 好
転

６

反

ｈ

4
黒色土器

鉢?

(23 6) 外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ,内面黒色

にぶい橙色
密
赤・白色粒子・雲母

良 好 反 転
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向2.00～ 2.20mを測 り、床面積は推定22.4ポ を測る。

掘 り方の形態は、隅丸方形あるいは隅九長方形を基調 としているが、不整円形を呈するものもある。掘 り方の規

模は、長軸70～ 114cm、 短軸60～ 94cm、 深さ12～44cmを測る。個々の掘 り方の規模は、後節の第13表 ピットー覧表を

参照されたい。

出土遺物は破片資料ばか りである (第 14図 )。 1～ 4は 甲斐型邦が出現する直前段階の土師器郵で、盤状に近い形

態を呈する。18。 25・ 30・ 32号 ピットからそれぞれ出土している。 5は 18号 ピット出上の高台郭で底部内面および

体部内面に暗文を施 している。高台は貼 り付け高台である。 6は 30号 ピット出上の土師器蓋、 7は 20号 ピット出土

の甕形土器の底部破片。 8は25号ピット出土のタタキロをもつ須恵器片である。

当建物跡の所属時期であるが、各掘 り方の出土遺物が、当建物跡に帰属するものであるかどうかは断定できないが、

いくつかの掘 り方からの出土にかかわらず、出土土器の年代にさほどばらつきがみ られないこと等から、これ ら遺

物群を当建物跡に帰属させてもいいのではなかろうか。よつて当建物跡の所属時期は、出土土器の年代からみると、

8世紀前半代の範疇で提えられると考えられる。

(  
―

症 三 圭

=≡

豊 L==♂ 垂 為
6

第刊4図  1号掘立柱建物跡出土遺物 〔1:4〕

第 6表  1号堀立柱建物跡出土遺物観察表 (上器 )
〔法量はiから口径 底径・器高のI慣 ―は計演1不能 ( )は推定値を示十〕

第 3節 溝状遺構

本節では、人工的に掘削された溝、溝状の自然流路の両者を 「溝状遺構」と総称 して報告を行う。

〔1号溝状遺構〕

1号溝状遺構は、調査区のB・ C-4グ リンドにわたつて検出されており、南北、ほぼ真北にのびる溝状遺構で

ある。43・ 44。 45。 46・ 47号 ピントを切っている。

郁

番号 器種・器形 法量にm) 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

l
土 師 器

邦

Ⅲ面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,黒変
内面|ロ クロナデ

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良  好
32ピット出土 反転

Nlll

土 師 器
不

舛面:ロ クロナデ,底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロツーデ

にがい橙色
密

赤・白・黒色粒子
良  好 30ピット出土.反転

土 師 器
イ

(92)
手持ちヘラ削り,ミ ガキ
ロクロナデ,R音 文

浅黄橙
徹密
赤・白色粒子

良 好
18ピット出土.反転
Nlll

土 師 器

郷
(90)

外面:体・底部手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ
橙  色

緻密
赤・白色粒子,雲母

良  好
25ピット出土 反転
No2

5
器

邦

師

台

上

高
(60)

II面 :ロ クロナ デ

内面:ロクロナデ,暗文(みこみ・体内)

橙 色
密

赤・白・黒色粒子
良 好 18ピット出上.反転

土 師 器
蓋

(14 0) ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 30ピット出土 反転

7
土 師 器

甕
(110)

ハケロ,底部木葉痕
ヘラ削り

内 茶褐色
外 暗褐色

やや粗
白・黒色粒子,オ濃

良  好
20ピット出土

Nol

須 恵 器
甕

宋面:タタキロ,自 然釉
内面:ナデ

灰 色
緻密

白。黒色粒子
良  好

25ピント出土

Nol
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検出されている長 さは895m、 幅50～ 66cm、 深さ全体に約30cmを測る。断面形態はU宇状を呈する。覆土は黒褐

色粘質土を主体 ≧している。

出土遺物は少なく、覆土内の高い レベルから古墳時代の土器片数点 と平安時代の土器細片が多数出土 している他、

鉄滓が 1点 出土 している (第19図 1)。

所属時期についてはて良好な遺物や出土状態に恵まれていないため、不明な部分が多く、平安時代以降の所産と

しかいえない。

〔2号溝状遺構〕

2号溝状遺構は、調査区のC・ D-3、 C・ D-4、 C・ D-5、 C-6グ リンドにわたって検出されてお り、

蛇行 しながら東西にのびる自然流路の溝状遺構で、調査区内を横切るたちで確認されている。

幅は約3.50～ 5.50mを測 り、深さは約10cm前後を測る程度である。覆土は褐灰色砂質シル トを主体 としている。

遺物は、覆土内から古墳時代を主体 とする土器細片が出土している他、直接当溝に帰属するかどうか不明である

が、覆土上面から甲斐型土器の邦が集中して出土している (第 19図 4～ 9)。

当溝状遺構 (自 然流路)の所属時期は、他の遺構 との切 り合い関係や覆土の状態、出土遺物等から古墳時代の自

然流路 ≧考えられ、確認面から平安時代のピント群に切 り込まれていることから、当該期には大半が埋没 していた

と考えられる。

〔3号溝状遺構〕

3号溝状遺構は、D-5グ リッド内において検出されてお り、南北にのびる溝状遺構である。溝中央付近を 4号

溝状遺構によつて分断され、北側部分は後世の削平によつて消滅 している。

検出されている長さは約3.70m、 幅34～ 62cm、 深さ約10cmを測る。断面形態は、削平されているためか、皿状を

呈するようにもみえるが、おそらくU宇状を呈 していたと考えられる。覆土は黒褐色粘質土を主体 としている。

遺物は、 4号溝状遺構に切 られたす ぐ南側の溝中央付近で甲斐型の郷・皿類が積み重ね られた状態で出土 してい

る (第19図19～ 30)。 溝の底面に接 した状態ではなく、底面から若干浮いたレベルからの出土である。整然 と積み重

ね られたとい う状態ではなく、少 し無雑作に正置あるいは倒置 した状態で重ねられている。

当溝状遺構の所属時期は、出土土器から9世紀半ば頃と考えられる。

〔4号溝状遺構〕

4号溝状遺構は、D-4・ 5・ 6グ リンドにわたつて検出されてお り、東西にのびる溝状遺構である。 1号竪穴

建物跡、 3・ 6。 7号溝状遺構を切つている他、368・ 390。 391・ 392号 ピッ トと重複 しているが、新旧関係が判明

しているのは390号 ピットとの重複のみで、同ピットが当溝状遺構を切つている。

検出されている長さは17.8m、 幅25～ 84cm、 深さは最深部で約30cmを測る。断面形態はU字状を呈する。覆土は

黒褐色粘質土および褐灰色粘質土を主体 とし、底面付近では若千砂が混 じつている。

遺物は、散在 した状態で出土してお り、特に集中した傾向は示 していない。土師器邦および蓋、甕形土器の底部

破片、石錘 と思われる石器、土製玉等が出土 している (第20図31～ 43)。 土製玉は、溝状遺構東端付近の底面から2

個体が近接 して出土 している。

当溝状遺構の所属時期については、出土遺物だけでは判断できかねるが、他遺構 との切 り合いからすると、 9世

紀半ば以降の所産であるとしかいえない。                       .

〔5号溝状遺構〕

5号溝状遺構は、C-4・ 5グ リッドにわたつて検出されてお り、東西にのび、西端で北に向かつて L宇状に屈

曲してのびるが、表土剥ぎの際に削平 していまい、その続きを欠失 してしまっている。遺構内部で■2・ 113号 ピッ

トと重複するが、それ らとの新旧関係は、観察 ミスで残念ながら不明である。

検出されている長 さは東西で約3.00m、 幅40～ 87cm、 深さは最深部で約10釦 を測る。断面形態は浅い皿状を呈し

ている。覆土は黒褐色粘質土を主体 としている。

遺物は少ないが、溝状遺構内東側のほぼ中央から、口縁部を欠失 した甲斐型の邦が 1点、底面から約 8 cm浮いた

レベルから出土 している (第20図 44)。
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〔¶号溝状遺構・43ピット・46ピット〕

1.黒福色粘質± 10YR3/1 酸化鉄含む

2.黒 色粘質± 10YR2/1 黄褐色粘質土ブロック・酸化鉄含む

3.黒福色粘質± 10YR2/2 黄褐色粘質土ブロック多く含む、酸化鉄含む

4.黒褐色粘質± 10YR3/1 黄褐色粘質土小ブロック少量含む

5.黒褐色粘質± 10YR3/1 にぶい黄福色粘質土ブロック多く含む

6.黒褐色粘質± 10YR3/1 にぶい黄褐色粘質土ブロック含む

7.暗褐色粘質± 10YR4/6 酸化鉄含む

8.黒褐色粘質± 10YR3/2 酸化鉄含む

9.黒 色粘質± 10YR2/1 黄褐色粘質土小ブロック・酸化鉄少量含む

10.黒褐色粘質± 10YR2/2 黄褐色粘質土小ブロック含む

第15図 溝状遺構① 〔¶溝は1:60、 3溝は1:30〕

〔1号溝状遺構〕
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①

Ｏ

Ｏ∩

∪
一ヽ |″

～

|

ψ

1 黒褐色粘質± 10YR3/1黄 褐色粘質土プロック含む

2 黄福色粘質■ 10YR5/6

3 黒褐色粘貿± 10YR3/2黄 褐色粘資土小ブロック含む

4 黒褐色粘質■ 10YR3/1黄 褐色粘質土小プロック含む

5 黒福色粘質± 10YR3/1酸 化鉄含む

|

威

＼骸

゛ =L」

〔4号溝状遺構〕

6 黒色粘質± 10YR2/1黄 褐色粘質土小ブロック含む
7 黒褐色粘質± 10YR3/1黄 褐色粘質上小ブロック含む

8 黄褐色粘質± 10YR5/6

9 黒福色粘質± 10YR3/1褐 灰色粘質土小ブロック含む

10 黒褐色粘質上 10YR3/1黄 褐色粘質上混じり

¬ 黒褐色粘質土 iOYR3/111B灰 色粘質土混じり

12 黒福色粘質上 10γR3/1酸化鉄含む

13 褐灰色粘質土
'OYR4/1黄

褐色粘質土・黒色粘質上混じり

14 褐灰色粘質上 10YR4/1黄 褐色粘質土混じり

15 福灰色粘質± 10YR4/1黄 褐色粘賀上小ブロック含む

溝状遺構② 〔4溝は1呵 20、 5溝は1:30〕

⌒

物
か
な

〔5号溝状遺構〕

第16図
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レ
5ヽ

〔6号溝状遺構〕

溝状遺構③ 〔6溝は1:60、

〔8号溝状遺構〕 〔9号溝状遺構〕

7～ 9溝は1:30〕第17図
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N悦ザ鰯

, 表 土

2 黒褐色砂資シルト10YR2/2基 本層位Ⅱ―⑥
3 にぶい黄褐色組砂 10YR5/3基 本層位m―⑩
4 褐色粗砂混じリシルト7 5YR4/4基本層位Ⅳ―⑭
5 黒 色 粘 ± 10YR2/1基 本層位V―②
6 極暗褐色砂質シルト7 5YR2/3

7 暗褐色砂質シルト7 5YR3/3

8 暗褐色砂質シルト7 5YR3/3酸化鉄やや多く混じる

9 黒褐色砂質シルト7 5YR2/2

'0褐
灰色砂質シルト iOYR4/1

〔10号溝状遺構〕

第18図 溝状遺構④ 〔1:60〕

当溝状遺構の所属時期は、出土土器から判断すれば、10世紀前半代の所産 と考えられる。

〔6号溝状遺構〕

6号溝状遺構は、D-4・ 5、 E-5グ リンドにわたって検出されている。基本的に南北にのびる溝であるが、

断続的にしかも途中から二股に分岐する溝で、検出された範囲ではY字状を呈する。北側にさらにのびそ うである

が、撹乱のため不明となっている。88,108。 115。 137・ 138。 140号 ピッ ト等 と重複 しているが、新旧関係が判明 し

ているピットは、88・ 108号 ピットだけで両ピットが溝状遺構より新 しい。

検出されている長 さは、東西方向で約6.00m、 幅は15～ 44cm、 深さは10～25cmを 測 り、断面形態は基本的に悟 り

鉢状を呈する。覆土は黒褐色粘質土を主体 としている。溝内は所々ピッ ト状に深 くなっている箇所がみ られるが、

これが何を意味しているのかは現段階では不明である。

遺物は、溝分岐箇所の南側手前付近で甲斐型の郭 と皿が、正置、倒置の状態でややまとまって出土 している他、

分岐 した溝内からもそれぞれ単独で 1個体ずつ邦および皿が、倒置、正置の状態で出土している。すべて底面か ら

10cm前後浮いた レベルからの出土である。土器以外では磨石状の石器が出上 している (第21図45～ 56)。

当溝状遺構の所属時期は、出土土器から判断すると10世紀前半代の所産 と考えられる。

〔7号溝状遺構〕

7号溝状遺構は、D-5グ リッド内において検出されてお り、南北にのびる溝状遺構である。その南側を 4号溝

状遺構によつて切 られている。

長 さは138m、 幅は最大73cm、 深さ最深部で15cmを測る。断面形態は鍋底状を呈するが、底面には多少の凹凸が

みられる。覆土は黒褐色粘質土および褐灰色粘質土を主体 としている。

遺物は、北側の先端部分か ら甲斐型の高台IThと 蓋が、底面から約 5 cm浮 いたレベルから出土している (第21図57・

58)。 それは郵に蓋をした状態で出土し、蓋は埋土の圧力で破損 していた。郵内部の土壌の洗浄を行い、他の遺物の

検出に努めたが、得 られた遺物はない。

当溝状遺構の所属時期は、出土土器から判断すると、 9世紀半ば頃 と考えられる。

〔8号溝状遺構〕

8号溝状遺構は、D-5グ リッ ド内で検出されてお り、南北にのびる溝状遺構である。 2号溝状遺構の上面か ら

切 り込んで構築 している。

長 さは1,77m、 幅20～ 40cm、 深さは最深部で15cmを測る。断面形態は鍋底状を呈する。覆土は褐灰色粘質土を主

体 としている。

遺物は少なく、土師器細片が中心で、南端にて甲斐型の黒色土器郷底部破片が出土 している程度である (第 21図

59)。

当溝状遺構の所属時期 は、出土土器か らだけでは判断できず、 9世紀以降の所産 としかいえない。
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0     1:2     5cm
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Ⅷ

0       ,:4       10Cm

第19図 溝状遺構出土遺物① 〔1:4、 1は112、 18は1:3〕
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瓜
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ヒ __■ 生 __葺 Cm

Ocm

0           1:3          10cm

0     1 4    10cm

41～ 43は1:3〕

⑨
‐③
‐③

③
‐①
‐◎

Ｉ
Δ

第20図 溝状遺構出土遺物② 〔1:4、 39・ 40は1:2、
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0           1:3          10Cm

一∞

0     1,4    10cml

溝状遺構出土遺物③ 〔45～ 55、 57～61は 1:4、 56は1:3〕第21図
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第 7表 溝状遺構出土遺物観察表 (土器 )
〔法量は上から口径・底径 器高の順、一は計測不能  ( )は推定値を示す〕

番 号 溝 名 器種 器形 法量m 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

2 1溝
土 師 器

イ

ヘラ削り,ナデ
ヘラ削り,ナデ

掲  色
密

赤・白色粒子,雲母
良  好 Nα3  万電車

=

3 2溝
土 師 器

イ

(16 0) 外面:ヨコナデ,ヘラ削り,ナデ,器面磨滅

内面:ヨコナデ,ヘラ削り,ナ デ
浅責橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好

Nα38  カ電車云

外面黒変

4 2溝
黒色土器

イ

(16 0)
60
58

外面:手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ,内面黒色
掲  色

緻密

赤色粒子
良 好

No22 28 36  2層

反転

5 2溝
土 師 器

邦

(120)
4 4
30

外而:ロ クロナデ ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り

内面:ロ クロナデ
橙  色

や や 粗
赤・白 色 粒 子
′1ヽ 礫

良 好 No6  反転

6 2溝
土 師 器

邦

(12 0)
40
38

ロクロナデ,体・底部手持ちヘラ削り

ロクロナデ
黄橙色

徹密

赤・白色粒子
良 好 Nα17 2層 反転

7 2溝
土 師 器

イ

122
4 4
39

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部わすかに回転糸切り痕

ロクロナデ
黄橙色

密
赤・白 色 粒 子

白色 粘 土 混 入
良 好

Nα2 9 -括
体内に「大」線刻あり

8 2博
土 師 器

郭

(123)
44
4 15

ロクロナデ,体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ 内外面共器面荒れている

黄橙色
密

赤・ 白色 粒 子

白 色 粘 土 混 入
良 好 12 反転

9 2溝
土 師 器

不

ロクロすデ,手持ちヘラ肖|り、底部回転糸切り後手持ちヘラ削り,黒変している
ロクロナデ

橙  色
緻密

赤・白色粒子,小礫
良 好 No25 26  √電車底

10 2溝
土 師 器

イ

一

５

一

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

褐 色
や や 粗
赤・白色粒 子 ,雲母
/卜 礫

良  好

l] 2溝
土 師 器

イ

一

５

一

外面:手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り

内騒|ロ クロナデ
黄橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好 No32

2溝
土 師 器

邦
(50)

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤。白色粒子,雲母
良 好 No27  を更嘉云

13 2溝
土 師 器

皿

体・底部手持ちヘラ削り

ロクロナデ
橙  色

粗
赤・自色 粒 子 ,

小 |‐2,雲母
良 好 No21 反転

14 2溝
土 師 器

皿

(126) ロクロナデ,手持ちヘラ削り

ロクロナデ
黄橙色

密  白色粒 子 ,赤色粒 子

多 量 に 含 む

自 色 粘 土 混 入
良 好 Nα 13 反転

2溝
土 師 器

皿

一

３

一

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

明黄橙色
密

赤・白色粒子
良 好 No18

2清
土 師 器

皿
(50)

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密

赤・白色粒子
良  好

No19  う乏車云

底内ヘラ書あり

17 2溝
土 師 器

甕?
40

ヘラ削り後ナデ,底部手持ちヘラ削り
ハケロ

浅黄橙色
密

白色粒子
良  好

Nl139  -一布看

外面黒変

2溝
土 師 器

不

外面:底部手持ちヘラ削り,ヘラ書き

内面:ロ クロナデ
黄橙色

緻密

赤色粒子
良  好

3溝
土 師 器

イ

104
48
42

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
緻 密  白 色 粒 子 ,

赤 色 粒 子 多 い

白 色 粘 土 混 入
良 好 No4 完形

3溝
土 師 器

不

体・底部手持ちヘラ削り,器形にゆがみを生ずる
ロクロナデ,暗文

浅黄橙
～橙色

徹密

赤・白色粒子
良  好 Nα12

21 3溝
土 師 器

イ

(115)
52
47

ロクロナデ,体・底部手持ちヘラ肖1り

ロクロナデ,暗文

浅黄橙
～橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好 Nl110  カ更革云

3溝
土 師 器

イ

体部手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

橙  色

密

白色 粒 子 ,雲母

赤 色 粒 子 多 い
良  好 Nα6 完形

3溝
土師器

邦

外面:ロ クロナデ,体・底部手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ
にがい橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好 Nα3 -括 反転

3溝
土 師 器

郵

126
55
49

ロクロナデ,体・底部手持ちヘラ削り,器面烹1離
ロクロナデ,日音文

黄橙～

橙色

密 ,自 色 粘 土 混 入

赤 色 粒 子 多 い

白色 紅 子
良  好

No9 -括
ほぼ完形

3溝
土 師 器

邦

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

橙  色
緻密

赤・白色粒子
良 好

3溝
土 師 器

イ

一

６

一

ロクロナデ,体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色
緻密

赤・白色粒子
良 好

3溝
土 師 器

皿

ロクロナデ,体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,内面荒れている

橙  色
緻密

赤・白色粒子
良 好

3溝
土 師 器

皿

ロクロナデ,体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同 心円状暗文

浅黄橙
～橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好 Nα2 イ&ぼ完形

3溝
土 師 器

皿

ロクロナデ,体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同 心円状暗文

橙  色
緻 密
赤・白 色 粒 子 ,雲母

白色 粘 土 混 入
良 好

3溝
土 師 器

k皿

ロクロナデ,体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,日音文

橙  色
緻密

赤・白色粒子
良 好 Nα 5

4澪
土 師 器

イ

ロクロナデ,底部手持ちヘラ削り,底部油煙
ロクロナデ,器面の摩滅著しい

浅黄橙色
密

赤・白色粒子
良  好 Nol 反転

4溝
土 師 器

邦
(120)

ナデ,手持ちヘラ削り

ナデ,暗文

浅黄橙色

～橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好 No6  を電車ス

4溝
土 師 器

邦
(100)

ナデ,底部手持ちヘラ削り,黒変している

ナデ
にぶい褐色

緻密

赤色粒子
良 好 反 転
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番 号 濤 名 器種 器形 法量m 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 土 焼 成 傭 考

4溝
土 師 器

イ

(110) 外面:手持ちヘラ肖1り ,ロ クロナデ

内面:ロ クロナデ
にぶい笹色

緻密

赤色粒子
良 好 反 転

4溝
土 師 器

蓋

(184) ロクロナデ,日音文
ロクロナデ

黄橙色
緻密

赤・白色粒子
良  好 反 転

4溝
土 師 器

甕
92

ハケロ,底都木葉痕
ヘラ肖1り

明赤褐色
や や 粗
赤・白・黒 色 粒 子

小 礫・雲 母
良  好

4溝
土 師 器

甕

一

０

一

ハケロ,底部木葉痕
おヽラ肖」り

にぶい褐色
密  や や 粗
赤 ギ 1・ 黒 色 粒 子
小 篠・雲 母

良  好

4博 須 恵 器

甕

タタキロ

ナデ
灰  色

密

白・黒色粒子
良 好

5溝
土 師 器

不

一

５

一

ロクロナデ,底部回転糸切り
ロクロナデ

内灰自色

外 に熱鳩色

密

赤。白色粒子
やや軟質

6溝
土 師 器

邦

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
粘t

赤 色 粒 子 ,

ド1色粒 子 多 く含 む
良 好 No3 完形

6溝
土 師 器

t4N

124
50
37

外面:手持ちヘラ削り,底部回転糸切り,手持ちヘラ削り

内面:ロ クロジーデ
にぶい橙色

粘1

赤 色 粒 子

白 色 粒 子 多 く含 む
良 好 No6 -括

6溝
土 師 器

然

(124)
44
38

ロクロナデ,体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
やや粗

赤・白色粒子
良 好 No2 8 -括 反転

6溝
土 師 器

不

手持ちヘラ肖1り ,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
41
赤 ギ 1色粒 イ
ンJヽ Iと4`

艮  好 No4  テ
=刃

杉

6溝
土 師 器

イ

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
緻密

赤・白色粒子
良  好 Nt‐ 12  -括

6溝
土 師 器

郭

手持ちヘラ削り,回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
粗

赤・白色粒子,小礫
良  好 陥7 9  完形

6溝
土 師 器

郭

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密

赤・白色粒子
良 好 Nα5  カ電車云

6溝
土 師 器

郵

(130) ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
やや粗

赤・白色粒子
良 好 Nc18  万電車云

6溝
土 師 器

皿

130
52
25

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

灰白色
やや粗

赤・白色粒子,小礫
やや軟質 No13 内外面黒変

6溝 黒 色 土 器

皿
(60)

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面黒色

にぶい笹色
緻密

赤・白色粒子
良 好 Noll 反転

6溝
器

壷

恵

頚

須

長

外面:ロ クロナデ,自 然釉かかる

内面:ロ クロナデ
灰  色

密

黒色粒子
良 好 反 転

7溝
器

邦

師

台

上

高

ロクロナデ,回転ヘラ削り,底部回転ヘラ削り,器面剥離
ロクロナデ,日音文

|こ ぶVヽ

黄橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好

No2 完形

高台は削り出し

7溝
土 師 器

蓋

17 0

4 85

ロクロナデ,回転ヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密

赤・白色粒子
良 好 No1 90%残

8溝
黒色土器

イ
4る

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面黒色

黄橙 色
緻密

赤・白色粒子,雲母
良 好

10溝
土 師 器

蓋

９

一

６

ロクロナデ,回転ヘラ削り,環状艶
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密

赤・白色粒子,雲母
良 好 No1  709る 死完

10溝
土 師 器

甕

ハケロ
ハケロ

暗掲色
や や 粗
白・黒 色 粒 子

_F母 ,小礫
良 好

番 号 器  種 材  質 長 さ 厚 さ 重 量 循 考

玉 土  製 ll 13 1 25 4溝出土 No■

玉 土 製 1 15 1 35 12 1 52 4溝出土 Nα 12

第 3表 溝状遺構出土遺物観察表 (上製品)
〔単位はcmおょびg〕

第 9表 溝状遺構出土遺物観察表 (金属製品・石製品) 〔軸はcmぉょびg〕

番 号 器  種 材 質 長 さ 厚 さ 重 量 備 考

1 鉄 津 鉄 8 75 1溝出土 Nα 2

石  錘 輝 石 安 山 岩 85 72 18 157 4溝出土 No15

不  明 ホル ンフェルス 89 29 20
4溝出土 No14
俵編み石器か?

不  明 花 聞 岩 類 15 0
4溝出土 No13
俵編み石器か?

磨石 ? 花南岩類～粉岩 15 7 72
6溝出土 Nα 16

先端部磨痕あり
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〔9号溝状遺構〕

9号溝状遺構は、C-6グ リッド内において検出されてお り、南北にのびる溝状遺構である。 2号溝状遺構を切

り込んで構築 さているが、南端を288号 ピッ トによって切 られている。

長 さは1.95m、 幅46～ 62cm、 深さは最深部で15cmを測る。断面形態は鍋底状を呈する。覆土は黒褐色粘質土を主

体 としている。

出土遺物は、土師器 と思われる細片が少量で、図化できる遺物はない。よって所属年代も不明で、重複関係から、

8～ 9世紀以降の所産としかいえない。

〔10号溝状遺構〕

10号溝状遺構は、F-6・ 7グ リンドにおいて検出されている自然流路の溝状遺構で、平面的には明確に捉えら

れないが、調査区境界の断面において確認 している。おそ らく東西方向にのびる流路であろう。

第18図 には断面図のみ掲載 しているが、断面において観察する限 り、幅約300m、 深さ約16cmを 浪1り 、底面には

やや凹凸がみ られる。覆土を観察すると、暗褐色砂質シアレトを主体 とする流路 と褐灰色砂質シル トを主体 とする流

路が確認でき、複数の時期にわたつて流路 として存在 したことが窺われる。

遺物は、暗褐色砂質シル トを主体 とする流路の底面付近か ら甲斐型土器のバ リエーションと捉えられる蓋 と甕の

胴部破片が出土 している (第21図 60・ 61)。

当溝状遺構の所属時期は、断面観察および出土遺物か ら判断すると、暗褐色砂質シル トを主体 とす る流路は 9～ 10

世紀代の時期 ≧判断でき、褐灰色砂質シル トを主体 とする流路は、古墳時代の流路 と考えられる 2号溝状遺構の覆土

と酷似することから、同時期 と捉えられる流路 と判断できる。よって10号溝状遺構は、古墳時代か ら平安時代にわ

たつて継続 もしくは断続的に存在 した自然流路であ り、平坦化が進んだ平安時代でも存在 した自然流路 と思われる。

第 4節  ピット

ピットは、調査区内において396基検出されている。今回の調査では、遺構の名称および遺構番号の見落とし、繁

雑 さを避けるためにいわゆる 「土坑」 とされる形態・規模をもつものもすべて 「ピット」 として扱 っている。

ビットは、大局的にみると調査区全体にわたって広が りをもち、それ らの中には先述 した掘立柱建物跡のように、

ある程度の規則性をもって存在するピット群 も存在 している。また、規則性は認められないものの、 ピット群の中

には様々な性格をもつ ピントが存在する。例えば土器 (土師器)焼成遺構 と考えられるものや、完形の上器あるいは

故意に打ち欠いた土器を埋納 した土器埋納遺構等がある。以下、それ らのピット群を中心に説明を行 うが、ここに

挙げたピッ ト以外にもそれぞれの性格をもつ可能性のあるピットも存在することはい うまでもない。今後の類例の

増加を待ちたい。

なお、その他のピットについては、本報告にもかかわらず紙数の都合で、すべてを報告できないため、一覧表 (第

13表 )においてその規模等を示 しておいた。挿図も同様で、ある程度の出土遺物がみ られたピットのみを掲載 して

いる。ご了承願いたい。

【上器 (土師器)焼成遺構】

〔96号 ピッ ト〕 (第25図 )

D-5グ リン ド北端で検出されてお り、後世の削平をうけ、焼土と遺物がすでに露出していた。平面形態は、大

小の不整楕円形の掘 り方が組合わさった形状で、大局的にみれば台形状あるいは二等辺三角形状を呈する。規模は

長軸1.17m、 短軸0.84m、 深さは現状で12cmを測る。焼土の広が りが顕著で、 3～ 4師の厚 さで層をな している。

この焼土の上面に土器が集中して出土している。焼土層の下部にはさらに焼土および焼土ブロック、灰が混 じった

層の広が りが 1～ 5 cmの厚 さで認められる。底面は特に硬化 した箇所はみ られない。

遺物は、甲斐型のイを中ザきに出土してお り (第30。 31図 59～ 81)、 完形品はみられない。土器は甲斐型終末段階の

もので、10世紀前半代～半ばのものと判断できる。
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斡

鶴 ゼ 州 斡

〔379ピット〕

・355ピット〕

第28図 ピット② 〔1130〕

〔224号 ピット〕 (第26図 )

土器 (土師器)焼成遺構ではないかもしれないが、わずかな可能性を残 しているのでここで挙げておく。

E-6グ リッド南西隅で検出されており、平面形態は楕円形を呈する。規模は長軸0.90m、 短軸0,65m、 深さは

現状で10硼 を測る。焼土等は特にみられないが、底面の直上層である第 3層の灰黄褐色粘質土中には、多量の炭化

物が混入し、第 1層にも炭化物が混じつている。土器は底面上約 8 cmの レベルの第 1層上面で、重ねられた状態で

出土している。土器は 9世紀半ば頃のものと判断できる (第32図 123～ 131)。

【土器埋納遺構】

〔66号 ピット〕 (第24図 )

C-5グ リッド南西部で検出されており、67号 ピットが隣接している。平面形態は不整円形を呈し、規模は長軸

30師、短軸29cm、 深さは現状で 7 cmを測る。覆土は黒色粘質土である。土器は口縁部のほとんどを打ち欠いた郷が、

ビット内のやや北北西寄 りの位置から、倒置の状態で底面上 4 cmの レベルで出土している。土器は10世紀前半代の

ものと判断できる (第30図 42)。

〔84号 ピット〕 (第24図 )

D-4グ リンド北東隅付近で検出されてお り、87・ 142・ 175。 176・ 201号 ピット等と関連 して、掘立柱建物の掘

り方になる可能性もある。平面形態は不整円形を呈し、規模は長軸79帥 、短軸70cm、 深さは最深部で29釦 を測 り、

形態・規模からすれば土坑としてもいいだろう。覆土はその上部は撹乱をうけており、黒褐色粘質土を主体として

いる。ピット内中央のやや南寄りの底面付近から、完形の甲斐型の郭が正置の状態で出土している。この外の底部

外面には 「北」と記された線表1文字がみられる (第30図 51)。 土器は9世紀半ば頃のものと判断できる。

〔90号 ピット〕 (第25図 )

D-5グ リンド中央南側で検出されており、91号 ピットと重複 し、同ピットを切つている。平面形態は隅丸長方

形を呈し、規模は東西47cm、 南北32cm、 深さは現状で18cmを測る。覆土は黒色粘質土を主体 としている。土器はピッ

γ

⑬

‐

一ｇ

ソ

府

帥ｈ

〔351,369ピ ット〕

〔334ピット〕
1 黒褐色粘質± 10YR3/1黄 褐色粘質土ブロック含む。土器細片多く含む
2 褐灰色粘質± 10YR4/1黄 褐色粘質■ブロツクやや多く含む。炭化物粒含む
3 褐灰色粘質± 10YR4/1黄 褐色粘質上ブロック少里含む

〔351・ 369ピット〕

' 
褐灰色粘質± 10YR4/1炭 化物を多く含む

2 灰黄褐色粘質■ 10YR5/2酸 化鉄含む
3 褐灰色粘質上

'OYR4/1酸
化鉄含む

4 黒褐色粘質± 10YR3/1酸 化鉄含む
5 黒色粘質± 10YR2/1酸 化鉄含む

〔354・ 355ピット〕
1 褐灰色粘質± 10YR4/1酸 化鉄 炭化物糧含む
2 福灰色粘質■ 10YR4/1灰 黄福色粘質土ブロック西変化鉄含む
3 褐灰色粘質± 10YR4/1灰 黄福色粘質土粒少豊含む
4 福灰色粘質± 10YR4/1灰 黄福色粘質土ブロック含む
5 灰黄褐色粘質± 10YR5/2酸 化鉄多く含む
6 褐灰色粘質± 10YR4/1灰 黄褐色4・h質土粒少量含む
フ 褐灰色粘質± 10YR5/1灰 黄褐色粘質土粒少量含む
8 褐灰色粘質± 10YR4/1灰 黄褐色粘質土ブロック 酸化鉄 黒褐色粘質土ブロック少量含む
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〔177-182は1:4、 183・ 1841ま 1:3〕第34図  ピット出土遺物⑥

卜内の南東隅の、底面上約10clnの レベルから、倒置の状態で出土している◇土器は口縁部の一部を欠いているが、

故意に打ち欠いたものなのかどうかは不明である。土器は10世紀後半代のものと判断できる (第30図 55)。

〔106号 ピット〕 (第25図 )

E-5グ リッド南西側、6号溝状遺構に近接して検出されている。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は東西63cm、

南北67cnI、 深さは現状で35cmを測 り、覆土は黒褐色粘質土を主体としている。ピット内ほぼ中央の底面から土師器

甕の底部が正置の状態で出土している。上器の年代は不明である (第31図 83)。

〔344号 ピット〕 (第28図 )

E-7グ リッド南西側で検出されており、343・ 345号 ピット等と近接している。平面形態は不整円形を呈し、規

模は長軸39cm、 短軸36cm、 深さは現状で21cmを測 り、覆土は黒褐色粘質上の単一層である。土器は脚高高台土器の

身部を欠いた脚部のみが、ビットの北北西反面に接するように、倒置の状態で底面上約 4 cmの レベルから出土して

いる。土器は11世紀前葉のものと判断できる (第34図 178)。
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第10表 ピット出土遺物観察表 (土器 )
〔法量は上から口径・底径・器高の順、一は計測不能、( )は推定値を示す〕

番 号 ピット名 器種・器形 法量Cn 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 上 焼 成 備 考

1 4
土 師 器

郵

(12 0, ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅 黄橙 色
密
赤・白色粒子,雲母

良 好 反転

2 4
土 師 器

郵
(60)

外面:底部回転糸切り
内面:ロ クロナデ 内外面共器面の摩滅著しレ

灰 白色
やや粗
赤・白色粒子

良  好 反 転

3 5
土 師 器

イ

(130) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙
～橙色

密
赤。白色粒子

良 好 反 転

4
土 師 器

郷

(140) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色 白色 粒 子 良 好 反 転

5
土 師 器

皿

獅
肺

体・底部回転ヘラ削り,黒変
ロクロナデ、同心円状暗文

甥褐色
密

赤・白色粒子 ,雲母
良 好 反転

6 8
土 師 器

?
一
一
一

底部ヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好 底部破片

7
土 師 器

皿

(12 0)

(5 0)
体。底部手持ちヘラ削り,黒変
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子

良 好 Nα5 -括 .反転

8
土 師 器

皿

(120) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤。白色粒子,小礫

良 好 反転

9
土 師 器

郷
(12 0)

体部横位手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,みこみ部にも暗文あり

橙 色
密
赤・白色粒子

良 好 反 転

10
土 師 器

蓋

ロクロナデ,回転すデ
ロクロナデ,日音文

浅黄橙色
徹密
赤。白色粒子

良 好 反転

11
土 師 器

甕
(90)

ヘラ削り,ナ デ,底部木葉痕
ヘラ削り

黄橙色
やや粗
赤・白色粒子,小穣

良 好 Nα5 反転

12
土 師 器

甕

一

９

一

外

内

ヨコナデ,底部ヘラ削り
ロクロナデ

褐 色 や や 粗 良 好 No6 反転

13
土 師 器

皿
(60)

底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同心円状暗文

黄橙色
緻密
白色粒子

良  好 Nl12  う冠車云

器
不

恵
台

須
高

(80)
ロクロナデ,底部回転ナデ
ロクロナデ

灰  色
密
白色粒子

良  好 Nα l 貼付高台 反転

土 師 器
イ

(13 0) 外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ

黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良  好 反 転

16
器

不

師

台

上

高
(80)

外面:回転ヘラ削り,底部ナデ

内面 :ロ クロナデ

外面灰白色

内面に�燈色

緻密

赤・白色粒子
良 好

貼付高台 反転
体外に線刻あり

17
上 師 器

邦

外面:底部ヘラ削り
内面:ロ クロナデ

にぶい橙色
緻密
赤。白色粒子

良 好 底・外にヘラ書あり

黒色土器

高 台 イ
(66)

体・底部回転ヘラ削り,削り出し高台
ロクロナデ,暗文,内面黒色

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好
Nαl 反転

黒色化が―部外面までおよんでいる

土 師 器
イ

(70)
回転ヘラ削り,黒変,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,Π音文

にぶい黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良  好 Nαl 反 転

土 師 器
不

(60) 外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ

橙  色
密

赤・白色粒子
良  好 反転

黒色土器

不
(70)

外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ,内面黒色

橙 色
密
赤・白色粒子

良  好 反 転

土 師 器

邦
(46)

外面:手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ

黄橙～

橙色

緻密
赤・白色粒子

良  好 反転

土 師 器

邦

外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ,暗文,内外器面の摩滅著しい

黄橙色
密
赤・白色粒子

良 好 Nl14  歩電車云

上 師 器
不

(11 6)

(5 4)
ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文,内面摩滅している 褐  色

緻密
赤。白色粒子

良 好 反 転

土 師 器

不

一

８

一

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密
赤。白色粒子

良  好 Nl12  反転

土 師 器
甕

外面:ロ クロナデ,ヘラ削り

内面:ロ クロナデ
褐  色

やや粗
白。黒色粒子,小礫

良 好 Nol 反転

土 師 器

郷

一
生

一

外面:体・底部手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ
浅黄橙色

粗
赤・白色粒子,小礫

良 好

土 師 器
邦

(110) ロクロナデ
ロクロナデ,暗文

灰白色
緻密
赤・白色粒子

良 好 反 転

土 師 器

皿

(14 0) ロクロナデ
ロクロナデ

にぶい橙色
やや粗
赤・白・黒色粒子

良 好 反 転

土 師 器
皿

(50)
手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り,底部黒変
ロクロナデ,器面予1離

黄橙色
緻 密
赤・白色 粒 子
自色 粘 土 混 メ

良 好 反 転

黒色土器
高 台 不

(70)
体・底部回転ヘラ削り,削り出し高台
ロクロナデ,内面黒色

橙 色
緻密
赤・白色粒子

良 好 反 転

器

不

師

台

上

高
(70)

ロクロナデ,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良 好 貼付高台 反転

黒色土器
不

(16 0) ロクロナデ,黒変
ロクロナデ,内面黒色

灰白色
緻密
赤。白色粒子

良 好
反転
体外に線亥1あ り

土 師 器
郷

２

６

一

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良  好 反 転

黒色土器
高 台 イ

(70)
ロクロナデ,底部回転ナデ
ロクロナデ,内面黒色

浅黄橙色
緻密
赤。白色粒子

良  好 貼付高台 反転

土 師 器
不

(110)
(5 0)

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ 黄橙色

密
赤・白色粒子,雲母

良 好 反転

37
土 師 器

皿
(70)

ロクロナデ,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日吉文

にぶい

黄橙色

緻 密
赤・ 白色 粒 子
白色 粘 土 混 入

良 好 反 転
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番 号 器種・器形 法量Cn 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 主 焼 成 備 考

土 師 器

郷
(60)

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り
ロクロナデ,暗文

黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好 反 転

土 師 器
皿

(50)
手持ちヘラ削り,黒変している,底部回転糸切り
ロクロナデ

橙 色
緻密
赤・白色粒子

良 好
底 内にヘラ書あり

反転

土 師 器
イ

(56)
体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい

責橙色

緻密

赤・白色粒子
良 好 反 転

黒色土器
鉢?

外面:ロ クロサ̂デ

内面:ロ クロナデ,内面黒色
にぶい橙色

密
赤・白色粒子

良 好 反転

土 師 器
14h

(150) ロクロナデ,底部回転糸切り
ロクロナデ,黒変している

灰 白色
やや粗
赤・白色粒子,小礫

良 好 反 転

土 師 器

郭

一

５

一

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日音文

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 反 転

黒色土器

邦

外面:ロ クロナデ

内面:ロ クロナデ,内面黒色
褐 色

緻密
赤・白色粒子

良 好 反 転

黒色土器

郵
(60)

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面黒色

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 反 転

71
須 恵 器

姿

タタキロ

タタキロ
青灰色

密

白色粒子,小IIX
良 好

土 師 器
甕

(25 0) ヨコナデ,ハ ケロ
ハケ,ナデ

浅 黄 橙 色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 Nαl 反転

灰和陶器
壷

(12 0) 外面:ロ クロナデ,自 タペ釉

内面:ロ クロナデ
灰  色

密
白・黒色粒子

良 好 反 転

土 師 器

邦

(14 0) 外面:ロ クロ

'一

デ
内面:ロ クロナデ,内面黒変

浅黄橙色
密

赤・白色粒子,小礫
良  好 反 転

土 師 器
皿

(60)
外

内

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子

良  好 反 転

土 師 器
郵

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後周辺手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 完形 醐 勤該 1「北」

土 師 器
郷

(110) ロクロナデ,黒変
ロクロナデ

橙 色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 反 転

器
郭

師
状

土
盤

手持ちヘラ削り,ナデ
ロクロナデ

橙  色 母

ヽ
，

雲
象

子

子

粒

粒

笹
色
色

似
白
赤

良  好 No3 反転

土 師 器
甕

(90)
ハケロ,底部木葉痕
ヘラ削り

にぶい

黄褐色
赤・白・黒 色 粒 子 良  好 反 転

土 師 器

抹

手持ちヘラ肖1り ,外面表面剥離,底 部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密

赤・ 白 色 /1子
白 ■ 粘 土 混 ス

良  好
Nol 器形ややゆがむ

体内に線刻「大J

土 師 器

皿
(86)

回転ヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロすデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良  好 Nol 反転

土 師 器

郭

一

７

　

一

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
徹密
赤・白色粒子,雲母

良  好 反 転

土 師 器
芸

ロクロナデ,回転ヘラ削り,黒変
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 Nαl 反転

土 師 器
イ

(120) ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色 白 色 粒 子
赤 色 粒 子 多 レ

良 好 反 転

土 師 器
イ

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後周辺手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙 色
密
赤・白色粒子

良 好 一括 反転

土 師 器

皿

(12
6

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面黒変

浅黄橙色
密
白色 粒 子
赤 れ 粒 子 多 ψ

良 好 器形ゆがむ 反転

土 師 器
イ

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

イこ戌IVヽ

黄橙色

密
赤・白色粒子

良 好
No12 14
-括 反転

土 師 器
イ

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ肖1り
ロクロナデ

にぶい橙色
踏́
白 色 粒 子
未 俸 対 子 努 し

良 好
No10 16
-括 反転

土 師 器
邦

(14 0)
(5 8)
3 85

ロクロナデ,手持ちヘラ肖Iり ,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色 自 色 粒 子
赤 色 粒 子 多 ψ

良  好 No17 -括 反転

土 師 器
邦

(13 0)
46 外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り

内面:ロ クロナデ
笹  色

密
赤・白色粒子

良 好 器形ゆがむ

土 師 器

郵

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面荒れている

黄橙色
密
白色 粒 子
赤 色 粒 子 多 ψ

良 好 反 転

土 師 器
イ

外面!ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,黒変,底部回転糸切り
内面:ロ クロナデ

にぶい

赤褐色

密
赤・白色粒子,雲母

良 好
No4 6 11 19
-括 反転

土 師 器
イ

(110) ロクロナデ
ロクロナデ

浅黄橙色
密

赤・白色粒子
良 好 No21 反転

土 師 器

不

(12 0) 外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,器面荒れている
内面:ロ クロナデ

暗褐色
密
赤・白色粒子

良 好 No9 反転

土 師 器

邦

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙 色 白 色 粒 子
示 侮 粒 子 多 ラ

良 好 反 転

土 師 器

皿

(13 6) 手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面摩滅している

赤褐色 白色粒 子
ホ i粒 子 多 い

良 好

土 師 器

皿

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子,雲母

良  好 反 転

土 師 器
皿

(13 0) ロクロナテ
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良  好 Nα8  を正転

土 師 器

郭

一

４

　

一

手持ちヘラ削り,回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

灰 白色
密
赤・白色粒子

良 好 反転

土 師 器
皿

一
生
　
一

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子,雲母

良 好
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番号 器種 器形 法量に耐 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 偏 考

土 師 器
皿?

(3 6)
手持ちヘラ削り,底部回転糸切り
ロクロナデ

外 灰白色

内 にヽ い橙色

密

赤色粒子 ,雲母
良 好

77
土 師 器

lTh
(50)

手持ちヘラ削り,底都回転糸切り
ロクロすデ 褐  色

や や 411

赤 イ J色粒 子 良  好 反 転

土 師 器

不

一

・
一

一

ロクロナデ,底都回転糸切り
ロクロすデ

にぶい橙色
密

赤・白色粒子
良 好

土 師 器

皿
(4(')

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白色粒子
良 好

土 師 器

邦

体・底部手持ちヘラ削り,外面摩滅している
ロクロナデ

暗褐色
密

赤・白色粒子
良  好

Nα6

No9と 1司 一個体?

土 師 器
郷

(50)
体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面摩滅している

赤褐色
密

赤・白色粒子
良  好 反 転

土 師 器
皿

(38)
体・底部手持ちヘラ削り,底部わずか回転糸切り痕
ロクロすデ

にぶい橙色
密

赤・白色粒子,雲母
良 好

土 師 器

甕

一

９

一

体・底部ヘラ削り,底都外面黒変している
ロクロナデ 褐  色

粗
赤・白 黒 色 粒 イ 良 好

土 師 器
イ

(120) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
緻密

赤 。白色粒子
良 好 反 転

土 師 器

郵

140) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色
やや粗
赤・白色粒子,小礫

良  好 反 転

114
土 師 器

イ

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

黄橙色
緻密
赤・白色粒子

やや軟質
底外にヘラ書あり

反転

土 師 器

杯

ロクロナデ
ロクロナデ,黒変

にぶい橙色
緻密

赤・白色粒子
良 好 反 転

土 師 器
甕

(30 0) 外面:ヨ コナデ,ハ ケロ

内面:ハウ庁目
褐  色

や や 粗
赤・白・黒 色粒 子 良 好 反 転

須 恵 器
甕

外面 :タタキ ロ

内面:ハケナデ
灰 色

密
白色粒子

良 好

土 師 器
イ

一

３

一

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色 赤・白色 粒 子 やや軟質 反 転

115
土 師 器

皿

(140) ロクロナデ
ロクロナデ

浅黄橙色
省

”
“

似
赤
白

やや軟質
内外面共荒れている

反転

116
土 師 器

皿

外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ

にぶい

黄橙色
緻密
赤・白色粒子

やや軟質 Nol 反転

土 師 器
郵

ロクロナデ
ロクロナデ

にがい橙色
循
白 色 粒 子
ホ れ 粒 子 多 い 、笙 母

良 好 Nol 反転

土 師 器
皿

(54)
体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同心円状暗文

外浅黄燈色
内橙色

徹密
赤・白色粒子

良  好 Nl12  カ更申云

135
土 師 器

皿

(16 0)

(6 0)
ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ 黄橙色

徹密

赤・白色粒子
良 好 Nl12  う電車云

灰釉陶器
霊

(85)
ロクロナデ,底部回転ヘラ削り
ロクロナデ

灰  色
密

白色粒子、小礫
良 好

147
土 師 器

甕

一

６

一

ヘラ削り,ナデ,底部木葉痕
ハケロ

掲  色 子粒
穣却・白色母，ァ‐、

ヽ
赤
雲

良  好 反 転

土 師 器

イ

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

黒褐色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良  好 反 転

土 師 器
皿

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色
標
白
凸

二粒 子 赤 色 粒 子 多 ヤ 良 好 反 転

土 師 器
ウF?

ヘラ削り,外面ヘラ書
ロクロナデ

にぶい

黄褐色
緻密
赤・白色粒子

良 好

上 師 器
イ

(12 4) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ 黄橙色

密

赤・白色粒子,小礫
良 好 反 転

土 師 器

郭
(70)

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ,黒変

浅黄橙色
多

子
子

粒
粒

竹
色
色

は
白
赤

良  好 反転

土 師 器

客

(32 0) ヨコナデ,ハ ケロ,スス付着
ヨコナデ,ハ ケロ

灰黄色
やや粗
赤・白・黒色粒子

良  好 反 転

土 師 器
イ

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ,黒変

黄橙色 母

ヽ

凛

勢
子
子

粒

粒

密
色
色

緻
白
赤

良  好 反 転

灰釉陶器
皿

(13 0) ロクロナデ
ロクロナデ,釉

灰 白色
密
や や 粗
赤・自色 粒 子

良 好 反転

土 師 器

不
(46)

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 Nαl 反転

土 師 器
不

(50)
手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

にぶい橙色
緻 密
白 色 粒 子
赤 色 粒 子 多 レ

良 好 No2  憑更車底

須 恵 器
甕

(18 0)
外面:タタキロ,ヘラ削り,底部ヘラ削り
内面:ヘラナデ

灰  色
やや粗

白色粒子,小礫
良 好 No3 4  カ電車至

黒色土器

必

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面黒色

灰黄色
徹密
赤・白色粒子

良 好 反 転

黒色土器

然
(68)

ロクロナデ,底部回転糸切り
ロクロナデ,内面黒色

灰黄色
やや粗
赤・白色粒子

良 好
甲斐型ではなし

反転

上 師 器

不

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,摩滅している

赤褐色
級
白
赤

`粒子

`粒子 多 ν
良 好 反 転

土 師 器
イ

(140) ロクロナデ
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 反 転

土 師 器
不

(12 0)
ロクロナデ,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良  好 反 転
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番 号 器種・器形 ,去量Cnl 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

土 師 器

皿

32) 外面iロ クロナデ,手持ちヘラ肖」り,底部手持ちヘラ肖けり

内面:ロ クロナデ
黄橙色

ゃ ゃ IFI

赤・白・黒 色 粒 子
′|ヽ 石雪と

不  良
N(〉 1

内外面共部分的生焼状態

115 200
土 師 器

皿

外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り
内面:ロ クロすデ

橙  色
密
白 色 粒 子 ,笙母
未 魯 対 子 多 い

やや不良
Nol

内面やや生焼状態

116
黒色土器

イ

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面黒色

浅黄橙色
密
赤・ 白 色 粒 子 良 好 ヘラ削りが乱暴 反転

117
土 師 器

イ

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り,表面やや荒れている
ロクロナデ

にぶい橙色
やや粗

赤・白色粒子
良 好 反 転

上 師 器
イ

(50)
体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色 赤・白 色 粒 子
白 色 粘 土 IFL入

良  好
反転

底外に線刻

土 師 器
皿

(60)
ロクロナデ,底部回転糸切り後ヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良  好
内外面共荒れている

反転

上 師 器
甕

(80) 黄褐色
やや粗
赤・白・黒色粒子,雲母

良  好 反 転

土 師 器
イ

(40)
体・底部ヘラ削り
ロクロナデ

黄橙色
緻密

赤・白色粒子
良  好 底外に線亥1 反転

土 師 器

不
(40)

体・底部手持ちヘラ削り,黒変
ロクロナデ

黄橙色
緻密

赤・白色粒子
良  好 底外に線刻 反転

123
土 師 器

郷

(112) ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

にぶい橙色
密
赤・白色粒子,雲母

良 好
Nαl ―括
器面やや荒れている

土 師 器

郵

外面:ロクロナデ,手持ちかヽラ肖1り ,底都回転糸切り後手持ちヘラ削り

内面:ロ クロナデ,暗文
黄橙色

密

赤・白色粒子,雲母
良 好

No6 ほぼ完形
器面やや荒れている

土 師 器

邦

14) ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日音文

橙  色
密
赤・白色粒子,雲母

良  好

N(〉578 -‐ 括
ヤよば 完 チ杉
器 面 荒 れ て い る

土 師 器

郭

(116, 外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ,暗文

にぶい橙色
密
赤・白 色 粒 子 良 好

Nα5 -括 反転

器面荒れている

土 師 器
イ

(114)
(6 0)

ロクロナデ,手持ちヘラ肖Iり ,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日音文

黄 橙
密

赤。白色粒子
良 好

Nα8 反転
器面荒れている

土 師 器

郭

(112) ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ肖1り

ロクロナデ,暗文
にぶい橙色

密
白 色 粒 子 ,小礫
未 れ 対 子 夕 い

良 好
No2 -括  反転

器面荒れている

土 師 器

不

(120)
(6 0)

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,日音文

黄橙色
密
赤・白 色 粒 子 ,雲母
白 色 粘 土 混 入

良 好
No2 5 反転
器面荒れている

土師器

郭

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

橙  色 白 色 粒 子 ,雲母
赤 色 粒 子 多 い

良 好
N皓  反転

器面荒れている

土 師 器

皿

ロクロナデ,回転ヘラ削り,底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,同 心円状暗文,内面剥離

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好 Nα4  方電車云

132 229
土 師 器

皿

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色 赤・ 白 色 粒 子
白律 粘 土 混

^

良  好
器面荒れている

反転

土 師 器
イ

(42)
ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色
やや粗
赤・白色粒子,小礫

良  好 反 転

土 師 器
イ

(40)
ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

浅黄橙色
緻密

赤・白色粒子
良  好 反 転

135 234
土 師 器

甕

一

７

一

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後周辺手持ちヘラ削り
ロクロナデ,黒変

橙  色
密
赤・白色粒子,雲母

良 好 No2 反転

土 師 器

皿

一

６ 。 外面:ロクロナデ,手持ちヘラ肖1り ,底部回転糸切り後手持ちヘラ肖1り

内面:ロ クロナデ
浅黄橙色

密
赤・白色粒子

やや良好
若千生続の状輿

一括 反 転

237
土 師 器

皿

外面 :ロ クロナ デ

内面:ロ クロナデ,同心円状暗文
にぶい橙色

やや粗
赤・白色粒子,雲母

良  好 反 転

237
黒色土器

イ
(60)

:ロ クロナデ,底部回転糸切り後ヘラ削り
:ロ クロナデ,内面黒色

浅黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良  好 器面荒れてVる 反転

土 師 器
甕

(90)
ハケロ,底部木葉痕
ハケロ

暗褐色
やや粗

白・黒色粒子
良  好 Nol 反 転

240
灰紬陶器

笙

一

８

一

ロクロナデ,底部ロクロナデ
ロクロリーデ

灰 色
密
赤。白色粒子

良 好 反転

257
土 師 器

皿

(130) ロクロナデ,回転ヘラ削り
ロクロナデ,暗文

黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好 反 転

黒色土器
イ

一
Ｇ

一

手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文,内面黒色

褐 色
密
赤・白色粒子

良 好 反 転

土 師 器
皿

(12 8)

28

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
粗
赤・白 色 粒 子
砂 礫 多 い

良 好
Nαl

内外面に黒変あり

黒色土器

不

一

５

一

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文,内面黒色

浅黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好 反 転

145
須 恵 器

郭

(16 0) 外面:ロ クロナデ
内面:ロ クロリーデ

灰  色
密

白・黒色粒子
良  好 Nα7  カ乏軍云

146
土 師 器

甕

外面:ハう「目

内面:ハケロ,指頭圧痕
茶褐色

や や 粗
赤・自・黒 色 粒 子 良  好

No1 3ヽマ6 8-12
-括 反転

261
土 師 器

イ

(110) 外面:ロ クロナデ,手持ちヘラ削り
内面:ロ クロナデ

黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好
No2 反転

器面荒れている

土 師 器

杯
(70)

ロクロナデ,底部回転糸切り
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子

良 好 器面荒れている 反転

263
土 師 器

皿

(14 0) 外面:ロ クロナデ,外面摩滅している
内面:ロ クロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好 反 転

土 師 器

邦

手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色 緻 密 良 好 体外に線亥1あ り

土 師 器

郷

(130) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロリーデ

灰白色
密
赤・白色粒子

やや良好
内外面に黒変あり

反転
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番 号 器種 ,器 形 ,去量CnI 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 土 焼 成 備 考

280
土 師 器

不

(150) ロクロナデ
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良  好 反 転

土 師 器
甕

外面:ヨコナデ,ヘラ削り
内面:ヨコナデ,ヘラ削り

H吉掲色
やや粗

白・黒色粒子,小礫
良 好 反 転

280
土 師 器

イ

(13 0) ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子

良  好
器面あれている

反転

土 師 器

皿

(12 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

灰 白色
密

赤・白色粒子,雲母
やや良好 反 転

土 師 器

邦
(42)

体部不明,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

にがい橙色
やや粗
赤・白色粒子,雲母

良  好
器面荒れている

反転

土 師 器

邦
(4

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面摩滅している

憧  色
緻密
赤・白色粒子

良  好
体部～底部にかけ黒変
外面剥離

158 282
黒色上器

高台郵
(70)

外面:ロ クロサーデ

内面:ロ クロナデ,暗文,内面黒色
内 灰色
外 に莉増色

やや粗

赤・白色粒子
良  好 貼付高台 反転

283
土 師 器

郭
(40)

ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ肖」り
ロクロナデ

浅黄橙色
緻密

赤・白色粒子
良 好 反 転

土 師 器

郵

(16 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文

にぶい橙色
徹密
赤・白色粒子

良 好

289
黒色土器

邪

一

５

一

体・底部手持ちヘラ削り
ナデ,内面黒色

橙  色
緻密
赤・白色粒子

良  好 反 転

須 恵 器
甕

タタキロ
すデ

灰  色
密

赤・白色粒子
良  好

土 師 器

邦

(14 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密

赤・白色粒子
良 好 反 転

黒色土器
イ

ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内面黒色

灰 白色
密

赤・白色粒子
やや不良 反転

土 師 器
イ

(19 0, ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロナデ

黄掲色
緻密
赤・白色粒子

良  好
Nol 反転
内外面黒1離し荒れている

土 師 器
イ

(50)
ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部回転糸切り
ロクロナデ

橙  色 赤・白色 粒 子
白色 粘 fヒ混 入

良 好 Nα2 反転

土 師 器

皿
(40)

体・底都回転ヘラ削り
ロクロすデ

にぶい橙色 赤・白色 粒 子
白 色 粘 上 混 入

良  好 No5 反転

土 師 器

竃形土器

外面tナ デ,ハ ケロ,底部ヘラ削り
内面:ナ デ

褐 色
や や /B
赤・白・黒 色 粒

=棄 母 小 権
良  好 No4

黒色土器

郵

外面:ロ クロナデ
内面:ロ クロナデ,内面黒色

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好 体外に線亥1あ り

170
土 師 器

邦
(30)

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロサーデ

橙  色
緻密

赤・白色粒子
良 好 反 転

307
土 師 器

イ
(60)

手持ちヘラ削り,回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密

赤・白色粒子
良  好 反 転

172
土 師 器

皿
(70)

体・底部回転ヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子

良 好 反転

332
土 師 器

皿

(130) ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底 部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

黄橙色
密
赤・白色粒子

良 好 反 転

332
土 師 器

皿

(13 0) ロクロナデ,手持ちヘラ削り
ロクロすデ

浅黄橙色
緻 密
赤・白色 粒 子 良  好 反 転

土 師 器

邦

一
４

一

ロクロナデ,手持ちヘラ肖1り ,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
やや粗
赤・白色粒子,小礫

良 好 Nαl 反転

土 師 器

郭
(60)

外面:ロクロナデ,底部回転糸切り

内面:ロ クロナデ
橙 色

やや粗

赤・白色粒子 ,小楔
良 好 Nαl 反転

土 師 器
イ

(18 0) ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤・白色粒子

良 好
体外にヘラ書あり

反転

土 師 器

足高高台
(74)

ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
やや粗
赤・白色粒子,雲母

良  好
Nαl 反転
器面1シ張して破裂している

上 師 器

不
(60)

外面:ロクロナデ,手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
内面:ロクロナデ

橙  色
やや粗
赤・白色粒子

良  好 反 転

土 師 器

磨

外面:ヘラ削り,すデ
内面:ハケロ,ナデ

浅黄橙色
密
赤・白色粒子

良  好
Nol 一括
っit354 355  反転

土 師 器
甕

＼ケロ,ナデ
ケヽロ,ナデ

暗褐色
や ヾ IH
赤・白・黒 色 粒 子

=豊
ホ 穂

良 好 No2 反転

第11表 ピット出土遺物観察表 (瓦 )
〔法量は上から長軸長 短軸長・厚さの順、一は計測不能 ( )は推定値を示す〕

番号 れ三   男け 去畳圭(cm 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

182 丸  瓦
一
一
」

テ

コ
ｋ

タ

ヨ
匡

凸面:す デ,ヘラ削り

凹面:茄丁目
灰  色

密
赤・白色粒子

良 好 60ピット出土

第12表 ピット出土遺物観察表 (金属製品・石製品)  陣位はcmおよびg〕

番 号 器  種 材   質 長 さ 厚 さ 重 量 備 考

磨石? 輝石安山岩 36 369ピット出土,No3

鉄 滓 鉄 56 25 68 09 261ピット出土,Nα l
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第13表 大坪遺跡 ピットー覧表

ピッ ト

番 号
平 面 形 態 断 面 形 態

規        模  (m)
考 (出土建物 など)偏

長  軸 短  軸 深   さ

1 楕 円 形 鍋  底  状 0.78 0.58 0.17

2 不 整 円 形 U 宇 形 0,48 0.43 0.17

3 不 整 精 円形 皿 状 1.07 0.68 0.11

4 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.73 0.58 0.20 土師器イ片出土

5 不 整 円 形 U 宇 形 0_47 0,38 0.17 土師器杯片出土

6 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.95 0157 0.48 土師器イ・皿片出土

7 不 整 円 形 鍋  底  状 0^63 0.55 0.15

8 不 整 円 形 鍋  底  状 0.75 0.67 0.32 土師器底部破片出土

9 不 整 円 形 U 字  形 0.49 0.40 0.18

0 楕 円 形 鍋  底  状 0.49 0.39 0.12

1 不 整 円 形 鍋  底  状 0.50 0.46 0.23 柱根状木片出上

2 楕 円 形 鍋  底  状 1.16 0.82 0.16

3 不 整 円 形 鍋  底  状 0.90 0,88 0.20 土師器皿片出土

不 整 円 形 鍋  底  状 0.47 0.46 0.10

5 精 円 形 鍋  底  状 0.90 0。 75 0.32 土師器不・蓋 。甕片出土

6 不 整 円 形 U 字  形 0.50 0.43 0.21 上師器皿片出土

精 円 形 皿 状 0,78 0.57 0。 13

隅 九 方 形 鍋  底  状 0.85 0_82 0.18 1号掘立掘 り方

不 整 円 形 鍋  底  状 0.93 0,82 0.19 1号掘立掘 り方

隅 丸長 方 形 鍋  底  状 1.08 070 0.39 1号掘立掘 り方

21 不 整 円 形 U 字 形 0.56 0.48 0.26

22 不 整 円 形 U 字  形 0.34 0.30 0.21

精 円 形 U 字 形 0.51 0.31 0.24

不 整 円 形 U 字 形 0.71 0,62 0.22

25 隅 九 長 方 形 鍋  底  状 0.95 0,75 0.29 1号掘立掘 り方

不 整 円 形 鍋  底  状 0.74 0.62 0.34

27 楕 円 形 鍋  底  状 0.80 0.31

不 整 精 円形 U 宇 形 0.86 0,30

不 整 円 形 鍋  底  状 0.79 0.27 須恵器高台不片出土

不 整 円 形 鍋  底  状 0.80 0,75 0,44 1号掘立掘 り方

31 不 整 精 円形 鍋  底  状 0_99 0,70 0.23

隅 九長 方 形 鍋  底  状 1.14 0,70 0.35 1号掘立掘り方

隅 丸長 方 形 U 宇  形 0,73 0.53 0.24

34 不 整 円 形 U 字  形 0.56 0.50 0.24

不 整 円 形 U 字  形 0.70 0.58 0.23

不 整 円 形 鍋  底  状 0.54 0.48 0.18

精  円  形 U 宇  形 0.83 0,70 0.20

隅 丸 長 方 形 鍋  底  状 0。 78 0.63 0.16 1号掘立掘 り方

不 整 円 形 鍋  底  状 0.47 0.69 0。 31 土師器イ片出土

精 円 形 鍋  底  状 0.82 0.66 0.30

不 整 精 円 形 鍋  底  状 0,99 0.58 0.17

不 整 円 形 鍋  底  状 0.95 0,94 0.23 1号掘立掘 り方

不 整 円 形 鍋  底  状 0.57 0.50 0.29

楕 円 形 鍋  底  状 0.65 0.20 黒色土器高台不片出土

精 円 形 鍋  底  状 0.70 0.25 土師器不片出土

46 楕 円 形 U 字 形 0.44 0.35 0.29 土師器および黒色上器邦片出土

47 楕 円 形 U 字  形 0.57 0.24 上師器イ片出土

48 精 円 形 鍋  底  状 0.54 0.36 0.17 土師器郷片出土

楕 円 形 鍋  底  状 0.51 0.19 扁平な礫出土

不 整 円 形 鍋  底  状 0_45 0.45 0.19 土師器イ・甕片出土

隅 九 方 形 鍋  底  状 0.56 0.54 0.20

52 隅 九 方 形 鍋  底  状 0.37 0.40 0。 19

精  円 形 鍋  底  状 0.67 0.50 0.17

54 不整 精 円形 鍋  底  状 0.74 0.57 0.22

55 不 整 円 形 鍋  底  状 0.60 0.53 0.21 角柱状の礫,上師器イ片出土

示 整 円 形 鍋  底  状 0.65 0.63 0.16
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ピッ ト

番 号
平 面 形 態 断 面 形 態

規 模  (m)
備        考 (出土遺物など)

長  軸 短  軸 深   さ

57 不 整 円 形 U 字  形 0.80 0.67 0 19

不 整 円 形 皿 状 0.69 0.15 土師器イ片出土

不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.79 0.47 0 17 土師器皿片出土

不 整 円 形 鍋  底  状 0_81 0.76 0.34 土師器高台郵・皿片、黒色土器高台邦片出土

不 整 精 円 形 U 字 形 (1.31) 0.59 0 24 黒色土器不片出土

不整楕 円形 U 字 形 0.61 0.37 0.55
63 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.87 0.58 030 土師器イ片、黒色土器高台不片出土

不整楕 円形 U 字  形 0,78 0.61 025 土師器不・皿片出土 (ヘ ラ書土器片含む)

65 不 整 精 円 形 U 字  形 0,70 026 土師器必片出土

不 整 円 形 鍋 底 状 0.30 0.29 0.07 土師器不、黒色土器鉢 ?片出土 土器埋納遺構か

67 不 整 円 形 鍋  底  状 0 71 0.62 0.29 黒色土器不片出土

不整精 円形 U 字  形 0,72 0.55 0.21

不 整 精 円 形 鍋 底 状 064 0.50 029 須忘器甕片出土

70 不 整 円 形 U 字  形 0 31 0,30 0 15
71 不 整 円 形 U 宇  形 0 32 0.28 0 21
72 不 整 円 形 U 字  形 0 29 0.28 023
73 不 整 円 形 U 字  形 0_52 0.50 0.19 柱根状炭化材、土師器甕片出土

74 精  円  形 鍋  底  状 0.62 0.50 0

75 楕  円 形 鍋 底 状 0 59 0.46 0

76 不 整 楕 円 形 U 字  形 0.88 0.50 0

77 不整 楕 円形 U 字  形 0 89 0.59 0.26

不 整 精 円 形 鍋 底 状 1 36 0.97 0.24 灰釉陶器重片出土

79 不 整 円 形 U 字  形 0 38 0.37 0 27

精 円 形 鍋 底 状 0 80 0.57 0.25

不 整 円 形 鍋 底 状 0.56 0.54 0.21

不 整 精 円形 鍋 底 状 043 0.35 0.25 土師器イ・皿片出土

不 整 円 形 U 宇 形 0.34 0.34 0.21
84 不 整 円 形 鍋 底 状 0 79 0 70 029 坑底近くから線刻文字を伴 う土師器イ完形品出土

85 不 整精 円形 鍋 底 状 0 66 0.55 0 19

不 整 精 円 形 U 字 形 050 0.23

不 整精 円形 U 字 形 1 10 0.66 030 土師器郭・甕片出土

楕 円 形 鍋 底 状 0.67 0.51 0.25

不 整 円 形 鍋 底 状 0.73 0 71 0.17

隅 九 長 方 形 鍋 底 状 0.47 032 0.18 土師器皿片出土

隅 九 長 方 形 鍋 底 状 0.55 047 0.36 線刻文字を伴 う土師器イ出土,上器埋納遺構か

不 整 円 形 鍋 底 状 0.59 0 50 0.12

隅 丸 方 形 鍋 底 状 0.53 0 50 0.22

不整精 円形 鍋 底 状 0.81 0.52 0,15

隅 丸 長 方 形 鍋 底 状 0.53 0.46 0,20 土師器不・蓋片出土

不 整 精 円 形 皿 状 1_17 084 0.12 土師器焼成遺構と考えられる,焼土および灰が顕著である,多量のlT,皿 出士

97 不整精 円形 鍋 底 状 0.73 0.50 0.08

不 整 円 形 U 字 形 0.43 0.38 0.22

不 整 円 形 鍋 底 状 0.58 0_58 0.19

100 不 整 円 形 鍋 底 状 0^60 0.54 0.11

101 精 円 形 鍋 底 状 0.57 0.41 0.15

102 不 整 円 形 鍋 底 状 0.62 0.64 0 14

103 不整 精 円形 鍋 底 状 1.02 076 0 26 土師器皿片出土

104 不整 精 円形 鍋 底 状 079 065 0.14

105 不 整 円 形 鍋 底 状 0.66 0.63 0.11

106 隅 丸 方 形 鍋 底 状 0.67 063 0_35 坑底から土師器甕底部出土

107 不 整 円 形 鍋 底 状 0_85 070 0.34

108 不 整 円 形 鍋 底 状 0,48 0.46 0.11

109 不 整 円 形 U 字 形 0.41 040 0.35

1 不 整 円 形 U 宇 形 096 0_87 023

1 1 精 円 形 皿 状 070 0.51 0.15
1 精 円 形 鍋 底 状 0.67 0.53 0.11
113 精 円 形 底 状鍋 0.42 0.37 0.29 土師器イ片出土
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ビッ ト

番 号
平 面 形 態 断 面 形 態

規        模  (m)
備 考 (出上遺物など)

長  軸 短  軸 深   さ

114 不 整 円 形 鍋  底  状 0.68 0 63 0.30 土師器14h(ヘ ラ書)・ 甕片出土

115 不 整 円 形 鍋  底  状 0 36 0.08 土師器不・皿片出土

116 情 円 形 皿 状 0,98 0.70 0.13 土師器皿出土

117 不整 楕 円形 鍋  底  状 0.41 0.40 0.06

118 不 整 円 形 U 宇  形 0.35 0.31 0.07

119 楕 円 形 U 宇  形 0.30 0.20 0 10

120 不 整 円 形 鍋  底  状 0.39 0.36 0 22

121 不 整 円 形 鍋  底  状 0_40 037 0_15

122 精 円 形 鍋  底  状 0,43 0,38 0,13

123 精 円 形 鍋  底  状 0_48 0.43 0.09

124 不 整 円 形 鍋  底  状 0.43 0.42 0.11

125 不 整 円 形 鍋  底  状 0.37 0.34 0.13

126 不 整 円 形 U 宇 形 0.21 0。 17 0.17

127 不 整 円 形 U 字  形 0.52 0.30

128 不 整 円 形 鍋  底  状 0.70 0.60 0.12 1号掘立掘 り方

129 示整 楕 円形 鍋  底  状 0.51 0.36 0 09

130 不 整 円 形 U 字 形 0.15 0.15 0.06

131 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.62 0.37 0.11

132 精 円 形 悟  鉢  状 0.36 0.28 0.10

133 不 整 円 形 鍋  底  状 0.43 0.40 0.16

134 不整 精 円形 鍋  底  状 0.65 0.46 0 20 土師器不・皿片出土

135 楕 円 形 鍋  底  状 1.00 0,80 0.23 土師器皿・灰釉陶器壷底部破片出土

136 不 整 円 形 鍋  底  状 0.35 0,34 0,11

137 不 整 円 形 皿 状 0.21 0,19 005

138 不 整 円 形 鍋  底  状 0.30 0.26 0.13

139 不 整 円 形 U 字  形 0 20 0。 18 0.12

140 精 円 形 U 宇  形 0,48 0.29 0.17

141 隅 丸 方 形 鍋
1底

 状 0.66 0.60 0.29

142 不 整 精 円形 鍋  底  状 0.83 0.58 0。 13

143 不 整 円 形 鍋  底  状 0.36 0.35 0.18

144 不 整 円 形 U 字  形 0.20 0 18 0.07

145 不整精 円形 U 字  形 0.29 0 19 0.17

146 不 整 円 形 信  鉢  状 0,32 0.31 0.15

147 不 整 精 円形 皿 状 0 53 0.34 0.05 土師器甕底部片出土

148 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.45 0.39 0.09

149 不 整 円 形 U 字 形 0.49 0.49 0.22

150 不 整 円 形 U 字  形 0.51 0.40 0.29

151 不整惰 円形 U 字  形 0.44 0.41 0.24

152 不整 精 円形 皿 状 0.69 0.62 0.08

153 不 整 円 形 鍋  底  状 0.58 0.57 0.13

154 楕 円 形 皿 状 0.81 0.71 0.10

155 不 整精 円形 鍋  底  状 0,75 0.48 0.12

156 不 整 円 形 皿 状 0.51 0.46 0.08

157 不 整楕 円形 U 字 形 0.64 0.40 0.20

158 不 整 楕 円形 鍋  底  状 0.73 0.56 0.09 土師器イ片出土

159 不 整 楕 円形 U 字  形 0.54 0,45 0.28

160 不 整 円 形 鍋  底  状 0.43 0.37 0.26 土師器皿片出土

161 精 円 形 U 字 形 0.46 0.38 0.21

162 不 整 円 形 U 字 形 0.34 0.32 0.31

163 不 整 円 形 皿 状 0.49 0.45 0.08

164 楕 円 形 鍋  底  状 0.53 0.39 0_38

165 不 整 円 形 U 字  形 0.38 0.35 0,20 土師器イ片出土

166 精 円 形 皿 状 0,44 0.39 0.05

167 不 整 円 形 U 字  形 0.40 0.39 0 16

168 示 整 円 形 U 宇  形 0.42 0.39 0 14

169 不整 精 円形 鍋  底  状 0.47 0.38 042 土師器邦片・甕片出土

170 不整 精 円形 鍋  底  状 0.62 0.50 0.31 土師器イ片、灰釉陶器片出土
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ピッ ト

番 号
平 面 形 態 断 面 形 態

規        模  (m)
偏 考 (出 土遺物 など)

長  軸 短  軸 深   さ

171 不 整 円 形 鍋 底 状 0.62 0.53 0.15

172 不 整 円 形 U 宇 形 0.27 0.21 0.22

173 惰  円 形 鍋  底  状 0.47 0.40 0.33

174 不 整 円 形 鍋  底  状 0.45 0.39 0.16 土師器イ片、須恵器甕底部片出土

175 不 整 精 円形 鍋  底  状 0_84 0.57 0.25

176 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.98 0.53 0.15

177 不 整精 円形 U 字 形 0,74 0.54 0.20

178 楕 円 形 U 字 形 070 054 0 15

179 精  円  形 U 字 形 0.46 0,18

180 不整 精 円形 U 字 形 1.07 0.46 0.51 黒色土器邦片

181 精 円 形 悟  鉢  状 0.35 0.24 0.09

182 不 整 円 形 U 字  形 0.26 0.23 0.24 丸瓦片出土

183 不 整 円 形 U 字  形 0,30 0.27 0 29 磨石状の石器出土

184 不 整 円 形 U 宇  形 0.26 0_26 0 14 鉄滓出土

185 精 円 形 U 宇  形 0.25 0.18 0 12

186 不 整 円 形 括  鉢  状 0.29 0_26 0_13

187 不 整 円 形 揖  鉢  状 0.20 0.20 0.14

188 不 整 楕 円形 皿 状 0.24 0。 15 0.08

189 不 整 精 円形 鍋  底  状 0.63 0.47 0.10 黒色土器邦片出土

190 不 整 精 円形 皿 状 0.47 0.28 0,04

191 不 整 円 形 鍋  底  状 0.48 0.47 0 15

192 不 整 円 形 U 字 形 0,24 0.22 0,17

198 不 整 円 形 悟  鉢  状 0.39 0.39 0.32

194 不 整 円 形 指  鉢  状 0,23 0.21 0.16

195 不 整 円 形 信  鉢  状 0.25 0.23 0.04

196 不 整 円 形 U 字 形 0.20 0,20 0.07

197 示 整 円 形 U 字 形 0.20 0.19 0.08 土師器杯片出土

198 不 整 円 形 鍋  底  状 0.53 0.51 0 22

199 不整 精 円形 鍋  底  状 0_82 0.74 0.37 土師器イ片出土

200 不 整 円 形 皿 状 0.35 0.32 0,02 生焼状態の上師器皿 2点出土

201 楠 円 形 U 宇  形 0.72 0.53 0.25

202 精  円 形 鍋  底  状 0.53 0.45 0。 22

203 精 円 形 U 字  形 0.51 0.44 0.34

204 不 整精 円形 鍋  底  状 0.38 0.37 0.12

205 不 整 円 形 鍋  底  状 0.46 0.40 0.20

206 不 整 円 形 鍋  底  状 0.20 0.17 0.10

207 不 整 円 形 鍋  底  状 0.38 0,34 0.07

208 不 整 円 形 鍋  底  状 0.29 0.27 0,04

209 精 円 形 ? 鍋  底  状 0.55 0.24

2 0 精 円 形 鍋  底  状 0.43 0.33 0.08

2 l 隅 九 長 方 形 鍋  底  状 090 0.72 0.46 黒色土器不片出土

2 精  円 形 鍋  底  状 0.48 0.36 0.13

2 不 整 円 形 鍋  底  状 0.52 0.52 0.27 土師器郷片出土

2 精 円 形 鍋  底  状 0.47 0.40 柱根状木片、土師器皿・甕片出土

2 不 整精 円形 鍋  底  状 0.27 025 0_15

2 楕 円 形 鍋  底  状 0.44 0,35 0.22

2 7 不整 精 円形 U 宇 形 0.59 0.50 0.38

2 不 整 円 形 鍋  底  状 0.51 0.48 0.15

2 不整精 円形 鍋  底  状 0.91 0。 75 0.21

220 楕 円 形 鍋  底  状 0.68 0.54 0.31

221 不 整 円 形 U 字 形 0,75 0.69 0.37

222 不 整 円 形 U 字 形 0.39 0.39 0_18

223 不 整 円 形 皿 状 0.50 0.42 0。 11 土師器不片出土 (線刻)

224 楕 円 形 皿 状 0.90 0.65 0。 10 土師器不・皿が集積した状態で出土

225 不 整 円 形 鍋  底  状 050 0.45 0.28

226 楕 円 形 鍋  底  状 064 0.53 0.47

227 不 整 精 円形 U 宇  形 0.51 0.42 0.31
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ピッ ト

番 号
平 面 形 態 断 面 形 態

規        模  (m)
備 考 (出土遺物など)

長  軸 短  軸 深   さ

228 精 円 形 皿 状 0.55 0 45 0.13

229 不 整 円 形 鍋  底  状 0.48 0,40 0 19 土師器皿片出土

230 精  円 形 楕  円 形 0.39 0,05

231 不整 精 円形 鍋  底  状 1 13 0.23 土師器イ片出土

232 不整 精 円形 鍋  底  状 0,73 0.25

233 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.76 0.55 0 13

234 不 整 円 形 鍋  底  状 040 0.39 0.24 土師器皿・甕片出土

235 不 整 円 形 U 字 形 0.26 0.24 0.12

236 精  円 形 鍋  底  状 0.62 0.37 0.30

237 不 整 円 形 鍋  底  状 0.67 0.26 土師器皿・甕片、黒色土器イ片出上

238 精  口  形 U 宇 形 030 0.24 0.11

239 不 整 円 形 U 字  形 0.32 0.31 0。 15

240 不整 精 円形 鍋  底  状 1_35 0_87 0.28 灰釉陶器壷底部片出上

241 不整 精 円形 鍋  底  状 0.44 0 35 0.26

242 不 整 円 形 指  鉢  状 0.28 0_27 0.24

243 不 整 円 形 鍋  底  状 0.31 0.29 0.08

244 不 整 円 形 U 字  形 0.13 0.12 0.09

245 精  円 形 U 宇 形 0 13 0。 10 0.09

246 精 円 形 U 字  形 0,25 0.19 0_09

247 不 整 円 形 U 字 形 0.14 0.13 0.11

248 不 整 円 形 U 字 形 0.18 0.16 0.07

249 不 整 円 形 U 字 形 0.27 0.27 0.06

250 不 整 円 形 U 宇 形 0.17 0,17 0.07

251 精 円 形 鍋  底  状 0.30 0.23 0.08

252 不 整 円 形 U 字  形 0.22 0.22 007

253 不 整 円 形 鍋  底  状 0.45 0.41 0.09

254 不 整 円 形 U 字  形 0.13 0.12 0.10

255 不整 楕 円形 鍋  底  状 035 0.25 0.12

256 不 整 円 形 鍋  底  状 0.50 0.49 0.11

257 不 整 円 形 鍋  底  状 0.79 0.69 0.29 土師器皿片、黒色土器イ片出土

258 不 整 円 形 鍋  底  状 0.38 0.26

259 不整 精 円形 鍋  底  状 0_50 0.31 土師器皿片、黒色土器郵片出土

260 楕 円 形 鍋  底  状 1.30 1,02 0.37 覆土中層から破壊された土師器養片散乱して出上、須恵器細片出上

261 不 整 円 形 鍋  底  状 0.25 0.24 0.16 土師器郷片出上

262 楕 円 形 U 字 形 0.72 0.61 0.20

263 楕 円 形 鍋  底  状 0,49 0.39 0.23 土師器皿片出土

264 不 整 楕 円形 鍋  底  状 048 0.38 0.34

265 不 整 円 形 鍋  底  状 0.44 0.43 0.35

266 精  円 形 鍋  底  状 0.45 0.30 0.20

267 不 整 円 形 橋  鉢  状 0.24 0,16

268 楕 円 形 鍋  底  状 0.36 0.30 0 18

269 不整 精 円形 鍋  底  状 0.60 0.30 0.21

270 楕 円 形 U 字  形 0.27 0.23 0.10 土師器郷線刻土器片出土

271 不 整 精 円 形 皿 状 042 0.37 0.08

272 不 整 円 形 鍋  底  状 0,43 0.39 0.18

273 不 整 円 形 U 宇  形 0.31 0.28 0.14

274 不整 精 円形 指  鉢  状 0.29 0.25 0.16

275 不 整 円 形 U 宇  形 0.26 0.24 0.04

276 不 整 円 形 U 宇  形 027 0.26 0。 14

277 不 整 円 形 信 鉢  状 0,34 0.33 0.20

278 不 整 円 形 鍋  底  状 0.33 0.27 0.12

279 精 円 形 鍋  底  状 0.28 0.17 0.04

280 精 円 形 鍋  底  状 047 025 土師器イ・皿・甕片出土

281 隅 九 長 方 形 鍋  底  状 0.67 054 0.20

282 不 整 円 形 鍋  底  状 0.54 0.49 0.21 土師器不片、黒色上器高台不片出土

283 不整 精 円形 鍋  底  状 0.76 0.28 土師器邦片出土

284 不 整 円 形 鍋  底  状 0.64 0.53 0.21
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卜
一号

ツ

一

ピ

番
平 面 形 態 断 面 形 態

規        模  (m)
考 (出土遺物など)偏

長  軸 短  軸 深   さ

285 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0,79 0.48 0.15
286 下 整 円 形 鍋  底  状 0 35 0,35 0.03
287 不整 精 円形 鍋  底  状 0.52 0.43 0.29
288 不 整 円 形 鍋  底  状 0.58 0.55 0.22
289 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.80 0.57 0.25 土師器イ片、黒色土器イ片、須恵器密片出土

290 不 整 円 形 U 宇  形 0,33 0.30 0.17
291 不整 楕 円形 鍋  底  状 0.51 042 0.19
292 精  円 形 U 字  形 0.52 035 0.24
293 不 整 精 円 形 U 字  形 0_37 0,31 0.08
294 精 円 形 悟  鉢  状 022 0,19 0.14
295 不 整 円 形 鍋 底 状 038 0.37 0.12
296 不 整 精 円 形 鍋 底 状 0 52 0.24
297 不 整 円 形 鍋 底 状 0.41 039 0。 15 土師器イ片、黒色土器イ片出上

298 不 整 精 円 形 U 字  形 0.37 0.37 0.36
299 不 整 円 形 U 字  形 0.26 0.23 0.20
300 不 整 円 形 U 字 形 0.48 036 0.11
301 不 整 精 円形 U 宇 形 0.81 0.65 0.40 土師器イ・皿片、竃形土器片出土

302 不 整 円 形 鍋 底 状 0.28 0.23 0.15
303 精 円 形 鍋 底 状 0.30 0.08
304 不 整 円 形 皿 状 0.43 0.42 0.15
305 精 円 形 鍋  底  状 0.44 0.31 0,11 黒色土器イ片出土

306 不 整 円 形 皿 状 0.52 0.47 0.17 上師器不片出土

307 不 整楕 円形 皿 状 0.84 0.66 0.12 土師器邦 。皿片出土

308 不 整 円 形 皿 状 0.40 0.40 0。 10
309 不 整 円 形 鍋 底 状 0.77 0.72 0.18
3 不 整 円 形 鍋  底  状 0。 72 0.64 0.18
3 1 不 整 円 形 鍋  底  状 0.65 0.59 0.34

2 不 整 円 形 鍋  底  状 0 41 0,35 0

3 不 整 円 形 鍋  底  状 0,32 0.29 0

3 4 精 円 形 皿 状 0.38 0.28 0.10
3 5 不整 精 円形 鍋  底  状 1.50 0.64 0

精  円 形 鍋  底  状 0.85 0.75 0.15
3 7 精  円 形 皿 状 0.60 0.45 0.07

8 不整 精 円形 鍋  底  状 1.03 0.67 0.18
3 9 不整精 円形 皿 状 042 0.29 0.17
320 不 整 円 形 皿 状 0.59 0.53 0.07
321 不整楕 円形 鍋  底  状 0 78 050 0.15
322 精  円 形 皿 状 0.61 0.47 0.07
323 不 整 円 形 鍋  底  状 0.73 0.66 0.12
324 精  円 形 鍋  底  状 0.43 0,38 0.10
325 楕  円 形 皿 状 074 0.57 008

326 不 整 円 形 皿 状 0.52 050 0.15

327 不整精 円形 鍋  底  状 0.39 032 0 15 扁平な礫出上

328 不整 精 円形 鍋  底  状 0 73 0,72 0.21

329 不整精 円形 鍋  底  状 0.41 0.28

330 精  円 形 鍋  底  状 054 047 0.18

331 不 整 円 形 鋼  底  状 0.38 0.06

332 不 整 円 形 鍋  底  状 0.53 048 0.34 土師器不片・皿出上

333 不 整 円 形 U 字  形 0,48 047 0.25

334 不 整 円 形 鍋  底  状 0.63 0.62 0.16 土師器不片出土

335 精 円 形 皿 状 027 0.22 0.05

386 不 整 円 形 鍋  底  状 0.23 0.23 0.08

337 不 整 円 形 U 字  形 0.18 0.16 0,02

338 不 整 精 円 形 U 字  形 0.19 0.17 0,02

339 不整楕 円形 U 字  形 0.26 0.23 0.08

340 隅丸長 方 形 鍋  底  状 0.64 0.36 根石状の扁平な礫、土師器不片 (ヘ ラ書)出土

341 不 整 円 形 U 字  形 0.27 0.26 0。 15
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卜
号

ツピ

番
平 面 形 態 断 面 形 態

規 模  (m)
備 考 (出上遺物など)

長  軸 短  軸 深   さ

342 不 整 円 形 U 字  形 0.24 0.23 0.10

343 不 整 円 形 U 字  形 0.28 0,25 0.10

344 不 整 円 形 鍋  底  状 0.39 036 0.21 脚高高台の脚部が倒置状態で出上、土器埋納遺構か

345 精 円 形 U 宇  形 0.30 0.27 0.16

346 精 円 形 U 字  形 0.34 0.29 0.24

347 不 整 円 形 U 字  形 0.32 0.27 0.12

348 不 整 円 形 鍋  底  状 039 0.39 0 15

349 不 整 円 形 鍋  底  状 0.30 0.29 0.11

350 不 整 円 形 鍋  底  状 0.48 0.47 0.18

351 不 整 円 形 THP 鉢  状 0.45 0.39 0.21

352 不 整 円 形 鍋  底  状 0.49 0,42 0.07

353 不 整 円 形 鍋  底  状 0.51 045 0.20

354 不 整 精 円 形 鍋  底  状 0.54 0.49 0.32 土師器邦・甕片出土

355 不 整 精 円形 鍋  底  状 051 0.36

356 不 整 円 形 鍋  底  状 0.38 0.34 0 1

357 精  円 形 鍋  底  状 0,28 0.23 0,10

358 不整 楕 円形 鍋  底  状 0.45 0.35 0

359 楕  円 形 鍋  底  状 0_38 0.32 0

360 楕  円 形 鍋 底  状 0.49 0.40 0.12

36ユ 精  円 形 鍋  底  状 0.36 0.29 0.09

362 不 整 円 形 皿 状 0.43 0.43 0.13

363 不 整 円 形 鍋  底  状 0.39 037 0.12

364 不 整 円 形 U 字 形 0.25 0^23 0。 17

365 精 円 形 鍋  底  状 0.46 0.09

366 不 整 円 形 U 字 形 0.25 0.22 0.06

367 精 円 形 鍋  底  状 0_29 0_07

368 精 円 形 播  鉢  状 0.64 0.48 0_38

369 不 整 円 形 皿 状 0,32 0.27 0.13 土師器甕片出土

370 不整 精 円形 鍋  底  状 0.79 0.54 0 14ハv0 52

371 楕 円 形 皿 状 0.37 0.25 0.22

372 不 整 円 形 鍋  底  状 0.37 0.36 0。 12

373 精 円 形 U 字  形 0.24 0.20 0。 13

374 不 整 円 形 U 宇  形 0.14 0.14 0.14

375 不 整 円 形 U 字  形 0.15 0.14 0.08

376 不 整 円 形 U 字  形 0.23 0.20 0.10

377 不 整 円 形 U 字  形 0.10 0.09 0.09

378 精  円 形 鍋  底  状 0.53 0.16

379 精  円 形 鍋  底  状 0.40 0.07 根石状の扁平な礫出上

380 不 整 円 形 皿 状 0.36 0.33 0.07

381 精  円 形 悟  鉢  状 0.28 0。 24 0.13

382 楕  円 形 指  鉢  状 0.30 0.23 0.16

383 精  円 形 鍋  底  状 0.28 0.23 0.09

384 不整精 円形 皿 状 0.52 034 0.07

385 不 整 円 形 U 字  形 0.15 0.14 0.10

386 不整精 円形 皿 状 0,25 0.15 0.08

a87 精  円 形 U 字  形 020 0.17 0.12

388 精 円 形 U 字 形 0.19 0.16 0.13

389 不 整 円 形 鍋  底  状 0.39 0.37 0.11

390 不整楕 円形 U 字  形 0.38 0.36 0,26

391 精  円 形 U 字  形 0.28 0.12

392 不整精 円形 鍋  底  状 0.67 0,11

398 不整精 円形 U 字  形 0.28 0.24 0.07

394 不 整 円 形 鍋  底  状 0.34 0.33 0.11

395 精 円 形 U 字 形 0.20 0.12

396 不 整 円 形 U 字  形 0.09 0.09 0.15
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第 5節 その他の遺構 と遺物、遺構外出土遺物

【その他の遺構】

〔溝状凹地遺構〕 (第35図 )

当遺構は、E-6・ F-6グ リッドにまたがって検出されている遺構で、当初は当遺構を自然流路かと思い調査

を進めていたが、土層観察を行つたところ、絶えず流水 していたとい う状況が認められず、酸化鉄の薄い沈着層が

教面み られることから、水の流入はみ られるものの、幾度かの滞水が繰 り返 し起こつている状況が観察できた。そ

のため単なる溝状遺構 とい うよりは、自然の作用によって形成された凹地に水が流れ込んで、池や沼的な状態を呈

しながら埋没が進んだ遺構ではないかと判断 し、溝状凹地遺構 と命名 した。167・ 168。 354・ 355・ 364・ 365・ 367・

378・ 380・ 384号 ピットと重複 し、378号 ピット以外は当遺構を切 り込んで構築 している。

当遺構は、半月形で検出されてお り、規模は東西3.70m、 南北9.45m、 深 さは確認面から約30cmを 測 り、浅い皿

状の断面形態をもつ。埋没状況を観察すると、当遺構に伴 う層位は第 4層から第 8層で、基本層序第V層 ―②であ

る褐灰色砂質シル ト層を切 り込んでいる。酸化鉄の沈着層を挟みながら、中砂～粗砂混 じりの黒褐色・青黒色シル

トが堆積 している。その上位には、平安時代の層位である基本層序第 Ⅱ層―⑥、第Ⅲ層―⑩が堆積 している。この

中で良好な遺物の出土状態を示 した層位は、第 6層の青黒色中砂～粗砂混 じリシル ト QllBG 3 1)層 で、古墳時代後期

の土器群を含んだ層である。この土層観察の結果、凹地状を形成 していた時期は、後述の出土遺物の状況からして

も古墳時代後期頃と思われ、これは先の 2号溝状遺構等の自然流路が存在 していた時期 と同じであるが、平安時代

には同様に埋没 し平坦化 している。当遺構の存在が示すように古墳時代後期は、当調査区を含め周辺一帯が微起伏

のある低湿な土地条件であったことが窺われる。

遺物の出土状態は、遺構内全体にわたつて散在 して出土してお り、特に南北のそれぞれの縁辺部からの出土が目

立っている。南縁付近には長径 lm前後を測る浅いピット状の落ち込みが数基確認されてお り、その内外から土師

器赤彩土器を含む邦が 7点、甑 3点、手捏土器片、用途不明石器数点等が出土している。北縁部分では甕形土器を

中心に数点出土している (第36。 37図 1～ 27)。 密 。飯類はいずれも潰れた状態で出土している。これら遺物の出土

状態をみると、自然流入によって混入した遺物とは考えにくく、祭ネE具である手捏土器等がみられることこから、

水辺周辺においての祭祖的行為が行われた結果、人為的に廃棄された遺物とみることができよう。

遺物は前述のとおり、土師器郵・甑・変を中心に出土している。第36図 1～ 8は土師器杯である。 1～ 5は 日縁

部が直立し、体部が半球形となる郷で、内外面または外面に赤彩の痕跡が残っている。器面は荒れているものの、

細かいミガキを施 し丁寧なつくりである。 6～ 8は体部が半円球形のもので、口縁部がわずかに直立している。9

は小型の領で底部に小孔が開けられている。10～16は長胴奏と球胴甕である。17・ 18は 口径20cm程度を測る大型の

飯である。第37図 19・ 20は手捏土器の破片資料である。21は平安時代の線亥1土器片資料。22～27は ホルンフェルス

製等の用途不明石器群である。

〔水田状遺構〕 (第 3図参照)

当遺構は水田跡 とする決定的な要素を欠いているため、水田跡の可能性もあるという意味で水田状遺構とよんで
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第37図 溝状凹地遺構出土遺物 (土器・土製品・石器 )

第14表 溝状凹地遺構出土遺物観察表 (土器 )

0

〔1:3〕

〔法量は上から口径 底径 器高の順 、一は計測不能、 ( )は推定値を示す〕

乾
》f

初歩
/導

I ♪堂ぶ

番 号 器種・器形 法 量 (c市 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

1
土 師 器

不

手持ちヘラ削り後ナデ,底部黒変
ナデ

黄橙色
密

赤 白色粒子
やや軟質

F6Ⅱ 層 No5 6 7 反転

内外面に赤彩の痕跡が残る

2
土 師 器

不

３６

・
４ ２

手持ちヘラ削り後ナデ
ナデ

黄橙～
にぶい橙色

密

赤 白色粒子
やや軟質

F-6
内外面に赤彩の痕跡が残る

3
土 師 器
不 (赤彩)

(14 0)

43
手持ちヘラ削り,ヨコナデ,ミガキ
ナデ,ミガキ

浅黄橙色
緻密
白・赤色粒子,小穣

良  好

4
土 師 器

イ

(14 4) 面

面

手持ちヘラ削り,ヨ コナデ,ミガキ
ナデ

|こ 婁iVヽ

黄橙色

緻密

白・赤色粒子,雲母
良 好

No26

外面のみ赤彩

5
土 師 器
年 (赤彩 )

(15 0) 外面:手持ちヘラ削り,ヨ コナデ 底部黒変
内面:ナデ

黄橙色
緻密

赤・白色粒子,雲母
良 好

No7  う正車ス
内外面赤彩

6
土 師 器

邦

(15 0) 手持ちヘラ削り,ナデ
ヘラ削り,ナデ

橙  色
密
赤・白色粒子,小礫

良 好 反 転

7
土 師 器

邦

(14 0) 外面:手持ちヘラ削り,ナデ,黒変
内面iナデ

にぶい橙色
密
赤.白 色粒子,小礫

良 好 No5  う電車云

8
土 師 器

郷

(14 0)

39
外面:手持ちヘラ削り,ヨ コナデ
内面:ナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子,雲母

良  好 No21  う乏車云

9
土 師 器

飯

３

一

７

外面:手持ちヘラ削り,ナデ
内面:ナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良  好
No27

やや器面荒れている

土 師 器
奉

外面:ヘラ削り後ナデ,底部ヘラ削り
内面:ヘラナデ

|こ ぶ Vヽ

黄褐色
白・赤・黒 色 粒 子 良  好 反 転

11
土 師 器

甕

８

８

一

ヘラ削り,ハケロ
ハケロ

褐灰色 自・赤・黒 色 粒 子 良  好 No2 38 E 6Ⅱ 層

土 師 器
蓬

２。

三
外面:ヨコナデ,ヘラ削り,ハケロ,黒変
内面:ヨコナデ,ハケナデ

褐灰色 自・赤・黒 色 粒 子 良 好 No3  ら電車二

土 師 器
甕

０

一　

一

ヘラ削り,ナデ
ナデ,ハケロ

にぶい

黄橙色
密
白・赤色粒子

やや軟質
F-6 Ⅱ層 Nol E-6F-6
外面やや荒れている

土 師 器
甕

３４

一　

一

外面 :ヨコナデ,ハケロ

内面:ハうr目
にぶい橙色

密
赤・白色粒子,雲母

良  好
Nα6 11 12 19 20

反転
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番号 器種・器形 法量 (cm) 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

土 師 器
甕

ヘラ削り後ナデ
ハケロ,ナデ

灰黄褐色
やや粗
赤・白色粒子,礫多い

良 好 No30 反転

土 師 器
甕

(70)
ヘラ削り,ナデ,黒変
ヘラ削り,ナデ

|こ デIVヽ

黄橙色

や や 粗
赤・ 白 色 粒 子
雲 母 .小礫 多 い

良 好
２４
転

配
反

土 師 器

伍
『
８。
一

ヘラ削り,ナデ
ヘラ削り,ナデ

灰 白色
～橙色

密
白・赤色粒子多い 良 好 No3 4 10 13 15。 16 23 28

土 師 器

飯

ヘラナデ,ヘラ削り
ナデ,ハケロ

橙  色
密
白・赤色粒子多い

良 好 Nl122

土 師 器
皿

(50)
体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
白坊麹粒乱 雲母

良 好
No18  5正車呂
底部内外面に線刻あり

第15表 溝状凹地遺構出土遺物観察表 (土製品・石製品) 陣位ldcmぉよびg〕

番 号 器  種 材 質 長 さ 厚 さ 重 量 備 考

手捏土器 土   製 (3 6)
色 調 :にぶ い 橙 色 ,胎 土 :白 色 粒 子
焼 成 :良好 ,No8
反 転 .ヘラ削 リ ナ デ .指頭 調 整

手捏土器 土   製
色 調 :黄橙 色 ,胎 土 :白 色 粒 子
焼 成 :良好 ,反転
― ラ肖可り.ナデ

磨 石 ? ホル ンフェル ス 57 No32 灰白色

磨 石 ? 安  山  岩 41 324 No34 灰 白色

不   明 ホル ンフェル ス No36 灰 色

不   明 輝 石 安 山 岩 No35 灰色

不   明 ホルンフェル ス 37 No37  ,て てヨ

不   明 花 闇 閃 緑 岩 57 67 血33 灰白色

おり、特に詳細な図面も示していない。その検出状況については第 3図の全体図を参照していただきたい。

当遺構はE-5グ リッドを中心に、東西約 8m、 南北約12mの範囲にわたって検出されているものである。同範

囲は、他のエリアに比ベピット等の他の遺構の存在が希薄なエリアである。特に断面観察は行っていないが、基本

層序第Ⅲ層一⑩上面で確認されたもので、酸化鉄の沈着がみられない幅約30ctl前後の黒色の帯が畦畔状に、水田の

区画を構成するかのように展開している。もしこれを畦畔とするならば、すでにその盛土は失ってお り、その基底

部の一部がわずかに残存するにすぎない。区画は明確ではないが、その面積は 3～ 6ポ前後で小区画のものである。

特に出土遺物はないが、区画内を中心として径 6～ 7 cln程度の小ピットが1,000個 以上確認されている。その性格

は定かではないが、稲株の痕跡である可能性も考えられる。

当遺構の詳細な時期は不明であるが、確認された層位からすると平安時代以降のもので、その範囲は、もう少し

広い範囲に展開していたものと考えられる。

【遺構外出土遺物】

遺構外出土遺物は、各グリッド内外から多数出土している。ここでは紙数の都合上、当遺跡の性格を考える上で

重要だと思われるヘラ書土器、線刻土器の破片資料を中心に報告し、その他当遺跡では出土点数が極めて少ない須

恵器片や土製品および石製品を報告することにする。各遺物の詳細については、以下の観察表を参照していただき

たい。

ここでヘラ書土器といつているものは、周知のように、焼成前にヘラ状工具で文字もしくは記号等記 した土器の

ことをいっている。そして線刻土器といつているものは、焼成後に釘状または刀子状の道具で文字もしくは記号を

記した土器のことをいっている。咳J書土器」という用語も一般的に使用されているが、ここでは同じような意味で

線刻土器とい う用語を使用している。

ヘラ書を伴 う土器片は第38図 1・ 5・ 6。 9。 10。 14・ 15・ 24。 27・ 28で、線刻を伴 う土器片は同図 2・ 3・ 4・

7・ 8。 11・ 12。 13。 16。 17・ 18,19,20。 21・ 22・ 23・ 25。 26・ 29で、すべて土師器である。30～33は須恵器片

で高台郭・高邦・蓋 。寮等がみられる。34は獣足状の土製品、35は大型の土錘 (管状土製品)の完形品である 。36・

37は砥石で、36は緑色凝灰岩製で、小孔が穿たれている。
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第16表 遺構外出土遺物観察表 (上器 )

9    1i3    10cm

〔法量は上から口径 底径 器高の順、一は計測不能、 ( )は推定値を示す〕

0     , 2     5cm
10cm

番 号 グリッド 器種・器形 法量 C� 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 考備

l D-5 土 師 器
イ

(18 6)

(9 0)
ロクロナデ,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密
白色粒子,雲母

軟  質
反 転
内 外 面 に黒 変 あ り
底 外 に ヘ ラ書 あ り

2 B-5 土 師 器
イ

９

一　

一

ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好
Ⅱ層.反転
体外に線刻あり

3 B-5 土 師 器

邦
(40)

手持ちヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良  好
Ⅱ層.反転
底外に線刻あり

4 B-6 土 師 器

皿
(60)

回転ヘラ削り,底部回転ヘラ削り
ロクロナデ,暗文

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好
反転
体外。底外に線亥jあり

5 C-5 土 師 器

邦
(60)

ロクロナデ,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好
反転

底内にヘラ書あり

6 D-6 土 師 器
イ

(50)
手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻密
赤・白色粒子,雲母

良 好
反転

底外にヘラ書あり

7 D-6 土 師 器

皿
(60)

回転ヘラ削り,底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,内外面共磨滅

橙 色
緻密
赤・白色粒子

良 好
Ⅱ層.反転

底内に線亥1あ り

8 E-5 土 師 器
不

(60)
ロクロナデ,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ナデ

にぶい橙色 緻密 良 好
反転

底外に線刻あり

9 D4
土 師 器

郷
(60)

手持ちヘラ削り,底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
緻 密
白 色 粘 土 混 入
赤・自 色 粒 子

良 好
Ⅱ層.反転
底外にヘラ書あり

E-6 土 師 器

皿

一

４

　

一

外面:ロクロナデ,底部回転糸切り
内面:ロクロナデ

黄色～

橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好
反転
底外にヘラ書あり

E-5 黒色土器
邦

(50)
体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ,暗文,内面黒色

黄橙色
緻密
赤・白色粒子

良 好
反転

底外に線刻あり

E-6 土 師 器
皿

一

７

一

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

やや軟質
反転

底外に線刻あり

E-6 土 師 器
イ

一

５

一

体・底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

褐 色
密・自色 粘 土 混 入
白 色 粒 子 ,雲母 良 好

反転
底外に線刻あり

E-6 上 師 器
郷

(70)
体・底部手持ちヘラ削り,底部外面諸1離
ロクロナデ,暗文

黄橙色
密
赤・白色粒子

軟  質
反転

底内にヘラ書あり

E-6 土 師 器
皿

一

７

一

外面:体・底部回転ヘラ削り
内面:ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤。白色粒子

良  好
反転

体内にヘラ書あり

B-5 土 師 器

蓋

(17 7) 外面:ロクロナデ
内面:ロクロナデ

にぶい

黄橙色

密
赤 ・ 自・黒 色 粒 子
雲 母

良 好
Ⅱ層.反転
体外に線刻あり

17 表採
土 師 器

蓋

(15 0) ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
緻密
赤。白色粒子

良 好
Ⅱ層.反転
体内に線刻あり

表採
土 師 器

IL?
(44)

外面!手持ちヘラ肖」り
内面:ロクロナデ

橙  色
密
赤・白・黒色粒子

良 好
反転
底外に線亥」あり
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番 号 グリッド 器種・器形 法量C耐 製 作 技 法 お よ び 器 形 の 特 徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

C-5 土 師 器
イ

(17 3) ロクロナデ
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好
破片
体外に線刻あり

D-5 黒色上器
イ

(16 0) ロクロナデ
ロクロナデ

浅黄橙色
緻密
赤。白色粒子

良 好
破片
体外に線刻あり

C-6 黒色土器
イ

外面 :ロ クロナデ

内面 :ロ クロナデ
橙  色

密
赤・白色粒子

良 好
破片
体外に線刻あり

C-4 土 師 器
イ

体・底部手持ちヘラ削り
ナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良  好
破片
体外・底外に線刻あり

B5 土 師 器
郵

一
一
一

底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良 好
Ⅱ層.破片
底外に線刻あり

B-5 土 師 器
麗

面

外

内

底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白色粒子

良  好
Ⅱ層.破片
底外にヘラ書あり

C5 土 師 器
手持ちヘラ肖」り
ロクロナデ

橙 色
密
赤・白色粒子

良  好
破片
底外に線亥1あり

C-5 黒色土器
一
一
一

面

面

底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好
破片
底外に線刻あり

C-5 土 師 器
底部回転糸切り後手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白・黒色粒子

良  好
破片
底内にヘラ書あり

表採 土 師 器
底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

にぶい橙色
密
赤・白・黒色粒子

良  好
破片
底内にヘラ書あり

表採 黒色土器
一
一
一

面

面

底部手持ちヘラ削り
ロクロナデ

橙  色
密
赤・白色粒子

良 好
破片
底内に線刻あり

D-5 須 忘 器
高台付イ

(10 0)
外面:ロ クロナデ,底部回転ヘラ削り
内面:ロクロナデ

青灰色
密
白・黒色粒子

良  好 反 転

C-5
器
不

忘須
高

一
一
一

ロクロナデ,底部回転ヘラ削り
ナデ

灰 色
密
赤・白・黒色粒子

良 好 反 転

D-3 須 恵 器
蓋

(156) 外面:ロ クロナデ,回転ヘラ削り
内面:ロ クロナデ

灰  色
密
白色粒子,小礫

良 好 反転

E-5 須 恵 器
甕

３５

一　

一

外面:ロ クロナデ
内面:ロ クロナデ

灰  色
密
白・黒色粒子

良  好 反 転

第17表 遺構外出土遺物観察表 (土製品 。石製品)    膵位はcmぉょびg〕

番 号 器  種 材 質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備 考

獣  足 土 製 27
表採、浅黄橙色
ヘラ削り、ヘラ状工具による刻み

土  錘 土 製

E-6グ リッド、イまぼ完 形
一 部 黒 変 している
橙 色 、整 形 ―ナ デ

砥  石 緑 色 凝 灰 岩 5,05 3.8
E6グリッド、ほぼ完存
孔有り、4面使用

砥  石 ホル ンフェルス
C6グリッド、久損品
4面使用
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第Ⅵ章 自然科学分析

第 1節 大坪遺跡 のテ フラ分析

河 西  学 (側山梨文化財研究所)

はじめに

大坪遺跡は、甲府市東部にあつて、甲府盆地北部の山地から盆地に遷移する地点での沖積面上に立地する遺跡で

ある。これ らの山地は鮮新世の水ケ森火山岩からなる八人山 。大蔵経寺山などから構成される。八人山から大蔵経

寺山の間には、濁川の支流である十郎川によって形成された急勾配の扇状地が分布 している◇遺跡周辺の十郎川は、

この扇状地面と笛吹川の扇状地 (沖積低地)と の境界を南西から西方向に流れて、酒折一丁目付近で濁川と合流し、

南流して笛吹川に至る。本遺跡では、平安期の上師器を中心とする遺物包含層の下位に厚い黒色腐植質土が堆積し、

より下位の青灰色シル ト中には厚さ5～ 8 clnの姶良Tnテ フラ (AT)の純層が確認されている。ここではATの記載

とともに黒色腐植質土中で広域テフラを検出することを目的としてテフラ分析を行ったので、以下に報告する。

I.蛤良Tnテフラ (AT)

テフラ層は、地表下約1.4～ 1.8mに厚さ5～ 8 cmで挟在している。野外では堆積最下部の約 2 cm程度が褐色を帯

び粗粒であり、上方では自色で細粒化する。テフラを水洗後顕微鏡下で観察すると、無色火山ガラスから構成され、

粒子の形態は、A・ A'型のいわゆるバブルウォール (泡壁)型がほとんどで、D・ E型をわずかに含む。火山ガラス

の屈折率は、位相差顕微鏡による浸液法 (新井,1972)に よつて測定され、n=1.498～ 1.501(モー ド 1.4995)の

測定値が得られた (第18表 )。 以上の火山ガラスの諸特徴からこのテフラは、姶良Tnテ フラ (AT)(町田 。新井,

1976)イこ対,ヒ さオしる。

ATは、本遺跡の深掘 トレンチにおいて地表下約1.4～ 1.8mの深さにほぼ同様の層厚で検出される。ここでのAT
は水成堆積テフラと考えられる。堆積後、上位に青灰色砂質シル ト～シル トが堆積するが、これ らの堆積物中に後

述のNos.20,21で 顕著なAT火山ガラスの二次堆積粒子の混入が認められる。

第18表 ATの 産出地点と諸特性

地 ′点 深度 (m) 厚さ (cln)

火 山 ガ ラ ス 火山ガラスの屈折率
レンジ (モー ド)形 態 色

大坪遺跡 (甲府市桜井町) 1 4～ 1.8 5～ 8 泡壁型 (A・ A'型 ) 鉦
＾

1.498ハ∨1.501(1.4995)

上土器遺跡 (甲 府市桜井町)(1) 泡壁型 (A・ A'型 ) 純
＾

1.499ハ∨1.501(1.500)

甲府市和戸町富士塚367(十 日日産跡地)(2) 5

甲府市東都市民センター南の交差点付近 ＋
一

泡壁型 (A・ A'型 ) 征
ハ

1.497-1 502(1.500)

(1)田代ほか (1988)、 (2)甲 府市教育委員会による。

大坪遺跡周辺でのATの検出例は以下の通 りである (第18表 )。 甲府市桜井町上土器遺跡で地表下1.4mで厚さ 5 cm

のガラス質テフラ層が屈折率測定によりATと 同定されている (田代ほか,1988)。 甲府市和戸町富士塚367番地 (旧

日産跡地)の試掘調査で、地表下1.7mで厚 さ 5 cmで ATと推定されるガラス質テフラ層が甲府市教育委員会によっ

て確認されている。また甲府市和戸町の甲府市東部市民センター南の交差点付近において、地表下約 lm程度 と見

積 もられる深度で厚さ5mのATが確認された。ATの深度は各地点で一定 しているわけではないが、どの地点でも

青灰色から灰色のシル ト～粘土層などの水成堆積物中にATが挟在 されていることが共通する。今後この地域のAT

が、発掘調査を行 う上で降灰前後の微地形の復元などに有力な鍵層 となると期待される。

Ⅱ.ト レンチ断面連続試料からのテフラの検出

1.試料

分析試料は、深掘 トレンチの東西断面の うち西側で採取 したものである。柱状図は結果 とともに示す (第40図 )。
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試料番号 fo l 皓  2 fo,3 No 4 吐 5 No 6 Ho.7 Ho 8 No.9 Ho.10 Io ll lo 12 lo.13 Ho 14 Ъ 15 to 16 吐 17 lo_18 Io 19 lo 20 は 21

火

山

ガ

ス

▲  無色 2 5 l I 3 2 5

A  褐色 +

A' 無色 3 l 1 1 1 J 4 9

A' 褐色 1 3 2

B  無色 6 6 7 4 I 1 2 l 5

B  褐色

絶 1 2 2 1 3 1 3 4

揖 色 l l

緑褐色

D  無色 1 2

E  無色

F  無色 3 1 1 1 l

F  褐色

F  緑掲色

F' 無色 1 1

F' 褐色

F' 緑褐色

長石 +石英

斜方輝伯 2 3 2 2 1 説 7 7 十

錦 5 1 1 1 1 l 2

角閃石 3 1 1 1 4 1 1 6 1(

酸化角閃石 1 1 l

緑簾石 1 ユ l l 1

ザクロ石 l

不透明鉱物 8 l 1 5 2 I

黒雲母 l 1 1 1

櫛助瑳酸体 II 馴 引 2

その他 Z

合計

第19表 大坪遺跡試料の計数鉱物粒数 (+は計数以外の検出を示す)

含  水
態 別 火 山 ガ

B

率

Ｆ

有

Ｆ

含形

ド
１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

‐１

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

卸

１８

‐９

２０

２‐

随

Ｎｏ．
Ｌ

血

血

血

血

に

皿

皿

に

Ｎｏ．
止

血

血

血

Ｎｏ．
Ｌ

に

止

Ｎｏ
．

期

勲

蜘

蜘

蜘

蜘

勲

蜘

蜘

匡拗鱒 →国 琳  囲 剪μm

圏
絶 土  国

砂質)琳
鯵 Y栴 :焦器

EI19擬攀警 【猛昼]テフ凱耐

第40図 大坪遺跡の火山ガラス・植物珪酸体含有率

試料を採取した断面は、採取直後に崩落したため、本文中の断面図 (第 4図)と 層序区分が若千異なっている。

2.分析方法

試料は、湿つたまま約20gを秤量後、水を加え超音波装置を用いて分散をはかり、分析舗 (#250)で 受けながら

泥分を除去した。乾燥後、分析箭 (#60,#250)を用いて>1/4mmお よび1/4～ 1/16mmの 粒径に舗別・秤量し粒径組

成を算出した。なお分析試料の乾燥重量は、別に同一試料約 5～ 10gを秤量ビンにとり秤量後、乾燥器で105℃ 、5

時間放置して得られた乾燥重量から算出した。鉱物粒子の観察は、1/4～ 1/16mmの 粒径砂をスライ ドグラスに封入し

中

0  05%

径

|キ |1岬∫
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偏光顕微鏡下で行なった。 1試料ごとに火山ガラス・風化物 。その他の粒子を含めた合計が500粒になるように計数

した。火山ガラスの形態分類は遠藤・鈴木 (1980)の方法に従った。細粒結晶を包有するF型火山ガラスはF'型 とし

て区別 した。

3.分析結果 。考察

偏光顕微鏡下での計数結果を第19表に示す。これをもとに含水率 (と 1)、 粒径組成、1/4～1/16mmの 形態別火山

ガラス含有率、および1/4～ 1/16mmサイズの植物珪酸体含有率を算出し第40図 に示す。なお形態別火山ガラス合有率

および植物珪酸体含有率は、試料単位重量当た りの1/4～ 1/16mm粒径の各粒子の割合で表示 した (注 2)。

以下に各地点の特徴について述べる。

AT直上の火山ガラスの含有は、No21でA型0.9%、 A'型1.3%を示すのを最大に上方に向かつてほ激に減少 し、No18

から上位では極めてわずか しか検出されない。これは肉眼観察でも確認できたATの上方への二次堆積を顕著に示 し

ている。

Nos.8～ 18の間の黒色腐植質土においては火山ガラスの含有は極めてわずかである。Nos,1～ 7の 間では、0.05%

未満 とい う極めてわずかのB・ C型火山ガラスが連続 して検出される。形態的には立川 ローム層中のUG(約 13000年

前)に類似 した火山ガラスである。B・ C型の含有率が微量であり、堆積物中の含砂率が増加する層準に相当するこ

と、平安時代遺物包含層 (Ⅱ 層)に近接 していること、などか らテフラの一次堆積か疑間である。

甲府盆地のテフラ分布からこの地域でAT以降に降灰が予想される広域テフラは、UG、 鬼界一アカホヤ火山灰 (K―

Ah,約6300年前)、 カワゴ平軽石 (Kg 2900～ 2800年前)な どである。そこでA・ A'型火山ガラスを屈折率の差によつ

てAT型 とK―Ah型 とに区別 してみた (第41図 )。 低屈折率のATと 高屈折率のK―Ahと の中間の届折率をもつ浸液

と比較 し、火山ガラス周縁部は厚さ約 5μ mのハイ ドレーション (水和)層 を示し浸液屈折率より高いA・ A'型をK―

Ah型火山ガラス、浸液より屈折率が低いA・ A'型をAT型火山ガラスとした。第41図では、すべての試料でAT型が

優勢である。平安の包含層堆積期でも二次堆積テフラ粒子 としてATの方が優勢であった。K― Ahの明瞭なピークは

認められない。しかしNos.13,15でK―Ah型が検出されることからⅣ～ V層の多くの部分はK― Ah降灰以降の堆積

物である可能性がある。また上述のBoC型火山ガラスは二次堆積の可能性が高い。なおV層の下位には灰白色シァレ

トがブロック状に混在する28層 がほぼ水平に連続 して堆積 している。28層 の堆積期に大きな時間間隙 (不整合)が

存在すると考えられる。

今回の試料中にはシル トサイズ (<1/16mm)以 下の粒子を除去 しているにもかかわらず多 くの植物珪酸体が含ま

れていた。珪酸体の同定はできないが、珪酸体の多くは、細長い大きめの機動細胞型でヨシ属の形態に類似 してい

No. 1

No. 2

No. 3

No. 4

No  5

No. 6

No, 7

No, 8

No.13

No.14

No.15
No.16

No.17

No.18

No.19

No.20

No.21

0     10個 体

第41図 属折率によるA・ A'型火山ガラスの区分と重鉱物組成

涎 LUガラス凡例

E三コ AT型

彪疹笏 K Ah型

重鉱物凡例

彪厩甥斜方輝石

隠 単斜輝石

国 角関石

国題題 酸化角閃石

園 緑簾石

日田田ザクロ石

圏 黒雲母

||1不 透明鉱物

AA'型共 山 ガ ラ ス

IIIIIIIキ ||
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る。珪酸体はⅡ層下都Nα 3の極大 (0.25%)を 中心として、Ⅱ～Ⅲ層に集中する傾向が認められる。これは、別項

同章第 2節で花粉化石 とともに報告されている植物珪酸体のヨシ属がⅡ層中で極大を示すことと調和的である。

重鉱物量はあまり多くはないが、この地域の堆積物の供給源を推定するために重鉱物組成図を作成した (第41図 )。

Nos。 20～21において、角閃石・黒雲母が主体をなす。黒雲母は、上方に向かつて急減する。これに変わつてNo19か

ら上位では斜方輝石・単斜輝石 。角閃石・不透明鉱物からなる組成が連続する。十郎川流域には単斜輝石・斜方輝

石 。安山岩からなる水ケ森火山岩が分布 している (三村ほか、1984)。 従つて黒色腐植質堆積物中に含まれる斜方輝

石・単斜輝石は近接する十郎川流域から供給されたものである。これに対しAT上位の青灰色シル ト質堆積物中に含

まれる角閃石・黒雲母は、笛吹川流域の主として花筒岩類から供給されたものと推定される。また黒色腐植質堆積

物中にも角閃石が連続的に含有されていることから、湿地的堆積環境に十郎川流域堆積物ばかりでなく笛吹川流域

堆積物も供給されていたことがわかる。これらのことから遺跡周辺では、笛吹川の沖積低地に位置していた時期に

ATの降灰があり、その後水位が下がつて湿地化がはじまり、不整合を挟んで本格的な湿地環境が継続していく中で、

十郎川流域からも笛吹川流域からも細粒堆積物の供給が継続的にあったものと推定される。

注 1 全重量に対する水分量の割合。湿重基準含水率。

注2 形態 X型の火山ガラスの含有率Axは、

Ax(%)=(C/B)× (Ex/D)× 100で算出される。

ただし、B:試料の乾燥重量 (g)

C:1/4～ 1/16mm粒径砂分の重量 (g)

D:計数した1/4～ 1/16mm粒径粒子の総教

Ex:計数 した X型火山ガラスの粒数
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第 2節 甲府市大坪遺跡の花粉化石

鈴 木  茂 (パ レオ・ラボ)

1.は じめに

甲府市桜井町に所在する大坪遺跡において発掘調査が行われ、平安時代の遺構 。遺物が多数検出されている。さ

らに調査区北壁 (東西断面)においては遺構・遺物包含層の下位層についても土層調査が行われ、約2.2-2.5万年

前に噴出・降灰 した姶良Tnテ フラ (町 田・新井 1992)が検出されている。これまで甲府市近辺においては古い時

代からの植生変遷的な調査例は少なく、未知の点が多い。こうしたことから、調査区北壁の土層より採取した試料

を用いて花粉分析を行い、約 2万年前以降の遺跡周辺の植生変遷について検討した。

2.試料

試料は東西断面北壁の東端より西に6mほ どの地点で、平安時代の遺構・遺物包含層 (6層 )よ り下位について

柱状で採取 した (第42図 )。 花粉分析はこの柱状試料より実験室内での再度の観察後分割 した12点 (第43図 )につい

て行つた。なお、第42、 43図 に示した層位番号については、資料として頂いた断面図に使用されていたものを用い

た。各土層の詳 しい記載については本論の土層の章を参照して頂き、以下には試料を採取 した土層を中心に簡単な

記載を示した。

1～ 3層 (I層 )は盛土で、砂礫を含む黒色粘土 (2層)や黄褐色の砂質土 (3層 )が認められる。6層 (Ⅱ 層)

は砂礫混じりの黒褐色粘土で、小さな空隙がやや多く認められる。また、細い根状の植物遺体が縦にみられる。14

層 (Ⅳ層)は褐色の粘土で、粘性が高く、小さな空隙が多くはいり、赤褐色の酸化鉄がほぼ全体に認められる。22

層 (V層 )は暗褐色の粘土で、粘性が高く、灰白色粘上が主として中・下部において斑状に認められる。また、根

状の植物遺体が点在しており、赤褐色の酸化鉄の集積が細く縦に認められる。27層 (V層 )は黒色の粘土で、粘性

が高い。28層 (Ⅵ層)は黄灰色の極細粒砂～シル トで、一部灰白色を呈し、 レンズ状 となる部分も認められる。29

層 (Ⅵ層)は黒色の粘土で、黄灰～黒灰色砂質シル トの小塊 (径 1～ l mm)が多く認められる。30層 (Ⅵ層)の上

部は暗褐色の砂質粘土で、青灰色の極細粒砂が多い部分も認められる。下部は黄色を帯びた灰白色のシル ト質極細

粒砂である。31層 (Ⅵ層)は褐色を帯びた灰白色のテフラ層 (姶良Tnテ フラ)である。32層 (Ⅵ層)は極細粒砂層

で、褐色を帯びた黒灰色、青灰色、黄褐色などを呈している。

m
261-―

260-―

0        3m

―

V

VI

第42図  試料採取地点 (矢印)付近の上層断面図

259-―
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3.分析方法

上記 した各土層のうちの 6層 より下位より採取 した12試料 (第

43図 )について、次のような手順にしたがつて花粉分析を行つた。

試料 (湿重約 2～ 5g)を 遠沈管にとり、10%水酸化カ リウム

溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、0 5mm目 の舗にて植物遺体な

どを取 り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去す る。次に46%フ ッ

化水素酸溶液を力日え20分間放置する。水洗後、重液分離 (比重2.1

に調整 した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、浮遊物を回収

し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセ トリシス処

理 (無水酢酸 9:1濃 硫酸の割合の混酸を加え 3分間湯煎)を行

う。水洗後、残澄にグリセ リンを加え保存用 とする。検鏡はこの

残澄より適宜プ レパラー トを作成 して行い、その際サフラニンに

て染色を施 した。

4.分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉 29、 草本花粉 23、         十一―一|  .9
形態分類で示 したシダ植物胞子 2の計54で ある。これ ら花粉・シ

ダ植物胞子の一覧を第20表 に、また主要な花粉・シダ植物胞子の

分布を第44図 に示 した。 しかしながら、試料 3、 4については検

出できた樹木花粉数が非常に少なく分布図として示すことができ       ATk二 剰ユ

ず、試料12も 樹木花粉の産出教が少ないことから樹木花粉の出現        |:∴ I132● 12

261-

１

　

２

一
　

　

３

● 6

●  7

区

□

□

□

国

日

日

b

d

f

● 11

30

傾向については参考までにみて頂きたい。なお、分布図における
259-―

樹木花粉は樹木花粉総数を基数に、草本花粉、シダ植物胞子は全

花粉 。胞子総数を基数として百分率で示してある。表および図に  第43図 試料採取
申

`?
地質柱状図と花粉分析層準

おいてハイフンで結んだ分類群はそれ ら分類群間の区別が困難な

ものを示し、 クフ季ト バラ科・マメ科の花粉は樹木起源 と草本起    ::霧 書粘上

:乾

|シルト警珍尊 ■
)学

先

源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難なため便宜的に

草本花粉に一括 して入れてある。また花粉化石の単体標本 (花粉化石を一個体抽出して作成 したプ レパ ラー ト)を

作成 し、各々にPLC.SS番号を付 し、形態観察用および保存用 とした。

検鏡の結果、樹木花粉の産出傾向から下位よりI～Ⅳの 4つの花粉化石群集帯を設定 した。

I帯 (試料12)は草本花粉の占める割合が約85%と 高 く、その中でもヨモギ属が非常に多く検出されている。そ

の他、カラマツツウ属は他層準試料 と比べ突出 して多く得 られてお り、ヨモギ属を除くキク亜科 (他のキク亜科 )

も同様の傾向を示 している。また、タンポポ亜科も目立って検出されてお り、上位層準試料に比べては少ないがイ

ネ科や単条型のシダ植物胞子も比較的多く産出している。樹木花粉は、モ ミ属、ツガ属、 トウヒ属、マツ属単維管

束亜属 (いわゆるゴヨウマツ類 )、 スギ属、カバノキ属、ハンノキ属、コナラ属コナラ亜属などがわずかに検出され

ているだけである。

Ⅱ帯 (試料 10、 11)は単条型シダ植物胞子の占めている割合が高く、60%ほ どに達 している。樹木花粉ではカバ

ノキ属が20%を越え、ハンノキ属やヨナラ亜属 も20%前後の出現率を示 している。その他、ツガ属は10%を越え、

クマシデ属一アサダ属やニレ属―ケヤキ属は50/0を越えて得 られている。草本類ではイネ科やカヤツ ジグサ科が増加

し、一方、 I帯で非常に多く検出されていたヨモギ属やカラマツソウ属は激減 している。

Ⅲ帯 (試料 3～ 9)はモミ属やツガ属の増加で特徴づけられ、出現率は20%前後を示 している。同 じ針葉樹のマ

ツ属複維管束亜属 (ア カマツやクロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)も 上部では少ないが、下部では 7、 8%得

られている。ハンノキ属も20%前後検出され、試料 5では66%に達 している。一方、カバクキ属は出現率が10%ほ
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第20表 大坪遺跡の産出花粉化石一覧表

学 名和 名

樹木
マキ属
モ ミ属

ツガ届

トウヒ属
マツ属単縫管東亜属
マツ属捜維管束亜属
マ ツ暦 (不明 )

コウヤマキ属

スギ房

イチ イ科 ―イヌガヤ科 ― ヒノキ科

サ ワグル ミ属 ―クル ミ属
クマンデ属 ―アサ ダ属
ハ ンパ ミ属
カバ ノキ層
ハ ンノキ属

プナ属
コナラ属コナ ラ亜属
コナラ層アカガン亜属

シイ ノキ属 ―マテパ シイ属
エ レ属 ―ケヤキ届

ウルシ属
モチ ノキ属
カエア属
シナ ノキ届
マクタ ビ属近似種

ウコギ科
アオキ属
ツツジ科

イポタノキ層
エフ トコ属近Ot種

Po」Ocarpus
44うfe,
TsuFa
PI cea
P=nus subgen frap」 Ox/Fon
P=ntrs subgen, ,,Plox/」 っれ

PFコ us (UnknOvn)
ScFaど9pFtys
Or7pt〕ほer」 a
T.― C.
Pι erocarya― Jurtta,s
carpraus ― οstrya
εOryJug

'9ttrFa4」 コus
Faps
eu9rcws subgen, LcP=J。 うE」 aIBuS

Otlθ rcv, suも gen, c′ C」 οうafanOps=g
仇 stttopgFs― PagattB
IJJ″us … ′el■οvこ

盟ケus
r」 ex
4cer
TfrlB
cf。  オ●tFれ

=ど=ュAraliaceae
〕」cuba
Ericaceae
Lfgustrピ π

cf  Sa″ bucv,

11
40
1

1

1

1

2

119

1

2 11   11

1 2

軍本

ガマ属

イネ科
カヤ ツ リグサ科
クワ科

イ プキ トラノオ節

サナエ タデ節 ―ウナ ギ ツカ ミ節

イタ トリ節
アカザ科 ―ヒユ科

ナデ シコ科
カラマツソウ属

他のキ ンポウゲ科
アプラナ科
ワレモコウ属

他のパラ科
マメ科
フウロツウ属
セ リ科

アカネ届 ―ヤエ ムグラ属
オ ミナエシ属
ツ リガネエ ンジン属 ―ホタル プク ロ属
ヨモギ届

他のキク亜科

タ ンポポ亜科

1ンprla

CranineDe
Cyperaceae
Moraceae
Pο J/Fo2v″ seCt. Bistorta

P,ユyrontrp sect. Persicariュ ーBchinocculon
PοJypa口,sect. Reynoutria
Cheao,odiaceae ― Amaranthaceae
Caryophyllaceae
rrtal,cι rttπ

other nanunculaceae
Cruciterae
Sanpゴ ,orba
other nOsaceae
Leguminosac
Cera,Iu″
Unbelliferie

'Efb′

B ― Ga」
=曽

″
PatrゴれゴB
猜」,コ ,p力 ora ― Cappanu】 a
】rte″ Fsfa
other Tubuliflorae
Ligulifiorae

484
219

2

5

1

3

1

4

4
3

164
4

シダ植物

単条型胞子
三条型胞子

Monolete spore
Trilete spore

1545 1272 1207  764 2136 1403 1212  119
-11-2-52

樹木花粉

革本花粉
シダ植物胞子

花粉・ 胞子総数

不明花粉

Arboreal pollen
Nonarもoreal p。 1len
Spores
Total Pollen & Spores

unknown P。llen

179  253  217  197
35   92  414  023

1545 1273 1208  764
1759 1618 1889 1884

12   23   29   86

208  212  262   55
933  758  534  964
2138 1403 1217  121
9279 2373 2013 1140

T. 一C. はraxaceae―Cepha10taxaceae― cupresaceaeを 示す
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どに減少し、コナラ亜属も上部に向かい出現率を下げている。草本類はイネ科が出現率を上げて試料 8では40%弱

を示すが、上部では急減 している。その他はいずれ も低率で、カヤツリグサ科や ヨモギ属もやつと1%を越えた程

度で、やは り上部では減少 している。単条型のシダ植物胞子が非常に多く得 られ、試料 5で は90%近 くに達 してい

る。なお、試料 3、 4は検出花粉数が少なく、その傾向については不明であるが、試料 4でハンノキ属が比較的検

出され、試料 3については 4と 同層位であることなどから、便宜的な部分も含めてⅢ帯 とした。

Ⅳ帯 (試料 1、 2)は スギ属、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属の増加で

特徴づけられる。これまで殆 ど検出されなかったスギ属やイチイ科―イヌガヤ科 ―ヒノキ科は10～20%の出現率を

示 し、同じ針葉樹でⅡ帯において多 くみ られたモ ミ属やツガ属は1%前後に減少 している。コナラ亜属は30%前後の

出現率を示 し、アカガシ亜属も10%を越 えて得 られ、シイノキ属―マテバシイ属 も若干認められる。草本類ではイ

ネ科や ヨモギ属が再び増加 してお り、カヤツリグサ科やアカザ科一ヒユ科 も5%前後検出されている。また、単条型

胞子は急減 している。

5.遺跡周辺の古植生変遷

¬)時期設定について

層位区分の 6層 (Ⅱ 層)か らは平安時代の遺構・遺物が多数検出されてお り、花粉帯Ⅳはこの頃と推測される。

この下位層については遺構・遺物が検出されておらず時代については不明である。また、31層 (Ⅵ層)はガラス質

火山灰層で、火山灰分析の結果 (同章第 1節)2.2～25万年前に噴出した姶良Tnテ フラと同定され、31層の堆積年

代はこの頃の最終氷期最寒冷期頃 と考えられる。

2)遺跡周辺の吉植生

上記 したように、今回の分析層準についての時期設定がほとんどできないことから、花粉帯を基に古植生につい

て検討 した。

I帯 :ヨ モギ属やイネ科、カラマンソウ属などの草本類が圧倒的に多く検出され、これ らを主体 とした草地的な

植生が主体であった≧予想 される。この うちカラマツソウ属は主に日当 りのよい草地にみ られるものが多く、ヨモ

ギ属 とともに草原的景観を周辺山地・丘陵部に形成 していたのであろう。また、イネ科については他の試料にも多

く検出されていることから、予察的ではあるがプラン ト・オパール分析を試みた ところヨシ属が多く検出され (第

21表 )、 遺跡周辺低地部はヨシ属が生育する湿地的な環境が予想 される。森林植生 としては、モ ミ属、ツガ属、 トウ

ヒ属、ゴヨウマツ類などの針葉樹類や、カバノキ属、コナラ亜属、ハシバ ミ属などの落葉広葉樹類、ハンノキ属の

湿地林的なものがわずかにみ られるだけであった。このように、この時期の大坪遺跡周辺の植生について、山地 。

丘陵部はヨモギ属やカラマツソウ属を主体 とした草原が広がり、針葉樹や落葉広葉樹類はわずかにみ られるだけで

あったと推測 される。一方、低地部はヨシ属が生育する湿地が広がっていた。時代 としては、上位に2.2～ 2.5万 年

前に降下 した姶良Tnテ フラが存在す ることから、これよりも古い時期 と考えられる。また、 3～ 4万年前の関東地

方中・南部ではハンノキ属・コナラ属が多く、ブナやスギ、トウヒ属、ゴヨウマン類をともなっている (辻 1983)。

今回の分析結果はこれに類似 しているように思われ、現時点では I帯の年代についてはこの当りではないかと考え

ているが、根拠などは何 もなく今後の課題である。

Ⅱ帯 :カ バノキ属やコナラ亜属が多 く検出されてお り、これ らにクマシデ属一アサダ属、ニ レ属―ケヤキ属など

を含めた落葉広葉樹林が遺跡周辺の主に山地・丘陵部分に成立していた。また、ツガ属やモ ミ属などの針葉樹林 も

成立 していたであろう。このように、山地・丘陵部においてはこの時期すでに森林が侵入 してお り、ヨモギ属やカ

ラマツ属など、 I帯でみ られた草原的な景観は急速に縮小 したと思われる。遺跡周辺の低地部はこの時期において

もヨシ属やカヤツリグサ科が生育する湿地的な環境が広 く存在 し、こうした ところにハンノキ属が分布を拡大 し、

湿地林を形成 した。なお、シダ植物については形態分類の研究が花粉ほど進んでいないことから、当遺跡で検出さ

れた胞子の母植物については全 く解 らず、多産からの古植生についても不明である。一つには、上記 した落葉広葉
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第21表 試料 lg当 りのプラン ト・オパール個数

試料番号
イ ネ ネザサ節型 クマザサ属型 他嚇 ケ亜科 ヨ シ  属 キ ビ 族 ウシクサ族 不 明

(個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g) (個/g)
3,700 138,100 11,100 4,900 166,400 11,100 25,900

6 0 2,800 0 16,600 1,400

8 0 5,500 5,500 0 44,400 2,700 1,400

0 4,100 5,500 0 37,300 1,400 0 4,100

0 6,400 3,800 0 30,800 1,300 0 6,400

0 9,600 4,800 0 27,500 0 0 2,400

樹林や針葉樹林が分布を拡大するとともにこれらの下草としてシダ植物も増えたのかも知れないが、これについて

は今後の課題 としたい。

Ⅲ帯 :こ の時期の遺跡周辺山地・丘陵部はモミ属やツガ属、ニヨウマツ類といった針葉樹林が優勢 となり、カバ

ノキ属やヨナラ亜属などの落葉広葉樹林はその分布域を狭めていった◇低地部においてはこの時期も湿地的環境が

広がり、ヨシ属が生育しており、ハンノキ属湿地林も拡大する方向であつた。しかしながら、時代が進むにつれて

こうした環境は狭まり、ヨシ属の生育地は急速に縮小した。花粉化石が殆 ど得られなかった試料 3、 4の 14層は全

体に酸化鉄の集積がみられ、小空隙が多くみられるなど、14層堆積後において乾陸化し、それにともないかなりの

酸化作用・土壌化作用をうけたのではないかと思われる。この酸化や土壌化作用により花粉化石の多くは分解 。消

失した可能性が高い。このように、ハンノキ属湿地林や ヨシなどがみられた低地部は次第に陸化 したと推測される。

この頃の時代については不明であるが、モミ属やンガ属が多く検出され特徴的である。埼玉県所沢市のお伊勢山遺

跡では弥生時代終末期から平安時代の上層から検出された木材化石のうちモミ属が最も多く得られ (能城・鈴木

1990)、 丘陵部ではモミ、カヤといった針葉樹や常緑広葉樹が主要素となる暖温帯林が成立していた (辻 1990)。

また、大阪の河内平野周辺の山地では縄文時代晩期にスギ、ヒノキ、コウヤマキ、モミ、ツガなどが増加し、中間

温帯針棄樹林が成立したと考えられている (那須 1989)。 このように、縄文時代晩期から平安時代にかけて針葉樹

類の増力日がみられ、大坪遺跡のⅢ帯についてもこの時期に当たるのではないかと考えているが、他地点における確

認作業など、これも今後の課題である。

Ⅳ帯 :本格は平安時代の遺構・遺物が多く検出されている6層堆積期に当たる。遺跡周辺丘陵部の針葉樹林はモ

ミ属、ツガ属に代わリスギ属やイチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科が主体となった。また、落葉広葉樹のコナラ亜属

も優勢となり、照葉樹林要素のアカガシ亜属やシイノキ属―マテバシイ属もみられるようになった。辻 (1989)は 、

埼玉県川口市の赤山陣屋跡遺跡において画期 E3(4,000年前)以降に目立つ存在となったスギ,ヒ ノキ類,アカガシ

亜属について、いずれも人間の自然への強い干渉の結果と考えている。大阪の河内平野では弥生時代V期 (後期)

は河川の侵食・運搬営力は一段と強まり、奈良時代になるといっそう激化 した (那須 1989)。 先の川 口市赤山陣屋

跡遺跡においても2,200年前に谷内の縁辺を中心とする軽微な侵食谷の形成がみられる (辻 1989)な ど、弥生時代

から古墳時代にかけて気候は悪化し、土地は不安定となった。大坪遺跡およびその周辺部も、遺構・遺物の検出に

みられる人間活動の活発化や、丘陵部における侵食などの土地の不安定な時期が存在したと予想される。こうした

ことによリモミ属やツガ属は生育地を狭め、跡地にスギ属やヒノキ類、ヨナラ亜属、アカガシ亜属が進入し、分本

を拡大した。

また、低地部においてはヨシ属やカヤツリグサ科などが生育する湿地的環境が再びみられるようになった。しか

しながら、検出できた花粉粒数は少なく、傷んでいるものが多いなど、Ⅲ帯同様乾陸化による土壌化作用をうけて

いると思われ、そうした環境も存在したことが予想される。その他、ヨモギ属やタンポポ亜科などのキク科、アカ

ザ科―ヒユ科などの雑草類も日立つ存在 となり、これも人間の自然への干渉の結果と推測される。

なお、予察的に行ったプラント・オパール分析において試料 1よ リイネが検出されており、遺跡周辺において稲

作が行われていた可能性が考えられる。
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6.ま とめ

姶良Tnテ フラ降下 (2.2～2.5万年前)以前の大坪遺跡周辺の古環境は、低地部はヨシ属やハンノキ属が生育する

湿地が広がり、山地・丘陵部は草原的景観であったと予想される (花粉帯 I)。

姶良Tnテ フラ降下後は、遺跡周辺低地部は依然として湿地が広がっていたが、山地・丘陵部は車原から落葉広葉

樹林や針葉樹林といつた森林がみられるようになった (花粉帯Ⅱ)。

その後、針葉樹林はさらに優勢になったが、落葉広葉樹林は縮小する傾向に向かった。低地部はこの頃もヨシ属

が生育する湿地が広がっていたが、ハンノキ属が侵入し湿地林を形成 した。しかしながら、この湿地的環境もその

後乾陸化が起こつたと推測される (花粉帯Ⅲ)。

平安時代の針葉樹類はモミ属、ツガ属に代わり、スギ属、ヒノキ類が分布を広げ、落葉広葉樹のコナラ亜属や、

照葉樹林要素のアカガシ亜属やシイノキ類もみられるようになった◇低地部は再びヨシ属が生育する湿地的環境 と

なり、一部には稲作が行われ、雑草類も多くなった。この森林構成要素の交代や雑草類の増力日は人間活動が大きく

影響 していると思われる。

フ. おわりに

以上が今回の分析結果およびその考察であるが、各花粉帯の年代や酸化・分解作用、シダ植物などいくつか問題

点もあるが、草原的景観やモミ属・ツガ属を主体とした針葉樹林の優勢な時期の存在など興味ある分析結果が得 ら

れた。また、甲府市周辺においてはこのような古い時代以降の植生変遷について述べられたものはほとんどなく、

今後における参考となる成果が得られたと考える。
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scale bar

1～ 3:50μ m

4～ 6:20μ m
写真 1 大坪遺跡の花粉化石

モ ミ 属 PLC.SS 1519 試料11

ツ ガ 属 PLC.SS 1517 試料11

トウヒ属 PLC. SS 1534 試料11

マ キ 属 PLC.SS 1526 試料 2

マツ属複維管東亜属 PLC.SS 1523 試料 6

ス ギ 属 PLCo SS 1527 試料 2
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20μ m

写真 2 大坪遺跡の花粉化石

7:ブ ナ 属 PLC.SS 1522 試料11

8:カバノキ属 PLC,SS 1532 試料11

9:ハンノキ属 PLC,SS 1519 試料11

10:ヨナラ属コナラ亜属 PLC.SS 1525 試料 2

11:コナラ属アカガシ亜属 PLC,SS 1529 試料 1
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20μ m

写真 3 大坪遺跡の花粉化石

12iイ   ネ  科  PLC. SS 1522 試料 2

13:カヤツリグサ科 PLCo SS 1524 試料 2

14:カラマツノウ属 PLC.SS 1518 試料11

15:ヨ モ ギ 属 PLCo SS 1533 試料11

16:ヨモギ属を除く他のキク亜科 PLCo SS 1530 試料11

17:単 条型 シダ植物胞子 PLC,SS 1531 試料11
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第Ⅶ章 調査の成果と総括

大坪遺跡は、先にも述べたように、古代甲斐国一円に供給された土師器の製作に関わる遺跡 として知られてきた。

今回の調査では、過去三回行われた調査とは異なり、狭い面積ながら面的に調査を行 うことができ、竪穴建物跡や

掘立柱建物跡、土器埋納遺構、土師器焼成遺構等、土師器製作に関わる遺構も検出できた。しかしながら、土師器

の生産体制を立体的に復元し、それを論ずるにはさらなる資料の増加が望まれるところである。

今回は、紙数の都合上、遺構・遺物に関し詳細な検討・考察を加えることができないが、今回の発掘調査で得ら

れた成果のまとめと、そこから派生するいくつかの問題を指摘しておきたい。

1.大坪遺跡の性格

今回の調査では、検出された遺構数が少ないものの、土師器の出土量は比較的多いといえる。今回まとまった量

で土師器の一括資料を得られたのは、先の報告のとおり、 9世紀半ば頃に比定される 1号竪穴建物跡 と3号溝状遺

構・ 224号ピット、10世紀前半代に比定される6号溝状遺構 ≧96号 ピットからである。

1号竪穴建物跡の出土土器の観察をすると、器形の種類は、不・高台不・皿・蓋・黒色土器郷の供膳具形態のも

のが大半である。完形資料の郭の法量は、口径1lcm前後、底径 4 cm前後、器高 5 cm前後の範囲内におさまるものが

大半を占める。高台邦は、出土量自体少ないうえ完形資料も限られるが、日径15cm前後、底径 5～ 6 cln、 器高 6～

7 cmの範囲内におさまる。皿は、邦に続いて出土量が多い。口径13cm前後、底径 6 cm前後、器高2.5cm前後の範囲内

におさまるものが大半である。蓋は、完形資料はないが、口径16cmと 23cm前後の二種類がみられ、各器形において

法量的な規格化をみることができる。これは、1号竪穴建物跡 と同時期と考えられる3号溝状遺構および224号 ピッ

トでも同じ傾向をみることができる。両遺構とも、都と皿の供膳具のみの出土で、郷・皿の法量ともに 1号竪穴建

物跡出土土器と同じ法量分布を示している。一般の集落遺跡の例から考えても、複数の遺構で同一器形の法量分布

が、これほどまとまるのは極めて希 といえよう◇

また、昭和50年度調査の報告のなかでも指摘されている問題であるが、一般集落遺跡では、平安時代以降、墨書

土器等の文字資料が少なからず出土することは現在では周知のこととなっている。ところが今回の調査でも、過去

の調査と同様に、多量の土師器が出土しているのにもかかわらず、墨書土器は 1点 も確認されず、記号状の字句を

記したヘラ書土器と線刻土器のみが確認されていることは大変興味深い。塁書土器は、土器の消費地で記されるも

の、ヘラ書土器は、須恵器のように生産地で記されるものといった従前からのこうした指摘に従えば、当遺跡の性

格もよりいつそう浮かび上がってくると思われる。

次に各遺構における遺物の出土状況をみると、 1号竪穴建物跡では、不や皿 。瓦などが積み重ねられた状態で集

中して出土し、224号ピントでもピットの長軸に沿つて、ほぼ一列に邦と皿が積み重ねられて出土している。3号溝

状遺構では、邦と皿がコンパクトにまとまり、重ねられて出土し、 6号溝状遺構では、部分的に不が積み重ねられ

て出土している他、単独でも数点出土している。各遺構とも無秩序に放 り込まれたものではないと思われる。 1号

竪穴建物跡の土器は、器面が剥離し、暗文を施すべき土器に、それを施していない中途半端なつくりの土器や
1)、

焼

成も甘く、生焼きに近い土器がいつくか存在することから、製品として流通されなかった土器を、建物の廃絶を期

に廃棄しているのではないかと考えられる。96号ピントでは、土器はピット内東側に重なり合つて出土し、破損品

ばかりである。これらの状況をまとめてみると以下のとおりである。

①各遺構の出土土器の器形は、不・皿等といつた供膳具形態が中心を占め、変等の煮炊具は極めて少ない。それ

らの年代は、おおよそ 9世紀前半代と10世紀前半代のものが中心である。

②出土土器の法量分布がまとまってお り、規格性が認められ、形態もそれぞれ酷似している。

③出土■器のなかには破損品、生焼け状態のもの、半製品のものが多い。

④土器の消費地で多数出土する塁書土器が、当遺跡では1点の出土もなく、生産地での出土が多いといわれるヘ

ラ書土器、線刻土器が中心で、記された宇句は記号状のものが多い。
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⑤ l号竪穴建物跡出土土器は、土器の保管というよりは、建物の廃絶を期に土器も廃棄したものと考えられる。

以上のようであるが、今回の調査では、わずかであるが土師器生産に関わる具体的な遺構の検出もみられ、当遺

跡の性格もより明確 となってきたといえよう。そして従来からの指摘 どおり、彗遺跡は土師器生産遺跡 としての性

格が、より鮮明となったといえる。

2.大坪遺跡の構造と土師器生産に関わる問題について

次に「土師器生産遺跡」と再確認した大坪遺跡の構造について考えてみたい。しかし最初に述べたとおり、狭い

調査範囲のため、遺構群は部分的に検出したにすぎず、その立体的復元は難 しいといえる。土師器製作に関わる遺

構の年代は、今回の調査では、9世紀半ばと10世紀前半代に限られ、前者は、1号竪穴建物跡がそれに該当し、224

号ピットも土師器焼成遺構 としての可能性はある。後者は、 2号竪穴建物跡 と96号 ピットが該当するのみで、その

他は捉えられない。他時期については、 1号掘立柱建物跡もおそらくそれ らに関わる遺構の一つだと思われるが、

その時期については、報告では、 8世紀前半代としているが、出土土器が小片であるため、流動的な部分も多い。

また、多数のピットが検出されたものの、土師器焼成遺構 と明確に捉えられるのは、96号 ピットのみで、可能性

を残すピットとしても224号 ピントが挙げられる程度で、本来あまり数多くは存在 しなかったのではなかろうか。そ

して竪穴建物跡も間隔をおいて点在することから、密集して存在 したとは考えにくい。推浪1になってしまうが、考

えられる構造 としては、 2～ 3軒の竪穴建物と1～ 2基の土師器焼成窯が比較的近接して存在し、こうした群がい

くつか存在していたのではなかろうか。そして掘立柱建物を中心とした群も存在 した可能性が強い。

さて、昭和50(1975)年度の大坪遺跡の発掘調査にも携わった坂本美夫氏は、1983年 に神奈川考古同人会主催の

シンポジウム「奈良・平安時代の諸問題―相模国と周辺地域の様相―」のなかで (以下、83年 シンポと称する)、 I

期から�期にわたる甲斐国の土器編年案を提示し、「甲斐型郷」の提唱を行っているか。以後、この編年案は現在ま

で多くの県内研究者に援用され、甲斐型邦も県内外に広く認知されたといってよい。

しかし甲斐型郷の資料増加に伴って、1992年 には山梨県考古学協会主催の「甲斐型土器―その編年と年代―」 と

題する研究集会が行われ、その編年観と年代観について資料の再検討が行われた3)。
そこでは甲斐型不の出現期が、

坂本氏の編年では 8世紀末 とされていたのを、 8世紀第 3四半期頃まで遡る年代観が提示され、それに伴い各期の

年代観も遡ることとなった。さらに「甲斐型」という概念を邦だけではなく、他の器形にも与え、甲斐国内におけ

る土器生産の全体の流れのなかで、甲斐型土器を広く捉えようとする試みが図られた。それに基づいて各器形の分

析を行った結果、器形の種類やその構成、各器形の形態的・製作技法的変遷については、坂本氏の見解を追認する

かたちとなっている。なお、今回の報告における各遺構の時期決定に際しては、これらの研究成果に依拠 している。

83年シンポ編年の史的背景を述べるなかで坂本氏は、 9世紀代に入つて県内一円に斉一性のある土器が行き渡る

ことは、「専業集団の一元的生産体制が確立」されたものとし、大坪遺跡はその時期に成立した土師器窯業址 として

いる。また、甲斐編年の 「Ⅷ期以降X期まで邪 と皿の整形方法には明らかに違いが見られることから、その体制の

中身はこれに甕を加えた 3部門の製作者集国が存在した」とし、器形ごとに製作者が異なっていることを想定 して

いる。

今回の調査の成果では、 9世紀半ばには、郷 (高台郷も含む)・ 皿・蓋等の食膳具を中心とする器形の生産を、

本遺跡内およびその周辺で行っていた可能性が強い。こうした状況を踏まえると、坂本氏の述べる郷・皿各部門の

製作者集団は、同一の地で生産していたことになり、甕部門の製作者集団は、今回の調査区内には存在していなかつ

たといえるだろう。さらに坂本氏は、�期おける郷・皿・変の形態的な変化を「完全な一元的生産体制の確立」を

目指した製作者集団の再編 と想定しているが、これは10世紀前半代においても、変形土器自体の出土量が増加 しな

い状況からみて、当該期においても甕は、少なくとも本調査区周辺では生産されていなかった可能性が強く、坂本

氏が述べるような 「完全な一元的生産体制の確立」の状況を読みとることは少々難しいような気がする。

当調査区の製作者集団は、遺跡全体の状況をみると、ここに居住 し日常生活を送 りながら土師器生産に携わつて

いたとは考えられない。彼 らの居住地は別の場所にあり、各居住地から動員された製作者達が、仮住まい的な状況

で土師器生産に携わっていたとみるほうが妥当ではあるまいか。
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先に想定した遺跡の構造からすれば、土師器焼成窯が多数存在し、工房が軒を連ね、組織的にしかも大々的に操

業を行っていたというイメージはあまり感 じられず、血縁を中心とした小規模な家族経営のなかでの土師器生産と

いうイメージが強い。こうした小規模経営体が、いくつか存在 して、土師器生産に携わっていたと思われる。彼 ら

は基本的に農業に従事していた農民であり、土師器の生産は恒常的ではなく、農閑期を中心に生産を行 う分業体制

だったと推察できる。こうした彼 らを支配していたのは、詳 しい考察はできないが、在地の有力層、つまり富豪層

であろう。富兵層は、農業と土器生産という二重の収奪を彼 らから繰 り返 しながら、自らの私富の蓄積を高めていっ

たに違いない。

以下に、大坪遺跡の土師器生産における、今後に残された問題および課題を挙げておきたい。

①大坪遺跡では、 9世紀前半代 と10世紀前半の土師器生産に関わる遺構・遺物が中心であるが、 9世紀以前およ

び 9世紀後半代の遺構の存在が明確ではなく、これら時期の土器生産の状況が不明瞭である。

②杯・皿といつた器形ごとの製作者集団が明確に区別されていたのか。

③土師器生産における生産体制のあり方、工人層 (土器製作者集団)と 支配者層 との関係。

④大坪遺跡周辺で行われていたと思われる、瓦生産や須恵器生産との関係。

3.大坪遺跡の土地利用について

最後に本遺跡の土地利用についてふれておきたい。地形の平坦化が始まる奈良・平安時代に、竪穴建物等の建造

物が建てられるようになり、また、水田状遺構の存在からも窺えるように、耕地化も積極的に進められたものと思

われる。それ以前の古墳時代の段階では、花粉分析の結果や 2号溝状遺構、溝状凹地遺構等考古学的に検出された

遺構の状況から、沼沢状の葦原で、網 目状に自然流路群が存在する低湿な環境であったと推定される。しかしこの

ような環境のもとでも、人間のこの土地への働きかけはあり、それは溝状凹地遺構にみる祭祖的行為の痕跡が、そ

れを物語つている◇

基本層序第Ⅱ層は、平安時代の遺構確認面かつ遺物包含層であるが、その層準中には彩しい量の土器が包含され、

今回の調査区のみならず、周辺で行われた発掘調査例からも、かなり広い範囲にわたって包含している状況が認め

られる。土器はその大半が小片ないしは細片で、割れ回は概 して摩滅 しておらず、器形の種類もほぼイと皿に限ら

れている。同層準内には洪水堆積物がほとんどみられないことから、単なる自然流入 とは考えられず、人為的な要

因が加わった可能性が強い。彩 しい量の土器片を包含する層が、数百メー トル、数キロメー トル単位のブロックで、

広範囲にわたって点在するものなのか、それとも当該地域全域の普遍的な状況なのか、仮に前者であれば、湿地開発

および土地利用に伴 う何らかの行為とも考えられ、今後の当該地域での調査で、注意されるべき問題だと思われる。

土地開発に関連してもう少しふれておきたい。第 I章においても若千述べたが、当遺跡周辺の表層には条里型土

地割 (以下、表層条里とよぶ)が残存 している。この表層条里は、濁川左岸地域 と平等川右岸地域に展開するもの

で、その東端部に当遺跡は位置 している。当該地域における条里型土地割の研究は、歴史地理学的視点での研究は

進んでいるもののり、考古学的調査は実施されておらず、その初源年代や変遷については確定的な結論がでていない

のが現状である。今回の調査でも条里型土地割に伴 う畦畔遺構等の検出はみられなかったが、 1号・ 4号溝状遺構

については、条里型土地割に関わる溝である可能性が考えられる。両溝 とも掘削年代は明確ではないが、他遺構 と

の重複関係から9世紀半ば以降と推察される。

さて、表層条里は、その方位を真北に対し約15° 東に振っているのに対 し、1号溝状遺構は、ほぼ磁北方向に沿つ

て延びてお り、表層条里とは方位を異にしている。一方、4号溝状遺構は東西に延びる溝であるが、これも表層条

里とは逆の方位にその軸を振つてお り、異なる展開を示している。両溝 とも表層条里とは方位においてズレがみら

れるが、これを施行の時期差と考えれば、埋没した条里型土地割が存在する可能性も考えられる。

また、土器埋納遺構が数基検出されているが、同遺構は近年の研究から、条里型水田の開発や再開発との関連が

指摘されており
5)、

地鎮めに伴 う祭祖的行為の一つと考えられている。こうした近年の研究成果に従えば、土器埋納

遺構に埋納された土器の示す年代が、大規模な土地開発を推進 した時期を表すとい うことで、同遺構の存在は大変

興味深い。
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註

1)集落遺跡から出土する当該期 (9世紀半ば)の杯の器体部内面には、放射状暗文が施されているものがほとん

どであるという状況から考えて、本遺構の不は未製品だと判断している。

2)坂本美夫・末木 健・堀内 真  「甲斐地域」『奈良・平安時代の諸問題―相模国と周辺地域の様相―』 神奈

川考古同人会 1983

3)甲斐型土器研究グループ『 甲斐型土器―その編年と年代―』山梨県考古学協会 1992
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1号堅穴建物跡遺物出土状態 (北西より)

図版 2

1号堅穴建物跡完掘 (南西より)

1号竪穴建物跡遺物出土状態近景 (北西より) 刊号竪穴建物跡 竃 (南東より))

2号竪穴建物跡 (東より) 2号滞状遺構西側部分 (南より)

3号濤状遺構 (南より)

1号濤状遺構 (南より)
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図版 3

3号濤状遣構造物出土状態 (南東より)

4号滞状遺構 (東より)

4号藩状遺構出土 土錘 4号溝状遺構出土 土製エ

5号滞状遺構遺物出上状態

5号濤状遺構 (西より)

6号藩状遺構 (南より)
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6号滞状遺構遺物出土状態 ① 6号溝状遺構遺物出土状態 ②

7号溝状遺構 7号溝状遺構遺物出土状態

8号溝状遺構 9号濤状遺構

10号溝状遺構断面確認状況 13号ピット
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図版 5
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50号ピツト

図版 6
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96Ⅲ号ピット 96号ピツト遺物出土状態

1061号 ピツト

1351号 ピット 2001号 ピット
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224号ピット

図版 8

224号ピツト遺物 !当 土 J犬態

260」号ピット 3441手ピット

344号ピット遺物出土状態
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図版 9

滞状凹地遺構南側遺物出土状態 濤状凹地遺構造物出土状態 ①

水田状遺構 (南より) 濤状凹地遺構造物出土状態 ②

水田状遺構 (北西より)

テフラ分析土壌サンプリング風景 花粉分析土壌サンプIプ ング風景
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概

要

主 な 時 代 古墳時代・奈良時代・平安時代

主 な 遺 構
竪穴建物跡・掘立柱建物跡 。溝状遺構・ピット(上師器焼成遺構・土器埋納遺構 。

上坑を含む)、 溝状凹地遺構、水田状遺構

主 な 遺 物
土師器イ (ヘ ラ書土器・線刻土器含む)

片、灰釉陶器片、鉄製品、鉄滓、砥石、

皿・蓋・密・甑・黒色土器郵、須恵器

石錘、土玉、土錘、獣足片、手捏土器

特 殊 遺 構 土師器焼成遺構・土器埋納遺構

特 殊 遺 物 特にな し

調 査 期 間 平成 6(1994)年 7月 18日 ～同年10月 14日
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